





































まかでみックス ないんす

王子様と呼ぶんじゃねえッ！




著者　[image: ] 一郎

イラスト　BLADE











電子版　ファミ通文庫





本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は本文縦組で制作されております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




第一章　誘拐事件

間　章　

第二章　多重存在

終　章　

あとがき

































　ことわざに曰く――『腹が減っては戦はできぬ』

　永い歳月を語り継がれてきた言葉には重みがある。

　有う象ぞう無む象ぞう、無数に語られる言葉の中から、時間が虚言妄言の類を削ぎ落としていくからだ。真理のみが語り継がれて権威を得る。実利のない言葉は所詮――ただその場で消費されて消えていくだけの譫うわ言ごとでしかない。

「あの……」

　空腹状態は、肉体的にも精神的にもあまり良くない状態だ。

　体力の低下は勿論だが――度を超した空腹感は集中力を途切れさせる。戦いに限らず、何をするにも空きっ腹を抱えていては本来の力は到底出せまい。

　つまるところ『食』は万事の基本だということ。

　逼ひつ迫ぱくした状況下で食事をしていると『こんな時に呑気な』と非難する人間もいるが……むしろ、失敗や遅延を許されない状況だからこそ、腹ごしらえをするのが合理的なのだ。

　しかし……

「……周す防おうくん？」

　星ほし塚づか暁あけ美みは半ば呆然としながらも眼の前の少年にそう声を掛けた。

「……[image: ]？」

　何ど処こかの漫画みたいに……頰ほおに御飯粒付けて少年が顔をあげる。

　周防千せん里り。

　顔立ちそのものは割と平均的に整った感じの男の子であるが、ちょっと目付きは悪い感じだ。表情も言動も全体的に愛想が足りなくて、つっけんどんな印象すらある。常に世間一般に対して不満があるというか――自分を含め全てに倦うんでいるかのような。

　以前の暁美であれば、むしろ『怖そう』と、真っ先に敬遠する類の人物だ。

　だが今はそんな千里の無愛想さも、愛あい嬌きようにも見えるというか――内面の優しさを素直に出せない、彼の不器用さ故のことだと理解できる。

　周防千里という少年は、実際にはとても繊細で――だからこそ傷つくことも傷つけられることも嫌いなのだ。恐らく彼の少し乱暴な言動は自分と、そして自分の周りの他人を守る為のものなのだろう。そうとわかれば不思議なもので、周防千里のぶっきらぼうな言動も、とても好ましく、時には可愛らしいとさえ感じられてくる。

　ただ……

「ちょっと……食べ過ぎじゃない？」

　暁美は改めてテーブルの上を眺めながら言った。

　空の皿や椀が幾つも幾つも――元々小さな一人暮らし用の食卓の上で、所狭しと並んでいる。置ききれなくて皿の端がテーブルの端からはみ出ている状態だ。

　星塚暁美は全体的に地味な少女だ。

　おかっぱ頭の髪は、染めることもなく生まれたままの真っ黒で、肌は日焼けの類とは無縁の色白さ、化粧の類も最低限のほとんどすっぴん状態――そんな見た目通りに、彼女は内向的というかインドア派である。

　趣味は漫画や小説を読むことと、アニメを見ることと、そして――家事全般。

　つまり最低限の仕送りさえあれば、暁美は自分の面倒は自分でみることができるのだ。元々派手に遊ぶ方でもなし、一人暮らしの許可を両親から得る上で、この点が有利に働いた。

　特に――炊事にはちょっと自信がある。

　基本は勿論、和食、洋食、中華も基礎は覚えているし、いわゆる料理マンガに出てくるようなレシピは一通り試しているので、普段から包丁や鍋釜の使い方にも慣れているのだ。　だから暁美は自分から千里達に対して申し出た。

『御飯作るよ。出掛けるなら食事をしてからにしたら？』

　――と。

　しかし……

「確かに……その……好きなだけどうぞとは言ったけど……」

　暁美の背後では、一人暮らし向けの小型電気炊飯器が、早炊き状態で稼働中――なのはいいとしても、問題は、これが本日三度目の炊飯ということだった。つまり先に炊いた三合×２、つまり六合分はとっくに千里とその連れの腹の中に消えているのである。おかずの類も含めて。

　暁美の部屋の冷蔵庫は既に空っぽ。米びつも同様だ。

　彼女自身ならば一週間分に相当する分量が一度に消費されたことになる。

「――あ。悪ぃ……」

　と千里は箸はしを置いて頰を掻かいた。

「今は持ち合わせがなくてさ……」

　そもそも、暁美と再開した際には上着を着ていなかったことからも想像がつくが……どうやら千里は着の身着のままで逃げ出してきたらしい。気を失っている彼を部屋に運ぶ際にズボンのポケットにも触れたが、財布の類が入っている様子はなかった。

「後できっちり米代やら何やらは払う。それまでちょっと貸しにしといてくれ」

「そ……そうじゃなくて！」

　慌てて暁美は言った。

　千里達が何か大変な揉め事トラブルに巻き込まれているらしいことは暁美にもわかっている。できれば早々に、彼等を自分の部屋から追い出した方が良いということもだ。

　だが、それでも暁美は千里に恩を感じていたし……感謝の気持ちがさらに別の感情に変化しつつあることについても自覚はあった。それが咲くことのない蕾ブラインドだということは早々にわかってしまっていたが――それでも気になる少年に恩返しをするのと同時に、ちょっと自分が家庭的な部分もアピールしてみたい、と暁美は思ったのだ。

　だからまあ……痛くないと言えば噓うそになるが、食費の問題は恩返しの『経費』とでも思えば諦めがつく。むしろ千里には、がめつい女と思われたくはなかった。

「お腹壊すよってことなんだけど……」

「あ？　…………いや」

　自覚がなかったのか――千里は一瞬、不思議そうな表情を浮かべる。

「そういやそうだな。いつもはこんなに食べねぇんだけどな」

「いくら何でも無茶だよ。一体何処に入ってるの？」

　単に大食らいというだけでは説明がつかない程の分量だ。

　千里とその連れの口の中に消えた食べ物の、単純な体積だけでも相当なものになるはずである。普通なら見た目にもわかるくらいに腹がふくれてひっくり返ってもおかしくないが――千里も連れもそんな様子はない。

「なんか物凄く腹減るんだよな」

「……まあクフィールさん、だっけ、彼女を背負って延々と歩いたみたいだから、体力消耗したのはわかるけど……」

「――ひょっとして」

　千里は隣の連れを振り返る。

　彼と同じく――いや彼に倍する勢いで食事を平らげていた少女を。

「アジャスタント契約が何か影響してるのか？」

「……がぅ？」

　きょとんとした表情で少女は顔をあげる。

　その仕草に繋がって――大きな胸がゆさりと揺れた。

　標準値よりやや劣る暁美の眼からすれば、腹立たしいくらいに女らしいというか――ここまで来るとほとんど反則と言える程の体たい軀くである。

　単に胸が大きいだけではない。

　豊満と単に一言で表現すれば、少し肥満気味の印象をも伴うものだが……この少女に関して言えば緩んだ部分は何処にもない。出る処は出て引っ込む処は引っ込んで、とことんメリハリが効いているのだ。かといってボディ・ビルダーのような――鎧よろいの如き筋肉で全身を覆うような厳いかつさとも無縁で、女性としての滑らかさやしなやかさが輪郭には残っている。

　おまけにこの少女、暁美が発見した際には全裸だった。

　今は暁美の部屋着用のジャージを着ているが、これがまたサイズが合わず、ぱっつんぱっつんというか……おへそは丸出し、胸も尻も太股も身体の線がそのまま浮き出るような状態で、下へ手たをすると素っ裸よりも余程に扇情的なエロい状態になっている。

　クフィール・アブソリュート……というのがこの少女の名だ。

　周防千里の適合補助者アジヤスタント、つまりは従者にして相棒である。

　そして――

（……周防君の好きな女ひ性と……か）

　暁美は胸の奥でそっと溜め息をつく。

　彼にそう自覚させたのは――結果的に曖あい昧まいなままくすぶっていた彼の気持ちを焚き付けてしまったのは暁美だ。主従のものでも友人のものでも家族のものでもない――純然たる男女の好意。それがいつ千里の中に芽生えたのかはわからないが、萌芽はきっと暁美が千里と出会う以前からあったのだろう。つまりはスタート地点が違う。恋敵どころか最初から勝負にすらなっていなかった訳だ。

　いずれにせよ千里は、クフィールを助ける為に危険を覚悟で彼女の精神世界に潜行した。

　其そ処こで――精神世界の底で何があったのかは暁美にはわからない。

　だが……

「千里様？」

　高い背中を丸めて上目遣いにクフィールが問う。

「あの……私が……何か……？」

　大柄な癖にこういう仕草は何やら子犬のように純朴で……悔しい話だが暁美の眼から見てもやたら可愛らしい。しかもくっきりした目鼻立ちがその印象をさらに強める。色気たっぷりの身体に加えてこの可憐さ。千里が放っておけなくなる気持ちはよくわかる。

「いや。だからな」

　千里は言った。

「俺とお前は繋がってる訳だろ？」

「あ…………はい」

　クフィールは…………何な故ぜか赤面した。

　そして箸を止めて俯うつむきながら、少し居心地悪そうに身じろぎする。

「……そ……そう……ですね……」

　千里の言葉は単にアジャスタントと主人の間に存在する、魔法回路のことを指しているはずなのだが……まるで、何か別の、とても恥ずかしいことを指摘されたかのような反応だった。

「クフィ？　お前何を赤くなって…………………」

　とそこまで言って。

「……って」

　何故か愕然と凍り付く千里。

　そして彼の顔もみるみるうちに紅潮していった。

「い、いや、だから！　そ……そういう意味じゃねえよ！」

「がぅっ!?」

　怒鳴るかのような千里の声に身を震わせるクフィール。

　彼女は少ししょげたような表情で呟つぶやくように言った。

「そ……そうですね、あれは……その……精神世界の中の……ことですから……その……千里様もノーカンと……おっしゃって……わかってます……すみません……」

「そういう意味でもねえっ!!」

　と千里は食卓を叩いて喚わめいた。

「俺とお前は、『魔法的に』繋がってるから、こう、体力とかそういうのも、接続同調回路通じてそっちに流れ込んだりしてるんじゃねえかって話だよ！」

『魔法的に』の部分を強調した口調で言う千里。












「え？　あ……」

　ようやく千里の言葉の意味を正しく把握したらしい。

　きょとんとした表情でクフィールは眼をぱちくりと瞬かせている。

「いくら変身機能を応用して身体の傷は治せても、失った体力とかはどうにもならねえだろうし、こう――その辺の補充を兼ねて、精神力とか魔力とか体力とか、そーゆーのを俺から補充してたんじゃねえのか？」

『その推測は恐らく正しい』

　そう答えたのはクフィールではなく――空中に浮かぶ一列の文字だった。

　勿論これは千里の言葉でも暁美の言葉でもない。

　どうやってかと問われればよくわからないのだが、それは暁美の肩に留まっている一羽のスズメから発せられたものだった。いや……正確にはスズメの形をしている別の何かである訳だが。

　ウェルキン・エーデルワイス――暁美の適合補助者アジヤスタントである。

　もっとも暁美は現在、魔法学園都市アバロンの住人ではなくなっている。故にウェルキンも役職的には適合補助者アジヤスタントではなく一般社会に復帰した元生徒の保護観察者になっている訳だが。

『人体は物理エネルギーを魔力に変換する最高効率の魔法機関と言える』

　とウェルキンは『言』った。

　彼は基本的に人語を発する為の器官を持たない。代わりにこうして空中に文字を投影することで会話する――つまりこれが彼の会話法なのだ。

『魔法を使う能力を持たない周防千里にしても、その部分は同じだ。できるだけ早く、体力を補完する為に、クフィール・アブソリュートは魔力回路を通して周防千里が精製した魔力を自分の中に吸収しているのだ』

　元より外見がスズメな上にこの会話法なので、ウェルキンが何を考えているのか、何を感じているのか、推し量るのが難しい。あるいは人工知能のようなもので――状況に対して自動的に反応しているだけで、特に何も考えてはいないのかもしれないが。

　ともあれ――

「そうなのか？」

　改めて尋たずねる千里。

「……多分」

　と少し首を竦すくめながらクフィールは答えた。

「……私自身も普通に食べ物を食べて……変換はできますけど……今はちょっと追いつかない感じで……すみません……」

　魔法といえども虚無から物質を生み出すことはできない。

　少なくとも、流された血液や削がれた肉片を魔法で再構築するにも、魔力が消費される。素材は錬金術的手法で空気や水といった他の物質からも流用できるが――再構築という行為そのものに要する力は補充する必要があった。

「いや……いいけどな」

　千里は頰を掻きながら言う。

「それでお前の負担が軽くなるんなら、ドカ食いくらい、いくらでもするけど」

「千里様……」

　感極まった感じで千里を見つめるクフィール。

　少し恥ずかしそうに視線を逸らす千里。

「…………」

　でもって溜め息をつく暁美。

　余人立ち入り禁止の空間がそこに形成されているような感じで――ぶっちゃけ、自分をそっちのけで、千里とクフィールがいちゃいちゃする様を見せつけられているようで、暁美としてはちょっと面白くない。

『ちなみに』

　文字列が音もなく空間に伸びていく。

『魔力送付のロスを最も減らす為には密着状態でいるのが一番良い』

「密着状態？」

　怪け訝げんそうに尋ねる千里。

『肌を密着させた状態だ』

　とウェルキンは告げてきた。

「はあ!?」

　何を言い出すのか、といった様子で千里が声を上げる。

　だがウェルキンは平然と――多分――続けて来た。

『接続同調回路は空間的に離れていても機能するが、やはり、魔力を伝送するとなると空間的な隔たりが小さければ小さい程に効率は上昇する。できれば神経系が集中している部分で、密着させると魔力伝送の効率が良い。頭部。特に感覚器――眼、耳、鼻、あるいは舌。舌ならば絡み合わせることで接触面積を増やすことができるので理想的だ』

「ちょっ――」

『だが感覚器は頭部に集中しているし、特に舌は食事を続けるのに使う為に、現状では現実的でない。となれば他にも神経系が集中しているという意味では性』

「よぉしＯＫとりあえず黙れウェルキンッ！」

　と――千里は手を伸ばすと、暁美の肩のスズメを握り潰さんばかりの勢いで摑つかんだ。

　引ひき攣つり気味での笑顔には、漫画表現の如く血管が浮いていた。

『より良い方法の提案なのだが』

「ンな状態で飯が食えるかッ！」

　顔を真っ赤にして喚く千里。

『別に同時進行でやる必要はない。消化から熱量へ、更に魔力へと変換するには若干の時間が掛かる為、消化促進の為の、食後の運動を兼ねて』

「しねえよ！　つかアバロン関係者はどいつもこいつもシモネタに偏かたより過ぎなんだよ！」

『タントラ・ヨーガや、立川流でも実践されてきた、非常に由緒正しい、魔力精錬の方法なのだが。気に入らないというのなら仕方あるまい』

　握られながらも全く平気な様子でそう告げるウェルキン。

『性は人間に限らず生命の一側面だ。殊更にこれを隠いん蔽ぺいしようとする感覚の方が生物としては異常と言えるが』

「それはそうだろうけど！」

『それはそれとして周防千里、汝なんじの慣れ親しんだ倫理道徳が障害となるのならばこちらも無理には勧めない。本人に精神的抵抗があればそれはそれで効率が落ちる』

「……ったく」

　溜め息をついて千里はウェルキンを放す。

　ぱたたた――と羽ばたいて戻ってきた彼を肩の上に戻しながら、改めて暁美は問うた。

「周防君。これからどうするの？」

「…………」

　表情を厳しくして黙り込む千里。

　隣のクフィールも困惑の表情を浮かべて彼に倣う。

「何か周防君の身の周り、大変なことになってるみたいだけど……私達も何か手伝えることはない？　記憶を封じられていた時はともかく、今は暫定的にだけどウェルキンとの接続同調も使えるみたいだし……」

　実のところ……今もって暁美は、千里達がどういう状況に置かれているのかを知らない。

　何やらアバロンの方とも連絡が取れないという状況になっているようだが、それが千里達の状況と関係があるのかどうかもわからない。だがもし事がアバロン絡みであるのならば、暁美も無関係という訳にはいかないだろう。

　しかし――

「いや、それは……」

　しばしの沈黙の後、躊ちゆう躇ちよの表情を見せて千里は言った。

「飯食わせてもらっただけでも充分だよ」

「周防君……」

「いや、気持ちは嬉しいんだけどな。マジで」

　少し慌てたように千里は言う。

「けど……多分、最終的にはこれは、俺達兄妹の問題なんだろうし」

「兄妹？」

　予想外の言葉に眼を瞬かせる暁美。

　千里に妹がいるのも初耳だ――というか実を言えば、暁美は周防千里という少年のことをろくに知らない訳だが。

「まあ、ちょっとシリアスな兄妹喧げん嘩かくらいに思っておいてくれ」

「…………」

　暁美の側からは今一つ話が見えない。

　だがそれ以上千里はこの話題には触れようとせず――再び箸を手にして黙々とドカ食いを再開した。恐らく暁美を巻き込まないようにと気遣ってくれているのだろう。それは嬉しいと思う反面――頼ってもらえないのは、ちょっと寂しい気もする暁美だった。

　勿論、クフィール相手に今更、自分が勝てないのはわかっている。

　だが実らない恋だからといって――相手のことがすぐにどうでもよくなる訳もない。

「ちょっとテレビでも、見よっか」

　部屋に満ちる空気を少しでも変えたくて――暁美は手元にあったリモコンを操作した。

　壁際の液晶テレビに光が点る。

　ちょうどニュースの時間だったらしく、何やらスタジオで事件について読み上げるニュース・キャスターの姿が映っていた。

　画面の端には『国際問題』『誘拐事件』といった文字が並んでいる。

　そして――

『――警視庁は、都内全域に非常線を張り、誘拐犯の捜索に全力を挙げるとのことです』

「…………？」

　ぼんやりと画面を見つめながら――しかしふと暁美は違和感を覚えた。

　誘拐事件なのは間違いないようだが……何だか報道の仕方が妙に物々しいのだ。

　そもそも誘拐事件の場合、被害者の安否を慮おもんぱかって、一応の解決をみるまで事件そのものを公表しないことも多いはずなのだが。どうもこの事件は現在進行形であるらしい。

　しかも――

『外務省によると、誘拐されたセンリ王子は東南アジアの王制国家スオウの第二王位継承者とのことで、お忍びで日本を訪れておられたとのことです』

「…………え？」

　と暁美は間の抜けた声を漏らす。

　今――何か、妙な組み合わせの言葉が聞こえてこなかっただろうか？

　本来そこに嗔はまるはずのない言葉が嗔っちゃってるかのような奇妙さ。

　センリ。王子。スオウ。王制国家。

　それとも単なる聞き違いや偶然なのだろうか――

『なお、警視庁では、一刻も早く事件を解決するため、都民に広く情報を求めています。御覧の写真の人物を見かけられた方は、警視庁に御一報ください。専用窓口の番号は以下の通り――』

　そんな言葉と共に、画面には二枚の写真が大映しになった。

　それを見た暁美は――

「――!?」

　次の瞬間、思わず眼を丸くして千里達を振り返った。

『こちらがセンリ王子の写真です。また、こちらが、センリ王子を誘拐したとされる、女性の写真で、国際テロ組織〈アルカイナ〉との関係が――』

　画面の中に映し出されている二枚の写真。

　それはどう見ても――千里と、そしてクフィールのものだった。

　他人の空似などという次元の問題ではない。顔つきも髪型も全く一緒で……恐らくはここ数日の間に撮られた写真なのだろう。何処からか盗撮したかのような感じで、周囲の風景には焦点が合わず曖昧になっているが――肝心の二人の容姿についてはくっきりと描き出されていた。

「ちょっ……!?」

　さすがの千里も驚いたようで腰を浮かしている。

　まさか単なる思いつきで暁美が点けたテレビの画面に――自分とクフィールの顔を見ることになるとは思ってもみなかったのだろう。

　ニュースキャスターはさらに色々と小難しい周辺事情を語っているようだったが……

「千里様……」

　ややあって――クフィールは千里を振り返った。

「ああ」

　沈ちん鬱うつな表情で頷うなずく千里。

　これも彼の言う『ちょっとシリアスな兄妹喧嘩』の影響なのだろうか。それともアバロン学園都市と連絡がとれないことの方の影響なのだろうか。その二つが無関係なのか――それとも何らかの繋がりがあるのかも暁美にはわからない。

　ただ――

「千里様は…………」

　彼を気遣うように見つめながらクフィールは……問うた。

「王子様だったんですか？」

「…………」

　かくん――と約三十度ばかり傾く千里。

　次の瞬間、バネ仕掛けのように跳ね戻って彼は喚いた。

「――ってアホかお前は!?」

「がぅっ!?」

「何でもかんでも言われたこと鵜呑みにしてんじゃねえ！」

「え……あ……す、すみません」

「大体それだったらお前、誘拐犯なのかよ!?」

「え……あの……」

「つかお前、俺の家に来てるだろうが！　あの親父がどっかの国王に見えたのかよ？」

「……そ、そうでした」

　クフィールはしゅんと項うな垂だれる。

　そんな彼女を見て長々と溜め息をつき――そして千里は言った。

「大体、俺が王子様に見えるってのか、お前は？」

「……はい」

「だろ？　だから――」

　と言いかけて。

「……は？」

　眼を丸くして固まる千里。

　でもってクフィールはというと、その長身を丸めるようにしてもじもじしながら、呟くように続きを口にした。

「……その……千里様は……その……王子様です……私……の……」

「…………」

「…………」

　予想外の返答に絶句する千里。

　ついでに言うと暁美も絶句していたが――まあそれはさておき。

「……も……勿論私は……お姫様って柄じゃないですけど……ないですけど……」

　クフィールはとつとつと自分の中から言葉の欠片かけらを拾い上げるかのように、つっかえつっかえしつつ喋っていく。

「でも……ずっと待ってて……嬉しくて……多分それは……私……千里様が……私の処に来て……私の中に入ってきて……私を……起こしてくださった……からで……」

　まあ確かに『森の』ではないにしても、クフィールは『眠れる美女スリーピング・ビユーテイ』ではあったし、それを起こしたのは千里の行動だ。クフィールが眠れる美姫だとすれば、確かに千里は王子様と言えなくもない。

　しかし――

「ばっ……お、お前、お前なっ!?」

　しばし呼吸困難のようにぱくぱくと口を開け閉めしていた千里は――やがて焦あせりまくった様子で叫んだ。

「な、何を、その……しょ……小学生女子みたいなこと言ってんじゃねえよ！」

　まったくである。

　古臭いというか、直接的過ぎるというか……暁美を含め今時の少女達だったら恥ずかしくてとても口にできないような、口にした途端に背中を掻きむしってしまいそうなくらいに、夢見る乙女炸裂の台詞せりふである。

　はっきり言って時代が二十年くらいずれている。

　しかし――

「は、はい、すみません……」

　身を竦めて謝るクフィール。

　その姿はむしろ暁美の眼から見てもひどくいじらしく――

「…………はー……」

　もう何だか色々馬鹿らしくなって暁美は溜め息をついた。

　何でこんな他人のノロケを延々と見せつけられねばならないのか。

「ああもう、ごちそうさま。お腹いっぱい」

「……え？」

「何でもないよ」

　特に飯食ってないはずなのに何でお前が？　――とでも言いたそうな、きょとんとした表情でこちらを振り返ってくる千里に、そう答えてから暁美はテレビの画面を指差した。

「それより周防君。これどういうことなの？　てっきり魔法使い関係のトラブルかと思っていたけど……」

　基本的に魔法学園都市アバロンとこれを運営するマジシャンズ・アカデミイは世間一般から隠れ住む魔法使いの集団だ。

　彼等は自らの存在を公にすることを嫌う。

　その為の異空間だし――その為の機密保持強制呪術パーマンズ・ヴォウだ。彼等の機密保持に対する姿勢は徹底していて、一般人はそんな特異技能集団がこの世に存在することなどまるで知らない。

　ではどうしてこんな状態になる？

　元々一般人だった千里はともかくとして、人造精霊であるクフィールの姿がテレビで放映されてしまうのは、明らかに魔法使い達にとって望ましくない事態だ。彼女の正体は勿論まだ一般には知られていない訳だが、元より国籍も戸籍もない存在、『存在しないはずの存在』が大々的に公共電波に乗るだけでも、機密保持が崩壊する端緒になる可能性は充分にある。

　ということは――

「この事件、アバロン学園都市に絡んだ話ではないの？」

「それは……なんつうか」

　困惑の表情を浮かべて言い淀む千里。

　その時――

「……？」

　一同が揃そろって玄関を振り返った。

　不意に、呼び鈴が鳴ったからである。

　暁美の住むこのアパートは、元々古い上に、そう広い部屋ではないので、インターフォンなどという便利な代物は備わっていない。ちょっと大きめの声を出せば扉越しに充分外の人間と会話できるのだ。

　故に……

「星塚暁美さん？」

　どんどんどんどん、とこちらの応答を待ちきれぬかのように、扉を叩く音がする。

　そして何やら投げ付けるかのような――居丈高な声も。

「町内会の者です！　此こ処こを開けてください！」

「…………!?」

　顔を見合わせる暁美と千里。

「テレビ見ていませんか？　貴女あなたがスオウ王国の王子と、その誘拐犯と一緒にいたところを見たって人がいるんです！　とりあえず此処を開けてください！　星塚さん？　いるのはわかってるんですよ！」

　まるで居留守を使う債務者を追い詰める、借金取りのような口調である。

　警官ならばともかく、町内会の人間、つまりは単なる御近所さんがここまで強引な訪問の仕方をするのは尋じん常じようでない。いや。警官ですら確固たる証拠がなければここまで高圧的な対応はしないだろう。

　何か理由がある――と暁美が考えたその時。

『なお、警視庁とは別に、スオウ王国王室から、有力な情報を提供してくださった方には日本円にして一千万、センリ王子の保護に成功した方には一億円余りの報奨金を出す用意があると――』

　テレビの画面の向こうで――キャスターが、無表情に、淡々とそんなことを喋っていた。
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「どういうことだッ!?」

　在京民放キー局の一つ……ヤマトテレビの報道局局長は廊下を歩きながら怒鳴った。

　あり得ないことが起きた。いや。あってはならないことが起きている。

　まだ終わってはいない。現在進行形なのだ。

「わかりません」

　半歩後ろをついて歩く部下が困惑の表情でそう答える。

「機材は一通り調べましたがどれも問題はなく……」

「ではどうしてこんなものが映る!?」

　局長は携帯電話のワンセグ放送画面を部下に示した。

　そこでは――ヤマトテレビのチャンネルで、局長が今まで見たこともない顔のキャスターが、見たこともないスタジオのセットで、聞いたこともない事件のことについて報道している。

　勿論これはヤマトテレビの番組ではない。

　ヤマトテレビは確かにこの時間にはニュース番組を生放送しているが、それとは中身が全く違う。ヤマトテレビが本来流すはずの番組は全く電波に乗らず――代わりに何処の誰が作ったともわからない海賊放送が、まるでヤマトテレビの番組であるかのように流されているのだ。ワンセグも。地上波デジタルも。

　失態だ。大失態だ。

　それこそ関係者全員の首が飛んでもおかしくないくらいに。

　こんなことは全くの想定外――ヤマトテレビ始まって以来の出来事である。

　いや……

「うちだけじゃないんです」

　部下はそう訴えてきた。

「在京の民放全社、いえ、ＮＨＫまで、ワンセグ、地上波デジタル、共に海賊放送に乗っ取られています。確認しました」

「……馬鹿な」

　局長は呻うめくようにそう呟いた。

　あり得ないはずのことが起きている――現実に。

　在京放送局全てのチャンネルに対する電波ジャック。

　これはもう大規模な情報テロと言っても過言ではない。

　今のところ、繰り返し放送されているのは、全く根も葉もない捏ねつ造ぞうの臨時ニュースのみで、社会的な影響はあまり出ていないようだが……事態が長引けば何らかの問題が生じるだろうことは明らかだった。大規模な事故や事件を報道するだけでパニックを引き起こすことだって可能なのだから。

　しかし……一体誰が？　何の為に？

　海賊番組の報道する臨時ニュースは『スオウ王国のセンリ王子がお忍びで日本に遊びに来ていたが、テロリストに誘拐された。有力な情報を提供した者、もしくは王子を保護した者には莫大な賞金が出る』という内容であるらしい。局によって細かい差はあるものの報道内容は概おおむね同じだ。

　ふざけた話だった。

　そんな王国の名など局長は聞いたことがない。だが恐らく多くの人々は『テレビで堂々と放送していることだから』と改めて確認もすまい。勿論――インターネットを使って調べればそんな国は存在しないことはすぐにわかるが、そこまでの手間をかける人間が果たしてどれだけいるか。

　かつてある識者が『テレビは洗脳装置である』と評したことがある。実際……テレビやラジオはインターネットと異なり、情報を受ける側に積極性を必要としない。自分から情報を得るという作業が必要ないのだ。

　ただパソコンの電源を入れてニュースサイトのＵＲＬをクリックなり、検索サイトで用語を打ち込むというそれだけの手間だが……これのあるなしは大きい。

　対してテレビは点けっぱなしにしておけば勝手に情報を垂れ流す。垂れ流し続ける。結果として、延々と同じ内容を複数の局で繰り返し放送すれば、それは既成事実として視聴者の意識の中に定着してしまう。

　まさに洗脳だ。

　勿論……インターネットでは、この海賊放送を『おかしい』と糾きゆう弾だんする動きは早々に出ている。だが元より玉ぎよく石せき混こん淆こう、真偽の入り混じるメディアであるインターネットでは、逆に真実すらもが噓の中に沈んで消えることさえあり得る。詐欺サイトやら捏造サイトやらがいつまでも撲滅されず、突拍子もない都市伝説の類が堂々と『事実』としてネット内を流通してしまうのは、この混こん沌とんさ故のことである。

　実際、局長が聞いたところによると……この海賊放送を信じ、恐らくは、いもしないであろう王子を探し回る者達が、東京の各所で出てきているらしい。そしてその動きは加速度的に広がっていくことだろう。

　まずい状況だ。

　そしてこの海賊放送を正面切って否定する方法が……今の放送局各社にはない。

　局の公式サイトには海賊放送について注意を促すように記事を載せているが、テレビの情報拡散速度には敵かなうまい。海賊放送そのものを遮断すれば良いのだが、一体何処で本来の番組と海賊放送が入れ替えられているのか――皆目見当がつかない。

　複数のチャンネルを丸ごと乗っ取るとなると、それなりの人員と設備が必要になってくるはずなのだが……各所に派遣した取材班からも、それらしい設備や人員を発見したという報告はまだない。

「とにかく、早急に原因を突き止めろ！」

　局長は怒鳴りながら廊下の突き当たりの部屋へ――現在もスタッフが待機中の生放送用スタジオへと足を踏み入れた。放送電波の乗っ取りが明らかになってからは、番組を中断しているが、関係者は全員揃っているので、チャンネルを取り返し次第、今回の情報テロについて生放送ができるように準備しているのだ。

「カメラは――」

　だがそこで局長は言葉に詰まった。

　カメラマン。ディレクター。アシスタントディレクター。アナウンサー。音声。その他諸々の番組スタッフ。

　全員が止まっていた。

　凍り付いたかのように身じろぎもしない。

　いや。違う。

　よく見ればわかる――彼等は拘束されているのだった。全員が苦しげに表情を歪ゆがめほんの僅かだが身を震わせている。

「――糸？」

　点けっぱなしになっている照明のお陰で、彼等を縛り付けているものが見えた。

　微かすかに煌きらめく赤い糸。それはスタジオ全体に、縦横無尽に張り巡らされ、まるで哀れな獲物に絡み付く蜘く蛛もの巣のように、関係者の身体に巻き付いてその動きを封じているのだ。

「なんだ……!?」

　局長は部下共々その場に立ち尽くす。

　こんな意味不明の趣向をスタッフに命じた覚えはない。

　つまり……これは。

「――おじさん」

　次の瞬間――ひょいと気軽な仕草で一人の少女が局長の視界に入り込んできた。

　ただし上下逆さまに……だ。

　まるで糸を伝って降りてきた蜘蛛の如く。

　まるで綿菓子のようにふわふわとした髪の、可愛らしい顔立ちの少女だ。

　だが……だからこそこの状況で、しかも逆さ吊りの状態で現れれば、その姿には濃密な狂気が漂う。場にそぐわぬ柔らかな微笑を浮かべていれば尚更に。

「おじさんも大人しくしててくれる？」

「なっ――」

「私の御主人様の邪魔はしないで欲しいの」

　そんな言葉と共にべろりと少女は舌を出す。

　そこに載っているのは――小さな小さな、金属製の蜘蛛。

　その蜘蛛から紅い糸が爆発的に噴き出して、局長達を雁がん字じ搦がらめに縛り上げたのは、次の瞬間であった。
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　虚こ空くうが唐突に鳴き声を上げた。

　静寂の中に穿たれる風穴。

　突如として生じた空気の密度偏差が――文字通り局所的な風となって音を発したのだ。

　だが奇現象は、それだけに留まらなかった。

　虚空に光が弾けたかと思うと、次の瞬間それは緩やかに回転しながら四方八方に伸張し、曲折し、複雑な紋様を描いていく。最終的に光は円形の『陣』を空中に刻み明滅した。

　そして――

「みゃーっ!!」

　ずぼりと――反対側には何もないにもかかわらず、『陣』の一方から、まるで水面に浮上するようにして人影が飛び出してきた。

　人影は勢い余ってどすんと地面に激突、ごろごろと数回転してから停止。

　でもって――ぺっぺと口に入った砂を吐き出しながら、まるでこたえた様子もなく元気に叫んだ。

「でっかい砂場なのである！」

　そう。そこは見渡す限りに砂しかない場所だった。

　右を向いても砂の荒野。左を向いても砂の荒野。

　前も後ろもやはり同じ。ただ緩やかに波のような凹おう凸とつを幾重にも幾重にも造り上げて続いていく砂が、どこまでもどこまでも拡がっている。その様子は……まるで時間が止まって波の凍り付いた海原のようにも見えた。

　こうなると頭上に広がる空すらもが、巨大な『蓋ふた』のようにも見えてくる。広すぎて距離感が狂う為、目で見たものを具体的な数字に置き換えられない。方角を見ようにも太陽はほぼ真上、指標となるものが何もない。結果的に自分の立ち位置すらわからず、奇妙な閉へい塞そく感かんが出来上がってしまう風景だった。

「……此処が」

　続けて、安定した光の魔法陣からぞろぞろと後続の人影が出てくる。

　それも人数は十人以上――結構な大所帯だ。

「ガストン教授の『遺言』が示した場所……ですか？」

　呟くのは頭をひっつめ髪にした小柄な女性だった。

　一応スーツを着て眼鏡を掛けているものの、キャリアウーマン的な要素はそれだけ――というか童顔で小柄なせいか『ＯＬのコスプレをしている小学生』にしか見えない。少なくとも『女教師』と言われて、多くの者が連想する人物像とはかなりずれていた。

　大おお場ば由ゆ々ゆ子こ。

　アバロン学園都市に勤務する魔法教師である。

　魔力はやたらにでかいが、魔法使いとしては精神的にも技術的にも半人前である為、むしろ普通科生徒と魔法使い達との間を取り持てるかも――と期待されて配属されているドジっ子先生なのだった。

「……鳥とつ取とり砂さ丘きゆう？」

「さすがに鳥取砂丘は此処まで広くないと思いますけど。というか先程まで夕方だったのに此処は物凄く明るいでしょう」

　そう言いながら辺りを見回すのは眼鏡の少年だ。

　見るからに育ちが良さそうで、レンズの奥の双そう眸ぼうは常に笑っているかの如く細められているが……ただ愛想が良いだけのお坊ちゃんでないということは、この場にいる誰もが身に染みて知っていた。

　逆さか崎ざき聡さとる――由々子の生徒である。

　彼は魔法使いでなく普通科生徒なので、傍らには彼専用の適合補助者アジヤスタントが寄り添っている。金きん髪ぱつ碧へき眼がんのお人形さんのように愛らしい、蒼あおいドレスの少女はフランカ。銃の精霊が人の形を採っている存在だ。

「つまり此処は、日本と時差があるくらいの遠方ってことですよ」

「正解」

　そう応じるのは一番最後に魔法陣から出てきた人物だった。

　中肉中背で平凡な――醜くもなければ美しくもない実に平凡な容姿の人物。人の善さはその柔和な顔立ちに表れているが、特徴と言えばそれだけで、街中ですれ違ってもほとんど印象に残らないような姿だ。

　彼が魔法使いだと言われても、すぐに信じられる人間はまずいまい。

　羽は瀬せ川がわ拓たく人と……由々子と同じく魔法教師である。

「中央アジア、中国の新しん疆きようウイグル自治区――」

　拓人は手にした魔法機杖で立体映像の地図を浮かび上がらせながら言った。

「タクラマカン砂漠ですね。僕も驚きましたけど」

「タクラマカン砂漠……」

　呆然とその名を口にして由々子は改めてその砂漠を見回した。

「みゅ？　タクラムカンであるか？」

　ずぼ、と砂の中から出てきて拓人の使い魔――魔神タナロットが言う。

「カンが何をタクラムのであるか？」

「いやそうじゃなくて、タクラマカン」

　と苦笑しながら、タナロットに教える拓人。

「みゅ？　タマランのであるか？　何がタマランのであるか？」

「『タクラマカン』っていうのは、ウイグル語で『死』、それから『果てしない』という言葉を組み合わせて付けられた名だよ。だからまあ『生きては還れぬ死の砂漠』ってくらいの意味だろうね」

　規模としては世界で二番目に巨大な砂漠である。

　二十世紀の終わりになってから中国の開発の手が入り始めたが、それでもこの砂の荒野が、人間の生存には過酷すぎる環境であることに変わりはない。

　まして――

「タクラマカン砂漠と言えば」

　拓人の隣をふわふわと漂いながらタオルにくるまれた乳児が言った。

　羽瀬川明あき人と――拓人の弟であり、諸々の諸事情から、二足歩行よりも前に魔法を使いこなすという魔法の申し子である。ぶっちゃけ魔法技能という意味ではこの乳児は由々子よりも遙かにレベルが高い。

　それはさておき――

「中国政府の核実験でも有名だね」

「ちょっ……!?」

　顔色を変えるのは同行してきた生徒の一人、斯し波ば桜さくら子こである。

　長ちよう身しん痩そう軀くで、くっきりした目鼻立ち、黒の長髪にきつめの双眸、さらに使う言葉は大阪弁――これでロングスカートに改造した制服でも着せた日には絶滅危惧種とも言えるような『スケバン』の出来上がりだ。

　ただしこの桜子、見た目に反し、この場の面メン子ツの中では一番の常識人である。

「ほ、放射能とか、大丈夫なん!?」

「ただちに健康に影響はない」

　平然と――まるで呪文を唱えるような口調でそう断言する明人。

「いや、ただちにて。それ十年とか二十年とかの規模で見たら――」

「即死するような高レベルの放射線障害ならともかく、低レベルの放射線障害は確率論だからね。癌がんの発生率が数パーセント上がるとかそんな感じで。つまり直接的な因果関係は証明できない」

「…………」

　何とも言えない表情で言葉に詰まる桜子。

　そんな彼女を眺めながら――

「明人。無意味に他人を怖がらせるのもどうかと思うよ。大丈夫、斯波さん、一応遮蔽用の結界は展開してるよ」

　と拓人は苦笑して言った。

「それこそ、座標が特殊な数式記述になってたから、跳躍してみるまでは、海の底とも、原子炉の中とも判別できなかったからね」

　それこそ『何かを隠す』という意味では人の来ない場所というのは最善と言って良い。しかも分厚い物質で――水の層であれ鋼鉄であれ――周囲から遮蔽されていれば大概の探知には引っかからないから尚良い訳で。確かに魔法使いなら拓人が言うような場所にでもモノを隠しかねない。

「心臓に悪いわ……そんならそうと先に言うといてください」

　溜め息を吐つく桜子。

「木を隠すには森の中、とは言うけれど」

　明人が言った。

「逆転の発想だね。何を隠すにしてもまず此処ならば見つけようとする人間がいない」

「広いのである！　広いのである！　全部砂場なのである！」

　何が嬉しいのか、タナロットはどばばばば、と砂を舞い上げながら、モグラ顔負けといった感じで縦横無尽に辺りを駆け回って――掘り回っている。

　人間ならばまずこの広さに圧倒され、次いで恐怖を覚えたりするのだろうが、そもそも死の危険など存在しない神や魔にとっては、ただ大きいだけの砂場でしかないのかもしれない。

「でも羽瀬川先生」

　桜子の隣で彼女の同級生――遠とお野の薫かおるが首を傾げて言った。

　テディ・ベアをそのまま人間にしたかのような、愛くるしい感じの少年である。小柄で美形、笑顔がやたらよく似合う。彼を一言で表す言葉を求められれば、多くの人間は『天使』と答えるだろう。ただし彼の性格をよく知っている者はその単語の前に『堕』の一文字を付けたりするが。

「ここに『何か』があるのは間違いない――んですよね？」

　首を傾げて言うその仕草がまた小鳥のように無垢な感じである。

「さっきからツバメちゃんに広域走査スキヤンして貰ってるんですけど、砂以外には特に何もないですよ？」

「ツバメちゃんではありません」

　と顔をしかめて言うのは彼のアジャスタント――フルクラムである。

　灰色の軍服を着た眼鏡っ娘だ。薫の下に配されたのが不服だと常日頃から公言してはばからない彼女は、いつも不機嫌そうだが、不思議と薫に対して反抗したことはない。

「それはさておき薫の言う通り此処には砂以外、特に何も発見できません」

　人造精霊のフルクラムは、危険回避に特化した能力を持っている。言ってみれば早期警戒機というか――高い感覚器で周囲の状況をいち早く把握、危険の接近を察知、飛行能力で高速離脱、が彼女の持ち味だ。

　つまりこの場にいる者達の中では、最も探査能力に優れている。

　その彼女が見つけられない以上、此処には何もない――と考えるべきなのだが。

「そうだね。僕の方でもそれは確認できている。けれど――ガストン教授も意味もなくこんな場所の座標と時間を指定したりはしないと思うよ」

　とはいえ魔法使いのやることだ。油断はできない。

　やたら思わせぶりだが、実は何の意味もなかった――という場合も別に珍しくはなかったりする。常識の外側を歩くのが魔法使いだが、彼等には常識を踏まえた上で『越えて』いる者と、そもそもそんなもの欠片も持ち合わせていない者とがいるからである。

「まあいくら砂漠の真ん中って言っても、いきなり何か施設があったりすると、誰かに見つかっちゃうだろうしね……」

　人工衛星から撮った写真――グーグル・アースで、どこぞの森の中に放棄された軍用兵器まで見つけられちゃう昨今である。一説には偵察衛星のカメラは地面に広げた新聞の文字まで判別できるとされており、ガストン教授が何を此処に隠したにせよ、ただそのまま置いているはずもない。

「ガストン教授が本当に〈女神〉対策として用意したものなら、普通の考え方では見つけられないようになってるよね」

　と拓人は腕を組んで呟く。

　虚空年代記アカシツク・レコードに干渉し、この世の因いん果が律りつを操作、森しん羅ら万ばん象しようを自由自在に書き換え得るという〈女神〉の力が本当ならば、どんな防壁を用いても『見つけられればもう終わり』と言える。

　現在は〈女神〉の力は本人を中心に著しく限定されているようだが――それならそれで位置を特定してしまえば、本人が出張ってくれば済む。

　となると……

「例えば――時間的に、隠す、とか」

「……時間、ですか？」

　意味がわからず由々子が首を傾げる。

「座標データと一緒に、カウントダウンらしい数字が出ていたでしょう」

　と拓人が言う。

　彼が空間投影している地図の端には、実際、刻々と変化する数字が出ている。そしてそれは物凄い勢いで『零ゼロ』に近付いていた。

「みゃっ!?」

　まるで犬か兎の如く、大はしゃぎで砂を掘り返していたタナロットがふと動きを止める。

　次の瞬間、彼女はいきなり高々と跳躍――わずか一跳びで十メートル以上を移動し、拓人の真横に降り立った。

「タクト！　何か――何か『ある』のである！」

「……やっぱり」

　と頷うなずく拓人。

　同時に――それは始まった。

「――！」

　生徒達が一様に息を呑のんだ。

　砂が――動く。

　大量に。一斉に。

　ぞわぞわと、砂が――まるで見えない巨大な掃除機にでも吸われるように、一カ所に集まっていくのだ。勿論風も吹いていないし、パワーショベルだのブルドーザーだのの姿もない。その光景は、まるで砂の一粒一粒が意志を持ち、自主的に寄り集まろうとしているかのようにも見えた。

　製作者なき砂細工。

　集まった砂はやがて、熱で炙あぶられた砂糖のように溶け合い、互いに絡み合って、何かの形を造り上げていく。音もなく。光もなく。熱すらも特に発せず。粛しゆく々しゆくと砂が何かを生み出そうとしていた。

　明らかにそれは魔法だ。偶然で生じる事象の範はん疇ちゆうを著しく逸脱している。

　そして――

「これは……」

「どこで●ドア？」

　聡と桜子が出来上がった構造物を見てそう評した。

　そう。それは縦横三メートルばかりの黒い扉だった。

　両開きのそれは、何の脈絡もなく砂漠の真ん中に屹立している。周囲には繋がるべき壁もなければ天井もない。裏側に回っても恐らく見るべきものは何もないだろう。

　確かにそんな代物が何の脈絡もなく存在している光景は――某未来の世界の猫型ロボットの、定番アイテムぽい雰囲気があった。

「まあある意味ではそうだろうね」

　と苦笑しながら頷く拓人。

「『扉』とは」

　明人が呟くように言った。

「繋がるものであると同時に仕切るものだよ。こちらとあちらを――ね」

「考え方は結界と同じだね」

　と頷きながら拓人は言った。

「これは多分――亜空間に繋がってる」

「亜空間……ですか？　アバロン学園都市のような？」

　と尋ねる聡。

「アバロン学園都市はちょっと違うんだけどね。まあいわゆる『現世』から隔離されている空間だよ。そこに繋ぐ為の門を、今、作ったんだろう。時限式の魔法で」

　魔法の中には時限系――つまり魔法使いがその場にいなくとも、あるいは死んでいてさえ、起動するものがある。術式を何かの媒体に焼き付けておいて、最小限の魔力で時間経過だけを計り……時が来れば一気に魔力を流し込んで起動させるというものだ。

　つまりは一種の『呪い』である。

　この場合は『砂から特定の亜空間に通じる為の空間転移門シフト・ポータルを作り出す為の術式』を空間そのものに焼き付けていたのだろう。主となる術式は、起動するまではあくまで物質的実体のない情報であるし、時間計測の術式も外部に魔力を放出して影響を与えるものではないから、実際に主術式が起動するまでは――魔力が流し込まれるまでは、フルクラムの眼や耳でも感知できなかったのである。

「みゃ？　開くのである」

　拓人の傍で身構えているタナロットが言った。

「……！」

　一同がその黒い扉を注視する。

　タナロットの言葉通り――ゆるりとその出来たての空間転移用『門』は二枚の扉をゆっくりと左右に開き始めていた。

　そして……
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　蒼白い疾風が街路を駆け抜ける。

　通行人の多くは、それが何かを認識する前に見失ってしまう。それ程に素早く――しかも右に左にと複雑な軌道を描いて人々の視線を振り切りながら蒼白い何かは走っていた。

　あるいは視認しても、人々の常識がそれを受け入れるのを躊躇していたということもあるのかもしれない。まさか街中で三メートルにも達する大きな、しかも蒼と白という異様な毛並みの獣なんぞを眼にするとは、思ってもみなかっただろうから。

「がうっ!!」

　短い咆ほう哮こうを発しながら蒼と白の獣は建物と建物の谷間を走っていく。

　正確には――獣とそしてその背にしがみつく二人と一羽だが。

　魔獣化したクフィールと、そして、千里、暁美、ウェルキンである。

　さらに――

「いたぞ！」

「王子だ！」

「獣が!?」

　彼等の背後で切れ切れに飛び交う叫び。

　それらは決して遠ざからず、しかも数を増やしながら、追いすがってくる。

　どれだけ振り切っても、次から次へと『一億円』の魅力――というか魔力にとりつかれた人々が、現れては追いかけて来るのだ。真実などなにも知らぬ狩人達には、千里の姿が金きん塊かいか何かにでも見えているのかもしれない。

「……くっそ」

　クフィールの背中にしがみつきながら千里は唸うなるように言った。

「まさかこういう手で来るとはな……」

　テレビで延々と流された『誘拐事件』の報道。

　その中で語られた『報奨金』の情報が、数多くの人々を狩人に仕立て上げた。

　果たして、どれだけの人数があの偽の報道を信じたのかはわからないが……決して少なくない人々が千里を『保護』しようとして押し寄せてきている。

　何しろ『センリ王子を保護した者には報奨金一億円』だ。人生を一変させるだけの金が一晩にして手に入るとなれば、仕事も家族も見栄も体裁も常識も……何もかも投げ打って走る人間がいてもおかしくはない訳で。

　千里達は――まず暁美のアパートから追い出されるハメになった。

　彼女の部屋に殺到した近隣住民の十数人が、問答無用で千里を『保護』しようとしたのである。実際にはまるで千里自身が犯罪者であるかのように、とにかく捕まえて逃がさないといった勢いで――殺気立った彼等の手から逃げる為には、多少強引な手段を使うしかなかった。

　具体的には、クフィールをいきなり魔獣化させて、近隣住民が怯ひるんだところを強引に突破したのだ。

　クフィール本人としては甚はなはだ心外のようだが……魔獣化したクフィールはそれなりに威圧感がある。何しろ体長三メートル弱、狼おおかみとも獅し子しともつかぬ、しかし明らかに大型肉食獣の形をしているのだ。人間にしてみれば一番『いかにも獲って喰われそうな、やな大きさと姿』である。ゴジ●だの何だのよりもよりはっきりと実感し易い脅威に、多くの人々は思わずビビって道を空けた。

　……最初の内は。

　だが結局それは、追いかける人々の逸脱っぷりを加速させただけだった。

　当初はクフィールの姿に怯む者も多かったが、逆に言えばそれだけ彼女の姿は目撃情報としてあちこちに広がっていった。そして追う側に準備をさせる余裕を与えることになってしまったのだ。

　クフィールが逃げ回るばかりで、一切攻撃を仕掛けなかったこともあるだろう。

　人々は次第に大胆になり……車やバイクを用い、鉄パイプや刃物や弓矢銃ボウガンまで携え、挙げ句には猟銃だの何だのを持ち出す者まで出てくる始末だった。

　今もクフィールの後を、自動車やバイクが三十台余り追いかけて来る。

　散発的に矢やらパチンコ玉やらも飛んでくる。さすがに銃を乱射してくる様子はないが――これも時間の問題かもしれない。捕まえられないで焦じれれば、つい見境をなくしてしまう人間はいるだろう。

「パーマンズ・ヴォウは一時的に停止しているみたいだからいいけど……こんなに大騒ぎになったら、後始末どうすんだよ……!?」

「というか、これ、本当にその――」

　千里と共にクフィールの背中にしがみつきながら暁美が言った。

「周防君の妹がやらせてるの？」

「……多分な」

　忌々しげに千里は言った。

「くそ、まさかクフィールの魔法で薙なぎ払はらう訳にもいかねえしな」

　威力そのものは非致死性レベルまで――例えば数千ボルトのスタンガンくらいまで下げることは可能だろうが、それで車やバイクを運転している人間が気絶したりしたら、無関係の通行人をも巻き込んで死者が出かねない。

「つか、悪ぃ、巻き込んだな……」

　千里は顔をしかめて暁美に詫わびた。

「それはしょうがないよ。周防君のせいじゃない――と思う」

『あの状況では巻き込まないという選択肢は、事実上、ない』

　と暁美とウェルキンは言ってきてくれるのだが。

『いずれにせよこのままでは状況が悪化する可能性が高い。このデマをどうにかして否定しなければならない』

「……つってもな」

　千里は唸った。

　相手は文字通りマスメディアだ。

　その巨大さに一人の人間が――正しくは二人の人間と二体の使い魔が――対抗するのは難しい。少なくともこの状況をぱぱっと打開できるような能力はクフィールにもウェルキンにもないし、恐らく生半可な魔法ではどうにもなるまい。

　マスメディアの恐ろしいところは、ただ巨大というだけでなく、一度情報を流布させてしまえば、後は自動的――つまりマスメディアそのものが消滅しても効果はそのまま持続してしまうことである。

「やるなら、このデマを否定する放送をせにゃならん訳だけど」

『既に一度定着した噓をひっくり返すのは難しい』

　とウェルキンは言う。

　確かに……『報奨金一億円』に眼の眩くらんだ者達が、『あれは全部噓でした』と否定して見せても、即座に全員が受け入れたりはすまい。人間は自分に都合の良い情報は信じ易く、都合の悪い情報は信じにくいものだ。

『故に噓の塗り直しで事態の収束を計るのが最適と判断する』

　ウェルキンはそんな提案をしてきた。

「なんだ？　塗り直し？」

『具体的には「センリ王子は保護されました、皆さんありがとうございました」という放送をしてしまうことだ』

「……ああ、なるほど」

　確かにそうなれば、千里達を追いかけている人々も諦めざるを得ない。

　頭から否定するのではなく、敢あえて最初の噓に乗っかった上で情報を追加する形だ。

　昨今はワンセグ放送を見ることのできる携帯電話も増えているから、情報の拡散・浸透は早い――塗り直した噓も早々に受け入れられるだろう。

（――クフィ）

　千里は意識内の接続同調回路を通してクフィールに呼び掛ける。

（病み上がりを酷使して悪ぃけど、港区の方に向かってくれ）

（港区、ですか？）

（東京の放送局は大体あの辺にあんだよ）

　と脳内で東京の地図を大まかに思い浮かべながら千里は告げた。

（つっても……いくらなんでも港区まで走ってくのは無茶だろうし、何処かで電車に飛び乗るのがいいだろ）

（御ぎよ意い、です）

　そう答えてから――クフィールは珍しく自分から会話を続けて来た。

（千里様）

（なんだ？）

（必ずお守りします。命に換えても）

　それはクフィールのいつもの、いわば決め台詞ではあったが。

（……だからそーゆー決意は重いからやめとけ）

　千里はうんざりしてそう告げた。

（でも……）

（俺だけ命を守られて、お前が死んだら――）

　一瞬、躊躇してから千里は言った。

（死ぬ程、辛つらい。それじゃ、守ってくれたことにはなんねーよ）

（千里様……）

（……お前、俺のこと、好きか？　likeライクじゃなくてloveラブって意味、主人に対する敬愛って意味じゃなくて、男女の恋愛的な話な）

　それは最早、どうしようもないくらいに今更の話だけれど。

　だからこそいざ、苦境に臨んだ際には言葉にすることに意味があると千里は思う。

　千里にとっても、クフィールにとってもだ。

　だから……

（はい。お慕い申し上げております）

　何の躊躇もない即答だった。

　それから少しだけ恥じらうように――

（その、御主人様としてではなくて……御主人様としてもですけど、その……と、殿方として……あ……愛して、ます、千里様）

　そう付け加えた。

（ああもう、可愛いよなお前は!?）

　と千里は意識内で喚いてから。

　溜め息を一つ挟んでこう続けた。

（だったら、改めて主人として命令する。クフィール・アブソリュート。お前のことを好きな俺を守る為に、お前自身も守れ）

（……は……はい！）

　喜色に溢あふれる思考が跳ね返ってくる。

　だが――

「――って、前、前見ろ前！」

　思わず怒鳴る千里。

「がぅっ!?」

　疾走するクフィールの前に、大型トラックが滑り込んでくる。

　運転席の男がこちらを見てにやりと笑っているのを見ると――偶然ではなくて、進路を塞ふさいできているのだ。回り込まれた。さすがに道路の上では、クフィールの足よりも車の方が速い。カーナビだの何だのがついていれば尚更だ。

「がぅっ!!」

　慌てて咄とつ嗟さに跳躍するクフィール。

　ちょうど、トラックの上には電線が通っている。クフィールは電線とトラックの貨物部コンテナ上端との間を通り抜ける形でこの障害を越えるつもりだった。

　だが――

「くっ……!?」

　押し寄せる絶望感に千里が呻く。

　まずい。高さが――ほんの少し足りない。

　恐らくクフィールが目測を誤ったのだ。千里を乗せて走るのは彼女にとって想定内で誤りようがないが……今は背中に暁美も乗せている。僅わずかの重量差とはいえ、それが本来描くべき軌道よりも数十センチ低い場所をクフィールに跳ばせていた。

（ぶつかる!?）

　物凄い勢いで迫り来るトラックのコンテナ。

　思わず眼を瞑つむる千里。

　だが――

「……!?」

　衝撃が来ない。

　次の瞬間……クフィールは途中から不自然な程に間延びした軌道を描いてトラックを飛び越えていた。

「～～～～～ッ!?」

　クフィールの足止めに失敗したトラックは、むしろ彼女を追いかけていた車やらバイクやらの進路を塞ぐ形になってしまった。人々の悲鳴や怒号が交錯し、さらには激突音が幾重にも被りながら聞こえてくる。

「なんだ？」

　思わず呟いてから――そこで千里は気付いた。

　クフィールの首の辺り。

　ちょうど、猫の子をつまみ上げる時に摑む部分に……ウェルキンがいた。

　漫画みたいにぱたたたたた、と小さな羽根を健けな気げな感じで羽ばたかせながら。

「……うそ」

　思わず呟く千里。

　だがクフィールの軌道が変化した理由は他に思いつかない。

　まあ冗談みたいな絵面だが、スズメの羽根程度の揚よう力りよくでこんなにもクフィールの軌道が変化するとも思えないから、実際には見た目以上に魔力か何かで浮遊させていたのだろうが――

「ウェルキン!?」

『問題ない』

　暁美の声にそう答えつつも、さすがに重労働だったのか――へにょ、と動きを止めてクフィールの首の上にへたるウェルキン。

　次の瞬間クフィールは、地面に着地し、疾走を再開。

　背後ではぎゃーぎゃーわーわーと追跡者達が騒いでいるが、さすがに立ち止まって彼等の安否を確認する余裕はない。あれは自業自得ということで千里は意識から彼等のことを閉め出した。

　しかし……

「逃がすなっ!!」

　わらわらと千里達の進行方向を塞ぐように十数名の男達が現れる。

　恐らく先のトラックの運転手の仲間――トラックで足止めした後、袋叩き、という計画だったのだろう。全員が鉄パイプやら何やらを持っており、中には短刀のような得物を掲げている奴もいる。この強引なやり口と手慣れた様子、何よりその顔つきからして――大多数がスポーツ刈りや五分刈りだ――ヤクザの類だろう。

（クフィール）

　接続同調回路を介して千里は言った。

（雷球攻撃の――つか電撃の制御を俺の方に渡せ。お前は走るのに集中しろ）

（御意）

（刃物持ちだすような連中に遠慮はいらねえよな）

　まさか凶器持参で千里達を取り押さえようという連中に、『実は心臓にペースメーカーしてるんです』などという奴もいまい。短刀や鉄パイプを持つなど――『避雷針』を自ら差し出しているのと同じだ。電撃してくれと言わんばかりである。

「どけっ!!」

　とりあえず念の為に千里は叫んだ。

「痺しびれたくない奴と心臓の弱い奴は道開けろ！　電撃喰らわすぞ！」

　次の瞬間――クフィールの鬣たてがみから放たれた稲妻が、通りを突っ走った。
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　扉の『向こう側』には大きな空間はなかった。

　何処かの室内のようで……精々が小屋一軒分といった程度の広さしかない。

　そして――

「…………棺かん桶おけ？」

　恐る恐るといった口調でそう呟いたのは由々子だった。

　部屋の真ん中に置かれた物体。

　それは他に表現しようのない代物だった。ちょうど『人が一人分入ってますよ』と言わんばかりの直方体。ただし通常の棺桶と異なるのは、その表面は闇のように黒く、さらにはびっしりと何かの紋様と文字列が刻み込まれていることだった。

　その棺桶のような物体は……やがて静かに扉の向こうの空間から押し出されてきた。

　どさりと音を立てて砂の上に横たわる。

　次の瞬間、役目を終えたと言わんばかりに扉の輪郭は緩み――崩壊したそれは砂に戻って辺りに広がった。元より魔法ででっち上げられた代物だ、魔力が切れれば存在し続けることすらできないのだろう。

「さて……どうしたものか？」

　と言うのは明人である。

「相手はかつてマジシャンズ・アカデミイを大混乱に陥おとしいれた稀代の魔法使い。迂う闊かつに近付いては危険ということも考えられるね」

「アキちゃんが言う？」

　と苦笑するのは彼の傍に立つ眼鏡の少女――羽瀬川鈴すず穂ほである。

　羽瀬川拓人、羽瀬川明人の従姉妹いとこだが、彼女自身は魔法使いではない。むしろその天敵とも言われる存在だ。普段はリボンでその能力を封印しているが、一度これを解くと彼女は周囲に存在する魔力を吸い込んで『魔力の真空地帯』を造り上げてしまう。

〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉と呼ばれる彼女の前では魔法使いは常人以下に成り下がる。

「『前世』のことまでは責任を持てないね。僕自身の意志でもなかった訳だし」

「それはそうだけど。タクちゃん――私がリボン解いて調べようか？」

　胸元のペンダントを握りながら鈴穂はそう申し出る。

　確かに何らかの魔法的な罠が仕掛けてあったとしても、彼女の前ではその効力を失うだろう。

　しかし……

「いや。罠が仕掛けてあるとしても必ずしも魔法駆動とは限らないし。それに先の『手記』の内容を考えれば中に入っているのが危険なものとは思えない。恐らく〈女神〉に対抗する為の手段――ってタナロット!?」

　慌てて使い魔の名を呼ぶ拓人。

　だが時すでに遅し、褐色の肌と赤毛の少女は、恐れ気もなく棺桶に近付くと、物珍しそうに傍にしゃがんで眺め――あろうことか、こんこんと拳こぶしでその表面を叩き始めた。

「タナロット！」

「みゃ？　タクト。時計がついているのである」

「……え？」

　タナロットの言葉に拓人は眼を細める。

「もう一つ時限式になってるってこと？」

「これなのである」

　とこれまた微み塵じんも怖がる様子なく棺桶に手を掛けたタナロットは、がばっとこれを砂の上に直立させる。彼女が言う通り――蓋に相当する部分、もし人間が中に入っているならばちょうど、胸の辺りに相当する位置に、掌てのひらサイズの、鏡のようなものが埋め込まれている。

　そしてその表面に映し出された数字が――刻々と変化していた。

　しかも……

「……数字が減っていってるね」

　聡が呟くように言った。

　恐らく秒刻みらしいその数字は、見る間に半分になって、さらに零に近付いていく。

　残り時間――およそ十秒。

「なんか時限爆弾みたいやな」

　そう評する桜子。

　彼女の言葉に一同は顔を見合わせ――

「ふ、伏せてっ!?」

　由々子の叫びと共に生徒達は慌てて砂地に伏せ、その上からアジャスタント達が、さらに庇かばうように覆い被さる。

　対して拓人達は殊更慌てた様子はなく――念の為にと拓人と明人がそれぞれ防御系の魔法を呪文詠唱し、鈴穂がリボンに手を掛けていた。

「……なるほど？」

　興味深そうに呟く明人。

　同時に数字が全て零になった。

　次の瞬間、ぶしゅ、と空気の漏れるような音と共に棺の蓋が本体からずれる。

　蓋と本体の間に生じた隙間からは大量の液体がこぼれ落ちて――それらは砂地に染み込んでいった。

「やはりそういうことか……」

　ぼすんと音を立てて砂の上に蓋が倒れる。

　露あらわになったその棺桶の中には――

「――ほえ？」

　間の抜けた声を漏らしたのは、由々子だ。

　そして――

「周防……君……？」

「え？　千里？　なんで…………うわっ!?」

　その言葉に釣られて眼を向ける桜子――だが次の瞬間、彼女は慌てて棺桶の中身から眼を逸らした。

　何故ならそこにあったのは、全裸の周防千里の姿、だったからだ。

「ちょ、な、何やってんねん、千里は!?」

　明後日の方向に視線を固定しながら赤面して叫ぶ桜子。

　見るからにスケバン（死語・埋葬済み）ぽい外見の彼女だが、意外とそっち方面には初う心ぶであるらしい。ちなみに由々子やフランカ、フルクラム、鈴穂も微妙に視線を――主に周防千里の下半身から――外している。

「いや。これは違うよ」

　と拓人が棺桶に歩み寄りながら言った。

　彼が魔法機杖を一振りすると、千里の身体にまとわりついていた液体の残りは全て弾はじけ飛とび、一瞬にして乾いた状態になる。同時に千里の裸体に絡みつきこれを棺桶の中に固定していたチューブ状のものも弾け飛び、解放された彼はゆらりと倒れた。

「おっとっと――なのである」

　手を差し伸べて彼が砂の上に倒れるのを防いだのはタナロットだ。

　小柄だがパワーショベルとも殴り合いができるだけの膂りよ力りよくを持った彼女は、あっさり千里を引っ張り戻す。だが千里には意識がないらしく、そのまま膝を折って彼は砂の上に座り込んでしまった。

　ちなみにタナロットは羞しゆう恥ち心しんなんぞ持ち合わせていないのか、全裸の千里を見ても特に眼を逸らす様子もない。

「クローンかな？」

「それだったらこんな手間はかけないと思う」

　明人の言葉に――千里の傍にしゃがみ込みながら拓人がそう答える。

「ど、どういうことです？」

　尋ねる由々子を振り返って拓人は言った。

「これは、恐らくガストン教授に殺された方の、周防千里ですよ」

「…………！」

　愕然と眼を丸くする由々子と生徒達。

「周防万ま尋ひろに対する切り札の一つとして、蘇そ生せいを試みていたんでしょう。ただ、さすがに僕等の技術でも死者を生き返らせることはできません。正しくは、周防千里の肉体を素材として使った複製、でしょうね」

「……複製」

　聡がレンズの奥で眼を細めながら改めてその『千里』を見つめる。

　髪がやや長いことを除けば、その姿は、聡がつい数日前までアバロン学園都市で共に学園生活を送っていた周防千里と全く同じだ。髪を切ってしまえば恐らく見分けはつくまい。

「オリジナルの周防千里は、ガストン教授の魔法弾――いえ、呪じゆ詛そ弾を受けていますから、即死しています。蘇生の可能性を一切許さないくらいに完璧に」

　淡々と抑えた口調で拓人は言った。

　ガストン教授の魔法弾は、〈女神〉を――現実事象を書き換える程の超能力者・周防万尋を殺す為のものだ。負傷そのものをなかったことにされては意味がない以上、それは彼女を即死させるだけの威力を持っていただろうし、受けた人間が絶対に蘇生できないように、遺体を完全に破壊する為の術式を載せていたはずだ。

　だが……

「死者を蘇らせることはできなくても、そっくり同じ存在、少なくとも他者からは区別がつかないような存在を造り出すことはできる――人格や記憶も一応、記録はできますし、肉体の複製はそう難しくない」

　一度死んだ周防千里を材料に、ガストン教授は新たな周防千里を造ったということだ。

　もっとも――ガストン教授が放った呪詛弾はそれすら許さないものであったろうから、自らの打ち込んだ呪詛の解呪を行いながら――つまりは『毒』をフィルタリングしながらの『周防千里再構築』であったはずだ。

　何年も時間がかかったのは恐らくそのせいだ。

「それはもう周防千里本人ってことじゃ？」

　と問うのは聡だ。

　しかし――

「いや。本来の周防千里の霊れい魂こんは失われてる。この身体の中に入っているのは、新たに構築された霊魂だよ。限りなく故人に近い記憶と人格を持っているだろうし、本人に自覚なんかないだろうけどね」

　そう言って拓人は肩を竦める。

「力押しではなく搦からめ手て――つまり、周防万尋を揺さぶれる存在がいるとすれば、それは周防千里のみ。けれど僕達がアバロンで一緒にいた周防君は、周防万尋自身が造り出した複製だから、彼女を揺さぶる役には立たない、と判断したんだろうね、教授は」

　ガストン教授らしい考え方だよ……と拓人は付け加えた。

「ややこしい話やな……」

　首を傾げる桜子。

「どう違うねん？」

「僕達が知る周防君は、言ってみれば、周防万尋にとっては、自分の右手とか、そういう存在みたいなものだってこと」

　拓人は何故か少し自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべて言った。

「自分の一部でしかない。だから、姿形を『お兄ちゃん』に似せても、自分一人でいるのと大差ない。だから自我も付けたら――逃げられてしまった。自分の右手が勝手に自由を主張して逃げちゃったようなものじゃないかな。けれど、こちらの『周防千里』は違う。周防万尋にとっては他人、彼女を受け入れてくれる唯一の、他人ってこと」

「…………」

　顔を見合わせる生徒達。

「タクちゃん」

　優しく宥なだめるように口を挟んできたのは鈴穂であった。

「周防万尋って子はタクちゃんとは違うんだよ」

「わかってるよ」

　と拓人は頷いた。

「一応、冷静に見ているつもり」

「どういうことです？」

　怪訝そうに尋ねる聡。

「ああ……タナロット」

「みゃ？」

　拓人が呼ぶと、タナロットは拓人の傍に駆け寄って、飼い主に懐なつく猫のように身体を彼にすり寄せる。彼女の頭にぽんと掌を載せながら拓人は静かに言った。

「この子は僕が作ったんだよ」

「……え？」

　と驚きの声を漏らしたのはフランカである。

「でもタナロットさんは……魔神……」

「偶然、なんだけどね。ともあれ、タナロットを構成している全ては、元々僕の中にあったものなんだよ。だからこの子は僕の分身とも、娘とも言える」

「始源的神魔創造者……！」

　愕然と呟くのはフルクラムである。

「え？　なに？」

「神や魔をあらためて作り出せる存在のことです」

　と怪訝そうに尋ねる主人・薫に説明するフルクラム。

「神や魔というのは世界の柱、世界の摂せつ理りのようなものですから……それを制作、つまり設定できるということは、この能力者は限定的とはいえ世界を創れます。制御できれば究極の魔法能力とも言えますが……その能力を持って生まれてくる人間は、数千年に一人とも言われていて……」

「アバロン学園都市の運営母体、マジシャンズ・アカデミイにその始源的神魔創造者が、しかも三人いるという噂うわさはありましたが……」

　フランカがさらに後を継いで説明する。

「まあ、色々ゴタゴタがあったからね」

　とふわふわと拓人の横に浮遊しながらこともなげに明人が言った。

「あまりおおっぴらになってないけど、その三人ってのが僕達」

「……なのよ」

　最後を閉めたのは鈴穂である。

　羽瀬川拓人。羽瀬川鈴穂。羽瀬川明人。

　三人の『世界を創り得る』者達。

「ある意味で、周防万尋の能力は僕達のそれに近いけど、あくまで『創る』んじゃなくて『書き換え』だ。言ってみればパソコンのファイルを僕達は『ファイル名を付けて保存』できるけど、彼女は『上書き保存』しかできない」

　明人が説明する。

「…………」

　聡、桜子、薫、そしてフランカ、フルクラム、そして――姿は見えないままだが――カーティス、彼等は唐突に明かされた拓人達の素性について言葉もない。由々子は一応、以前から知っていたようで、そう驚いた様子はなかったが。

「ともあれ」

　拓人が場をとりまとめるように言った。

「このオリジナル――と言って良いのかどうかわからないけど。この周防千里を連れて一旦、日本に戻ろう」
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　遙かな虚空に一本の道が長々と延びている。

　水平線も地平線もなく……支えすらないままにただ細長い平面が続いているのだ。

　何十キロ。いや何千キロ。あるいは何万キロ。

　無限とも思える程の直線道路――その真ん中に立って一人の青年が首を傾げていた。

　単純に美醜を問えば、彼は間違いなく美青年だった。すっきりと通った鼻筋や、薄い唇、細い顎、長い黒髪、どれをとっても申し分ない整い方をしている。それらの配置にも破綻はない。

　だが何処か緩い。何処か甘い。何処かずれている。

　そんな――奇妙な不完全さがその青年にはある。ただし通常ならば見る者を圧倒しかねないその容姿が、その不完全さによって何処か愛嬌のあるものに変わっていた。

　佐さ久く間ま榮えい太た郎ろう。

　アバロン学園教師職にいる魔法使いである。

「うーん？」

　彼は怪訝の表情でその道路を見つめている。

「困ったな」

　前を見て。後ろを見て。

　そして――彼は言った。

「道に迷った」

　もしこの場に一般人がいれば、彼の正気を疑ったことだろう。

　道と呼べるようなものは前にも後ろにも一本のみ、迷おうと思っても迷えるような場所ではない。道から外れて踏み出せば真っ逆さまに虚空へと落ちていくだけだ。

　少なくとも傍目にはそう見える。

　しかし……

「空間転移の術式がおかしな具合に歪んでるな。人為的に見えるが――うーん？」

　のんびりと再び歩き始める榮太郎。

　だが次の瞬間、彼の姿は道の上から消え失せたかと思うと、数メートル向こうに忽然と出現していた。まるで何かのコマ落とし映像を見ているかのような不自然さである。

「終点を設定しない、あるいはその設定項目そのものが消えてる訳か？　迂闊な歩法だと無限大と無限小の狭間に閉じ込められて出てこれなくなるか……まあ明らかに空間転移の術式がおかしな場所に、わざわざ踏み込んでくる奴もいないだろうが」

　榮太郎はさらに数歩歩くと、今度はいつの間にか百八十度回転した状態で現れる。

　そう。ここではただ『真っ直ぐ歩く』ことすら難しくなっているのである。

　しかも前を向いても後ろを向いても、見えるのは果てしない道ばかり。辿り着くべき先も、戻るべき先も、視界の中に捉えることができない。

　つまりこの異様な空間で、榮太郎は遭難したも同然という状態なのだ。

　実を言えばお伴としてついてきていたエーネウスとも半時間ばかり前にはぐれてしまっている。アバロン学園都市と、通常世界とを繋ぐ為のこの魔法術式に機能不全が生じているらしい、ということを寒さ河が江み教授に聞かされ、調べに来たのが半日前。

　だが明確な原因は榮太郎にも見いだせず、彼本人は道に迷い、使い魔のエーネウスも何処に行ったかわからない。

　それでも榮太郎がさして焦った様子がないのは、とりあえず差し迫った危険がないことに加え、最終的には力業や小こ狡ずるい裏技でアバロン学園都市なり、通常世界なりに帰る自信があるからなのだろうが……

「原因究明しなければ帰る訳にもいかんし。ちょっと強引だが空間破砕しかけて様子見るかな？」

　そんなことを言いながら榮太郎は懐から呪符のようなものを取り出して、その表面に描き込まれた複雑な模様を指先でなぞる。それは単なる薄紙に模様を書き込んだだけの代物に見えるが、本人の言葉通りであれば、これは恐らく空間をまるごと破砕する為の魔法兵器か、あるいはその起動鍵ブートキーなのだろう。

　だが――

「――？」

　ふと榮太郎の動きが止まる。

　次の瞬間、彼の前の空間が揺らいだかと思うと、一人の少女がそこからまろび出ていた。

　年頃は十代後半――二十歳前といったところか。

　緩やかに波打つ柔らかそうな金髪がまず目を引く。もっとも相手が一般人ならばその前にまず金髪の間からにょっきり出ている一対の三角形――獣の耳を気にするのだろうけれども。これに比べれば、碧眼を覆う大きな丸眼鏡や、その脇に垂れている縦巻きの髪――いわゆるドリルロールなんぞは、些さ細さいな特徴と言えるだろう。

　しかも着ているものはメイド服……なのだがスカートはミニだし、胸元は大きく開いているし、いわゆるヴィクトリアン系メイドではなく、フレンチ系メイドという奴なのだろう。

　何というか、全体的に艶つややかというか……思いつく限りの要素を突っ込んでみました的な萌え要素満載の少女であった。

「おおっ!?」

「あっ……ああ」

　ふらりと少女は榮太郎に向かって倒れかかる。

　咄とつ嗟さに手を伸ばした彼は少女を支えてその姿を見下ろした。

「貴方あなたは――」

　榮太郎の顔を何処か憔しよう悴すいした様子で見上げながら、少女は言った。

「貴方も、この堂々巡りの空間に囚われたのですね」

「…………」

　榮太郎は目を細めて少女を見下ろす。

　何処か怪訝の表情を浮かべている彼に対して少女は――眼鏡の奥で潤んだ瞳を瞬かせてさらに続けた。

「私は、もう何日もここから出ることができずに……行けども行けども道ばかりで……」

「…………」

　榮太郎は無言。

「嗚あ呼あ。ようやく、ようやく人に出会えました……！」

　ぎゅっと少女は榮太郎の腕にしがみつく。

　疲労の極にあるせいか、その吐息はひどく荒れがちで――だがそれ故に何処か艶めかしくもある。

「……嗚呼」

　少女は震えながら榮太郎にその身をすり寄せる。

　恐らく永くこの吹きさらしの空間を放浪していて体力が低下し、体温も奪われているのだろう。人肌の温もりを求めるかのように少女は榮太郎の腕に身をすり寄せてきた。

「寒い……寒い……」

「…………」

　榮太郎はやはり無言。

　そんな彼の様子をどう思ったのか――少女は助けを請う者の目付きで彼を見上げて、切なげな吐息を吐いた。

「寒いです……どうか……」

　その先は唇の震えに紛まぎれて言葉にならない。

　だが凍えるこの身を温めてくれと言いたいのだろう。元より相手は見目麗しい美少女。しかも周囲には他の者の姿もなく、潤んだ瞳でこちらを見上げつつ縋すがり付ついてきている訳で。しかも『温めてあげる』という大義名分までついたとなれば、大抵の男は理性というものを保持し切れまい。

　ただでさえ『欲望ダダ漏れ』との評判の高い榮太郎なら尚の事――

「…………」

「あの……」

「…………」

「えと……」

「…………」

　榮太郎は尚も無言。

　さすがに少女が怪訝の表情を浮かべたその瞬間――

「駄目だッ!!　てぇい！」

　ぽいっと少女を放り出して榮太郎は叫んだ。

「駄目だ駄目だ駄目だ！　まるで駄目だ！」

「えっ……？　あの」

　ころんと路面に転がりながら少女は驚いたように声を上げる。

　だが彼女の鼻先にびしりと人差し指を突き付けて榮太郎は喚いた。

「貴様！　それでも眼鏡っ子のつもりか！　恥を知れい！」












「ちょ……え……？」

「そも眼鏡っ子とは！」

　榮太郎はぐぐっと拳を突き上げて叫んだ。

「柔らかな肌に硬質の異物が組み合わさって出来上がるミスマッチが生み出す萌えの奇跡！　肉体を無機質がバインドすることにより生じる、微かな背徳性！　だがその価値はただ落差の生み出す意外性だけに集約されるものではない！　伊だ達て眼鏡をする眼鏡っ子など、他の誰が許しても、俺と平野●太と田丸●史と西川●介が許さんわ!!」

「……いや。あの」

「いいか！　そもそも眼鏡という記号に集約された萌えの神しん髄ずいとはつまり、言葉もなく語られる処女美にある！」

「……いや。あの」

「眼鏡とはすなわち目が悪いことのアイコン！　目が悪いこととは即ち、生真面目な委員長！　あるいは大人しげな文学少女！　あるいは勉強に邁まい進しんする秀才少女！　そういったいかにも『遊んでない』系であるが故の身持ちの堅さの表象！　それを！　貴様、必須併用アイテムとも言うべき三つ編みやシニョンすらせず、それどころか恥じらいをも忘れ、ただエロさを演出せんとするとは言語同断ッ！」

「…………」

「ええい、貴様など眼鏡っ子の風上にも置けん！　恥を知れッ！　貴様には、貴様は心に眼鏡がないッ!!」

　そう叫んで少女を睨み据える榮太郎。

「しかも！」

　榮太郎はスケーターのようにぐるぐるとその場で回転しつつ言った。

「獣耳だとッ!?　メイド服だとッ!?　しかも御嬢様系ドリルロールだとっ!?　何でもかんでもぶち込めば良いというものではないわッ！　『なんか●●と■■と△▲が売れてるから、全部の要素ぶちこんだ企画ですよ』と得意げに芯のない余よ所そ様さまのいいとこ取り企画をぶち上げて、全然売れないのと同じパターンだ！」

「…………」

「安易な獣耳の使用も許されざる大罪！　シュタイン教授がミミガーＺや００やターンＡミミガーや（以下略）を造る上で、どれだけ綿密に設計を繰り返したと思っているか！　そもそもネコミミネコミミと、ケモノミミと分けて語られることの意味を貴様は理解しているか!?　ネコミミのネコミミたる所以ゆえんは即ち（以下略）」

「…………」

「ましてや！　メイドさんのメイドさんたる所以は、その（以下略）」

「…………」

「さらに御嬢様キャラの御嬢様たる所以は、ツンデレと天然の二極に一つの（以下略）」

「…………」

「……というような訳であるから！」

　ハアハアと息を荒げて榮太郎はびしりと再びその少女を指差した。

「駄目の駄目駄目だ！　やり直しッ!!　チェンジ！」

「…………」

　考えようによってはものっそい失礼極まりないことを宣のたまう榮太郎を、少女はしばし引ひき攣つった表情を浮かべて見つめていたが――

「…………ふ」

　いきなり不敵な表情を浮かべて少女は言った。

「今一つ訳がわからんが――さすがに達人アデプト級魔法使いといったところか。こんな釣り針では引っかからないとはな」

　少女はひょいと眼鏡を外すとコレを放り投げ、次の瞬間、だんだん！　と路面を踏むと――次の瞬間、軽い爆発が発生し、煙と光の中からほとんど別人となったその少女が現れていた。

　いや。既にその姿は少女のそれではない。

　むしろ豊満な体軀を誇る妖艶な女性である。ちなみにケモノミミもドリルロールも既になく、服装に至っては革レザー主体で身体の線がぴっちり出るかのような、何処か妖しい雰囲気のものに変化しており、メイド服のエプロンもフリルもワンピースも綺麗さっぱり消え失せていた。

　どちらかというと何処かの偏った趣味の風俗店で『女王様』と呼ばれていそうな感じである。

「それっぽい格好をしていればオタクなど簡単に引っかかるかと思って、適当にアイコンをつけてみたのだが……そう甘いものではなかったか」

「……うむ！」

　対して榮太郎は。

「それならよし！」

　大きく頷いたのだった。

「…………は？」

「オネー様系の萌えの極北を目指すならばレザー系の衣装は実に適切な選択だ」

「…………」

「萌え要素の多重搭載そのものを否定するものではないが、まずは、眼鏡っ子なら眼鏡っ子、ケモミミ娘ならケモミミ娘、メイドさんならメイドさん、御嬢様なら御嬢様と、その奥義ココロを知り、究めた上でさらに追加要素を求めるべきだろう！　その意味でまず女王様系に走るのは一つの選択と言える！」

「……いや。あの。佐久間榮太郎」

「なんだ？」

「まさか……私の、お前を油断させる為の変装に気付いて喚いていたんじゃなくて……」

「変装？」

　首を傾げる榮太郎。

「つか……お前、誰？」

「…………」

　語るに落ちたことに気付いて女は溜め息をついた。

「さすが佐久間榮太郎。一筋縄ではいかんな。油断したところを精神支配術式でも突っ込んでやろうと思っていたのだが――」

　要するに。

　この女、榮太郎が重症のオタクだと――いわゆる『萌えキャラ』にからきし弱いというという事前情報を得て、彼をたぶらかし、油断を誘う為に、『眼鏡っ子』に変装して近付いてきたらしい。

　だが元よりオタクでもない女は、ついつい表面的な萌えキャラ要素を適当に摘つまんだ上で、基本方針コンセプトも決めずに詰め込んだ為、要素同士がコンフリクトを起こして何が何だか訳のわからない状態になるという愚を犯していたのだ。

　まあ余人が見る以上にオタク道というのは業が――もとい奥が深い。なめてかかるとこのように速攻、しっぺ返しを喰らうということだろう。

「……まあ私のことは」

　女は苦笑混じりに言った。

「ミュセと呼ぶがいい。これでも貴様と同じ達人級魔法使いだ。できればもっとスマートな方法が良かったのだが。この際、力ずくでお前を人形化することにしよう」

　女――ミュセが両手を広げる。

　右手に一本。左手に一本。

　手の動きが空間に刻む残像がそのまま形を得て魔法機杖となり、彼女の手に収まる。

　二刀流ならぬ二杖流。勿論、二刀流と同じく武器の数が増えたからと言って攻撃力が倍になる訳ではなく、場合によっては注意力が散漫になって総合的な戦闘力が下がってしまう可能性の方が高い訳だが――まさか達人級を自称するミュセが、そんな間抜けな真似はすまい。

　つまり彼女は普通の魔法使いの倍の魔法を同時に使えるということだ。

「私の下僕になるがいい、佐久間榮太郎」

　にやりと笑って高慢そうな口調でミュセは言った。

　対して――

「ソレダ！」

「――は？」

「いい！　実にいい！」

　榮太郎は大きく頷きながら言った。

「ようやく君も萌えというものがわかって来たようだ」

「…………そ、そうか」

「いっそこう、冷たい視線で蔑むよーにこちらを見つめながら『この下僕が』とか言ってくれるとそれはそれでむしろ御ご褒ほう美びッ！」

　何故かはぁはぁと息を荒げながら榮太郎は言った。

　そんな彼を束の間、ミュセはどん引き状態で見つめていたが――

「ではソノ御褒美ヲヤルカラ、コッチヘ来ルガイイ、佐久間榮太郎」

　何か嚙かんで含めるような口調でそう告げるミュセ。

　ただ喋っているだけのはずなのに何か不可思議な空気が辺りに立ちこめていく。

「ソウスレバ神モ悪魔モ知ラヌ程ノ悦楽ヲオ前ニ与エテヤロウ」

　呪言――だ。

　特定の発音と韻律に魔法術式を載せて行使する方法である。通常の呪文はむしろ術者の精神集中と脳内手順の整理に使われるが、こちらは、言葉そのものに魔力と術式を載せて相手にぶつける技法である。

　何の耐性もない一般人は元より、隙を突かれれば魔法使いとて精神支配されかねない。

　実際――

「そうすれば……あんたの近くに行けば……ほ……ほんとに……そんな悦楽を……くれるのか……？」

　とろんと緩んだ表情で尋ねる榮太郎は、既にミュセの術中に嵌はまっているとしか思えない有様であった。彼はふらりとよろめくようにして一歩ミュセの方に歩き出し、うつむくようにしてさらに一歩踏み出して――

「だが断る！」

　背後に意味もなく『ドン』とか擬音の描き文字が出るよーな感じで榮太郎は言った。

「…………!?」

「この佐久間榮太郎が最も好きなことの一つは、自分で強いと思ってるやつに『ＮＯ』と断ってやることだッ!!」

「…………一つ聞いていいか、佐久間榮太郎よ」

「なんだ」

「その骨格の限界に挑戦するかのような立ち方は一体なんだ？」

「この台詞はこーゆーポーズで言うのが礼儀なのだ！」

　やっぱり『バァーン』とか擬音を背負ったような不可思議なポーズを決めつつ榮太郎は言った。

「……まあ、よくわからんが」

「やれやれモノを知らない奴はこれだから困る。とりあえず家に帰って『ＪＯＪ●』シリーズを全巻一気買いしてこい。ストーンオーシャンとスティール・ボール・ランも含めてだ。話はそれからだ」

「…………」

　ミュセはとりあえず半眼で榮太郎を眺めてから。

「言いたいことはそれだけか？」

「他にも色々あるが。例えば昨今の東京都の表現規制についてとか」

「よしわかった。黙れ」

　言ってミュセは魔法機杖を構えた。
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　轟ごう々ごうと音を立てて列車が走り去っていく。

　線路脇の暗がり――建物と建物の隙間に、たん！　と乾いた音を立てて降り立ったのは蒼と白の鬣たてがみを備えた大きな獣であった。

　尾を含めると三メートルを越える巨体とは裏腹の、ささやかとも言える足音だが――これでも実は『失敗』の部類に入る。この獣は本来ならば、十メートルの距離を跳躍しても、ほぼ無音で着地することができるからだ。足音は『荷物』を背負っているが故のことだった。

　クフィールである。

　勿論――その背中には千里と暁美、それにウェルキンの姿もあった。

「……がぅ」

　短く小さく鳴くとクフィールは地面を蹴って疾走を再開する。

　その動きは見るからに力強い。とりあえず電車の上に乗っている間は休憩することができたからである。一億円に眼が眩んだ追跡者達も、さすがに列車の進路妨害をしたり、走る列車の上まで追いかけて来る度胸はなかったらしい。

　途中で、走る列車から列車へ飛びうつるというアクロバットをしつつ、何度か線路を乗り換えたのも功を奏したのだろう。追跡者達はとりあえず振り切れたようだった。

　もっとも……魔獣状態のクフィールは目立つ。

　見るからに猛獣然とした容姿の大型獣が街中を走り回っていれば騒ぎにならざるを得ない。追跡者達は、恐らくまた集まってくることだろう。

「うわっ!?」

「なんだ!?」

「ライオンっ!?」

「撮影か何かか!?」

　突然現れた蒼い鬣の獣を前に、何も知らぬ通行人達が思わず声を上げながら後ずさる。

　だが幸か不幸か――多くの人々は、とりあえず獣形態のクフィールの見た目に注意が向いて、その背中にしがみついている千里の顔に気付く者はいないようだった。

「あれだな……」

　千里は闇の中にライトアップされて浮かび上がる大きな看板を見据える。

『ヤマトテレビ』

　在京放送局の一つである。看板の下にはヤマトテレビの社屋が――そして放送スタジオがあるはずだった。以前、小学校の時の社会見学でこの辺りに来たのを、千里は覚えていたのである。

　千里達の目的はウェルキンの提案通り『情報の塗り重ね』だ。

　スタジオの中に突入して。何とか『既にセンリ王子は保護された』という内容を放送し、この馬鹿騒ぎをとりあえず終息させる。千里の記憶に間違いがなければ、この時間帯、ヤマトテレビはスタジオから生放送のニュースを流していたはずだった。

「一気に突っ込むぞ」

　と宣言する千里。

「がぅっ！」

　同意の声を上げながらクフィールはヤマトテレビ社屋の正面玄関へ突入する。

　立ちはだかる大きなガラス扉は投げ付けた球電で粉ふん砕さいし、慌てて飛び退く人々を左右に見ながら、千里達はそのまま建物の中に入り込んだ。

　広いエントランス・ホールの正面奥に受付のカウンターがある。

　突然の訪問者――否、闖ちん入にゆう者しやに、驚いて腰を浮かす受付嬢達。だが逃げるにはあまりにも遅い。次の瞬間、クフィールは受付嬢達のすぐ眼の前に達していた。

「すみません！」

　クフィールの上から千里は受付嬢達に声を掛けた。

「あ、あ、あ、あの、あの」

　二人が卒倒し、残る一人がだらだらと脂あぶら汗あせを流しながら壊れた人形のように言う。

「あ、あ、あぽ、あぽ、あぽいんと、めんとは、お、おあり、で、ですか？」

「生放送やってるスタジオは何処ですか？」

　構わず千里は問うた。

　ついでにクフィールに接続同調回路を介して命じ、『がぅ』と威い嚇かくっぽい声を上げさせる。無関係の他人を怖がらせるのは本意ではないが――今は一秒でも時間が惜しい。話が速やかに進むなら、恫どう喝かつでも懇こん願がんでもするのに躊躇はなかった。

「………………あ、あ、あ、あっち……」

　がくがくと震えながら奥を指差す受付嬢。

「だ、第六、す、す、スタジオ……」

「ありがとう！」

　そう千里が礼を言うと、クフィールは間髪入れず受付嬢の示した方向へと走り出す。

（千里様……）

（うん？　なんだよ）

（そんなに私って怖いでしょうか……？）

　どうやらクフィール、受付嬢にビビられたのがちょっとショックな様子だった。

（いやまあ、そりゃ、ライオンよりもさらにでっかい獣が眼の前にいたらビビるだろ）

（…………うう）

（一般人ってのはそういうもんなんだよ。わかれよ）

（はい……あの、千里様）

（なんだよ）

（千里様も、私のこの形態は怖い……ですか？）

　おずおずとそんなことを尋ねてくるクフィール。

　何を今更――とは千里は思うが、考えてみればクフィールが一般人と触れる機会は今までなかった。それも魔獣形態でだ。自分がどんな風に見られているのかを意識したのはそれこそ、つい先程からだろう。

（まあ初めて見たらビビるだろうな）

（そう……ですか）

（つーかな）

　千里は頰を掻きながら意識内でクフィールに言う。

　勿論、接続同調が深度三の際には、口を動かすのよりもその方が手っ取り早いから、ということもあるのだが――実際に声を出して他人に聞かれたら、恥ずかしさでのたうち回りそうだからだ。

（お前の中身がどんだけ可愛らしいかは俺が知ってるよ）

（……え？）

（他の誰でもなくて、俺が――な）

（千里様…………）

（さすがに獣形態の時にエッチしろとか言われても無理だけどな。だけど、俺はお前が可愛い奴だって知ってるよ。問われたら自信を持って答えられるよ。それだけじゃ駄目か？）

（あ…………）

　走る速度は変わらず、しかし一瞬、ぴくりとクフィールの背中の筋肉が動く。

（ありがとうございます……）

　嬉しそうにそんな風に意識を返してくるクフィール。

　改めて千里は、自分とクフィールの関係を意識した。

　主人と適合補助者アジヤスタント。

　一般人と魔獣。

　男と女。

　二重三重に立場が違う。二重三重にだからズレが生じ得る。

　相手は他者だ。自分ではない以上その心の中なんてわからない。自分の心だって全て把握できている訳ではないのだから、尚更に他人の心など知る術はない。接続同調による意識の直結ですら、お互いに見せ合うことができるのは基本的に表面だけだ。

　だからこそ――怖い。

　自分がどんな風に思われているのかが。

　自分の気持ちと相手の気持ちがすれ違ってしまうことが。

　だけどその危険性は常にあって。

『愛している』という言葉を投げ合ってさえ、その中身の気持ちは等量等価であるという保証はない。自分が愛している程に相手は自分を愛していないかもしれない。

　好きだと思うから不安を覚える。

　興味がなければ、あるいは嫌いならば、最初からそんなこと、気にもならない。

　そして――

（これ、別に俺とクフィールだけの話でもない……か）

　友達とでも。

　家族とでも。

（……え？）

（なんでもない。それより、そこの扉だな、吹っ飛ばすぞ！）

　千里は近付いてきた廊下の奥、『ＯＮ　ＡＩＲ』のランプが点いている扉に向けて、クフィールの球電をぶっ放す。

　途中で衝撃波に変換されたそれは、扉のロックを破壊、弾けるように扉は左右に開いて、その中身をさらけ出した。

　だが――

「――!!」

　廊下を疾走する勢いそのままに、スタジオ内に駆け込んだクフィールは――しかし、そこで急制動。床に長々と爪痕を刻みつつ、数メートルを滑って、停まった。

「これは……！」

　スタジオの中には縦横無尽に赤い糸が張り巡らされていた。

　強く焚かれた照明の下で煌めくそれが――蜘く蛛もの巣状の構造を幾重にも造り出し、放送機材もスタッフも全てを絡め取るそれが、何なのか千里は一瞬で理解した。以前にも同じものを何度も見てきた。それで攻撃されたことも一度や二度ではない。

　超金属ヒヒイロカネ製の斬撃糸。

　魔力をよく伝導し、チタンよりも強靭なそれは、縛れば枷かせとなって相手の動きを封じ、振れば剣となって相手を両断する。しかも長さの続く限り間合いは千変万化――使いこなすことができれば究極とも言える武器だった。

「――来たね」

　人間が、機材が、ありとあらゆるものがヒヒイロカネの糸に絡め取られて動きを止めたその空間で……全ての糸が束ねられた先にその少女はいた。

　綿菓子のようにふわふわの髪の、無邪気な笑顔がよく似合う。

　殺意なく。憎悪なく。憤怒なく。

　幼おさな子ごのような無む垢くさで相手を屠ほふる――傀儡くぐつ。

　亜あ藍らん須す美み子こである。

「今度こそ逃がさない」

　無慈悲な〈女神〉の使徒はそう言ってにっこり笑った。

「手脚を切り落としてでも、生きてさえいればいいみたいだから、とりあえずダルマさんにして、御主人様の所に連れて行くね？」
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　羽瀬川邸は要塞である。

　外見的には今時の東京では珍しい、というよりほとんど反則とも言うべき規模の木造平屋建てだ。重要文化財にも指定されそうな造りで神社仏閣と間違える通行人も多いという。

　だが逆に言えば、一般人の眼に映る見た目上の特異性はそれだけだ。

　しかし……魔法的な視覚を以もつて見れば、この羽瀬川邸は異様な程の堅けん牢ろう性せいを備えていることがわかるだろう。

　幾重にも施された結界は、正当な方法以外での訪問を徹底的に拒む。もし泥棒の類が塀を乗り越えて忍び込もうとしても『何故か』ロープが切れたり、足が滑ったり、突然腹が痛くなったりと、諸々の障害が頻発して不法侵入を諦めざるを得まい。それでも強引に侵入してくる愚か者には、各種直接攻撃系の魔法が炸さく裂れつする。

　これは勿論……魔法的な力を以て侵入を試みる者にも同様だ。

　空間転移門シフト・ポータルで直接的にこの羽瀬川邸内部に入り込もうとしても、強固な魔法障壁に阻まれてしまう。御前天使級の神や魔ならばこれを強引に突破することも不可能ではないが、それ相応の消耗は覚悟せねばならず……疲ひ弊へいしきったところを警備の式神部隊に袋叩きにされるだけのことである。

　羽瀬川邸に入る一番簡単な方法は、ごく普通に玄関か勝手口から、呼び鈴を鳴らすことなのだった。

　そういう訳で――

「――ふぅ」

　羽瀬川拓人は空間転移門シフト・ポータルの出口を羽瀬川邸の勝手口付近に設定した。堅牢無比な防御機構は半ば以上自動的で――身内である拓人にも適用されてしまうからである。

　タクラマカン砂漠への転移時と同様、光の魔法陣が虚空に描き出され……その中から一同がぞろぞろと出てきた。拓人。明人。鈴穂。由々子。聡。薫。桜子。タナロット。フランカ。フルクラム。そして――姿は見えないままだが――カーティス。総勢十一名。いや、タナロットが眠ったままの『周防千里』を背負っているから十二名と言うべきか。

　ともあれ――

「とりあえずはあっちの周防君達と合流すべきだろうね」

　一同を見回し拓人は言った。

「あっちとかこっちとかややこしいな」

　と顎に手を当てて聡が言う。

「千里壱号とか千里初号機とかファースト千里とか……区別する名前を付けた方がいいんではないでしょうか？」

「なんでロボットみたいな区別名なの」

　と苦笑する拓人。

「格好いいじゃないですか」

「そ……そう？」

「いや。先生がお気に召さないなら、ストライク千里とかスーパー千里とかアーマード千里とかメサイア千里とかでもいいですが……」

「何がどうアーマードなんや」

　と桜子も突っ込む。

「……そういやアーマードで思い出したけど」

　ふと聡はポケットから三つの薬やつ莢きようを取り出した。

　見た目にはただの金色の筒、自動拳銃を撃った際に排出される『撃ちガラ』にしか見えないのだが……

「千里の妹とアジャスタント二体を封印してるんでした」

「その中に？」

「はい。空間と存在係数を圧縮して閉じ込めてあります」

　と答えたのは聡ではなくその魔法を直接使った彼のアジャスタント――フランカだ。

「もう封印解いても大丈夫でしょうかね？」

「ガストン教授の手記の記載が正しければ――多分ね」

　聡の問いに拓人は頷いた。

　周防・ガン・ウーラ。

　テジャス・ファルチェスク。

　ミーティア・ファルチェスク。

　この三名は周防万尋の『現実を書き換える』能力の影響を受けて一種の洗脳状態にあった。だが元より魔力が強い存在は万尋の能力の影響を受けにくい上――万尋の能力は千里という『分身』の存在によって不安定になっている。

　要するに万尋の能力は今のところ、時間的・空間的に限定されており、しかも『書き換え』を恒久的に反映できない。効果はごく一時的で、放っておけば元に戻ってしまうのだ。そして魔法使いや神族、魔族、精霊の類は、万尋から離れれば離れるだけ、その影響から脱し易い。

「事情説明には骨が折れそうだけどね」

　そう言って拓人はタナロットが背負っている『周防千里』を振り返る。

「そういえばテジャスやミーティアはこっちの千里とも接続同調できるんやろか？」

「それはないよ」

　と拓人は桜子の疑問に即答する。

「『契約』してないからね。でも――類感呪術的な手法で、バイパス回路は創れるかもしれない」

　類感呪術というのは、イギリスの文化人類学者フレイザーが『金きん枝し篇へん』という著作の中で定義した民俗学上の概念だ。『姿形や性質の似たものは互いに影響し合う』という考え方で、多くの文化圏でこの発想を基本とした呪術形式が見られるという。

　日本人にとって一番わかり易い例は『丑うしの刻こく参り』で――人の形をした藁わら人形に五寸釘を打ち込むことで、呪術的な危害を相手に加えることができるという考え方だ。藁人形に写真を貼り付けて行う場合もあるようだが、これはより『姿形を似せる』という発想から来ているのだとも言われる。

　ともあれ――

「とりあえずテジャス・ファルチェスクを封印から解放したら彼女を着せましょうか。彼女ならこの『周防千里』くんの意識が戻っていなくても問題なく動かせるでしょうし」

「そうですね。いくら力持ちと言ってもタナロットに背負って歩かせ続けるのも何ですし……」

　拓人の言葉に由々子は頷く。

　その時――

「――おおっ!?」

　不意に驚きの声が上がった。

　拓人達一行のものではない。

　何事かと振り返った拓人達は――何やらこちらを指差して驚きの表情を浮かべている男女を見ることになった。見るからに柄の悪そうな二人組で、耳だけでなく鼻やら唇やらにもピアスをし、男の方は肩やら頰に刺青っぽい模様まで入っている。しかも彼等が乗っているのは、いかにも車検には通らなさそうな感じの、改造車。

　何というか『ども！　チンピラッス！』と全身で主張しているかのような連中だった。

　衣装にしても風貌にしても愛車にしても、勿論、それそのものは個人の自由ではあるのだが――

「王子様だよ！　テレビでやってた！　マジ？　マジ？」

「一千万――いや、一億円ッ!!　ぎゃは！」

　何やら二人はこちらを指差して盛り上がっている。

　どうもタナロットが背負っている千里の方を見ているようだが――

「……はあ？」

「王子様？　誰？」

　拓人達は意味がわからず顔を見合わせる。

　そこに――

「いちおくえーん！」

「ゲットォォオオ！」

　エンジンの咆哮とタイヤの悲鳴を高らかに響かせつつ、チンピラカップルが乗る改造車が猛烈な勢いで突っ込んできたのは、次の瞬間だった。

　さすがに改造車――凄まじい加速で殺人的な速度に達する。

　だが……

「――みゃ？」

　ぼごぉん。

　改造車のバンパーは……否、ボンネットまで含めて車体前半分は大きくひしゃげていた。タナロットが何の気なしに突き出した拳に激突して。

「うそおおお!?」

　悲鳴と共にボンネットが爆発的に跳ね上がる。恐らくエンジンの一部が衝突の衝撃で圧壊したのだろう。次の瞬間、改造車はチンピラ諸共爆散した――ようにも見えたが。

「……え？」

　一瞬逬ほとばしった炎は、次の瞬間にはフィルムの巻き戻しを見るかのように消滅し……それどころか破損した改造車そのものが、タナロットの拳の辺りを中心として、幾重にも幾重にも、まるで折り紙細工でも見ているかのように折り畳まれていき、消滅していた。

　腰を抜かしたチンピラカップルだけを路上に残して。

「危ないなあ」

　と言うのは魔法機杖を掲げた拓人である。

　彼が愛用の杖ファルチェを用いて高速起動した魔法の効果なのだろう。

「ちょっと寝ててもらえますか」

　そう言って彼は杖をチンピラカップルに向ける。

　きゅきゅきゅ、と魔法機杖は圧縮高速詠唱――次の瞬間、二人は意識を失ってこてんと路上に転がった。

「何なんだろう一体？」

「王子様とか一億円とか言ってたみたいだけど……」

　首を傾げる拓人と鈴穂。

　これに対し――

「……ひょっとして、これじゃないでしょうか？」

　と薫が掲げて見せるのは――ワンセグ放送受信中の携帯電話だった。
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「亜藍須美子」

　千里はクフィールの背中から下りながら呼び掛ける。

　スタジオは、ありとあらゆるものがヒヒイロカネの糸によって拘束されていた。恐らく張り巡らされたその全てが使用者の意一つで捕縛対象をみじん切りにしてしまう凶器へと変じる。この傀儡が何を目的にこんなことをしたのかはわからないが――迂闊なことをすればこの場は一瞬にして処刑場と化すだろう。

「やっぱりお前達があの愉快すぎるデマを流したんだな？」

「そうだよ」

　にっこりと無邪気な笑みを浮かべて須美子は認めた。

　彼女は両手を後ろで組みながら千里達の方へと無防備に歩いてくる。

「改めて確認する程のことでもないでしょう？　少し考えれば誰にだってわかることよね。そのデマを上書きする為に貴方達が放送局にやってくることも――ね？」

　少し身を屈め千里の顔を下から覗のぞき込こむ須美子。

　仕草そのものは清楚可憐だが……彼女の行為は全て上っ面だけで中身がない。この少女は傀儡だ。姿形から言動に至るまで、全ては模倣であってそれ以上でもそれ以下でもない。

「悪かったな」

　顔をしかめてそう応じつつ――

（……行け）

　千里は身体の陰で斜め後ろにいる暁美達に小さく手を振って見せた。

　此処に至っては、彼女等が千里の側にいる意味はない。直接的な戦闘力に乏しい暁美とウェルキンは、むしろ足手まといになりかねないからだ。いや……万が一にも、須美子だけでなく万尋が近くにいれば、彼女等までその影響力で敵に回る可能性すらある。

「俺は思いつかなかったよ」

「じゃあ別の誰かの入れ知恵？」

「…………」

　自前の両眼は須美子をしっかりと見据えつつ、足音と気配で――接続同調しているクフィールの感覚越しに、暁美とウェルキンが荷物を抱えてスタジオから出て行くのを感じ取っていた。

　須美子は特に反応なし。

　千里越しに暁美達の動きは見えていたであろうに――興味を引かれた様子さえない。千里以外はどうでも良いということだろう。

「まあでも……無駄だけどね」

「……なに？」

「御主人様がどうやってデマを流したと思う？」

　須美子はぐるりとスタジオを見回して言った。

「いちいちスタジオごと支配してデマ番組を流させる？　そんなの効率悪いでしょ。貴方のせいで御主人様の支配力には範囲制限があるんだから」

　万尋の一部から作られた千里は、つまり、万尋の分身と言うこともできる。

　そして――万尋の能力は自分自身には作用しない。万尋の存在自身が能力作用のための基点として働くからだ。

　つまり……現在は基点が二つ、つまり千里の存在自体が万尋の『世界改変能力』の矛盾になってしまっている状態だった。

「一つ一つデマの番組を作って流させても、その上から訂正されちゃったら困るしね。だから御主人様は根元を押さえることにしたの」

「根元……？」

「東京に存在するテレビ放送局全ての電波放送の、根っこをね」

　それは即ち――

「――東京スカイツリー!?」

　日本最大、いや世界最大とも言える電波塔。

　高層ビルの乱立により、電波塔としての機能を果たしにくくなってきた東京タワーに代わり建てられた、高い高い――鋼鉄の尖塔オベリスク。通常、在京の放送局は、民法、ＮＨＫを含め全て、ここから関東圏全てに向けて放送される。

　つまり万尋は根元を押さえている――電波放送の蛇口とも言うべきそこに陣取って、流れ出る直前で放送データを改変しているのである。普通はそれなりの設備が必要になるだろうが、〈女神〉たる万尋にとっては、放送データの改変など、鼻歌交じりの作業でしかないだろう。

「そこに行けば万尋がいるんだな」

「そうだよ」

　微笑ほほえみながら後ずさりする須美子。

　煌こう々こうと焚かれたスタジオ照明と角度の関係で――彼女の足下の影が急激に大きくなる。

　まるで黒い水溜まりの如くに。

「でも周防君はわざわざ行く必要はないよ？」

　その『水面』下からゆらりと浮かび上がってくる巨大な物体。

　鋼の巨大な……蜘蛛。

「私が連れてってあげるから。さ――コンパクトになる時間だよ」

「……がぅ」

　千里の横に魔獣状態のクフィールが並ぶ。

　既に彼女の全身にはぱりぱりと音を立てて蒼白い電光が這い回っている。戦闘準備は万端、大軍勢ならばともかく、須美子と鋼蜘蛛、それぞれ一体ずつが相手ならば今まででも何度も退けてきた。負ける道理はない。

　しかし……

「ああ。言っておくけど」

　須美子はふと思い出したかのように背後を振り返った。

「得意技の雷撃は使わない方がイイと思うな。この人達を黒こげにしちゃっても良いなら、別だけどね？」

「……ッ！」

　魔力伝導性を持つヒヒイロカネは、魔力を捉え、拡散させてしまう。

　クフィールがこれを破壊しようと思えば、魔力の塊かたまりである球電を、衝撃波や高圧電流といった純粋物理的な力に変換してやる必要がある。実際――今まではそうしていた。放たれた球電は、着弾の瞬間に物理的な破壊力に変換するよう、術式が仕込まれていたのだ。

　だが……現状ではこの方法は使えない。

　物理的な破壊力に変換されれば、それはもうクフィールの制御を離れる。そしてヒヒイロカネを破壊するような大威力は、電流にしろ衝撃波にしろ、無関係な人質達を余波で殺しかねない。

「じゃあまずは右腕からね」

　宣言と同時にヒヒイロカネの斬撃糸が千里に襲いかかる。

　だが勿論クフィールがこれを黙って見ているはずもない。

「がうっ！」

　彼女は千里の前に飛び出ると自らの身体を盾にしてヒヒイロカネの斬撃糸を受け止めていた。一瞬にして赤い超金属の糸は幾重にも彼女の身体に絡み付く。

「先に邪魔なケダモノを処分しておいた方がいいかな」

　須美子の言葉と共にきゅっと斬撃糸が締まる。

　柔軟かつ鋭利な刃は蒼白い魔獣の全身を輪切りに――

「……え？」

　できなかった。

　ヒヒイロカネの糸は一瞬にして分解されていたからだ。

「超震動!?　でも――それは」

　全身の体毛を逆立てて高周波数で震動させ、触れるものの分子構造そのものを破壊する。

　だがそれはクフィールにとって禁じ手だったはずだ。一度は須美子の集団から逃れる為にこれを用い、自分一人では回復不能な程に疲弊してしまった。

　なのに――

「クフィ！」

「がうっ!!」

　千里は再びクフィールの背中に飛び乗った。

　同時にクフィールは床を蹴ってスタジオに張り巡らされた赤い蜘蛛の巣に体当たりする。　彼女の体毛に触れるや否や、ごっそりと塵ちりにまでヒヒイロカネの糸は分解され、傍に捕らえられていた放送局スタッフをまとめて解放することになった。

「～～～～～～ッ！」

　自由になったスタッフ達は転がるようにしてスタジオから飛び出していく。

　これを追うようにして放たれた斬撃糸は、再び彼等の首に、胴に、足に巻き付いて――

「――ッ!!」

　次の瞬間走った蒼い疾風がその悉ことごとくを切断していた。

　クフィールと千里である。

「やはり……でもどうして？　あの時は……」

「漫画とかじゃよくあるよな！」

　千里はにやりと笑いながら叫んだ。

「一度死の淵にまで叩き込まれた奴が生還したら――何倍も強くなってるって！」

「……!?」

　愕然とする須美子。

　だが構わずクフィールは次々とヒヒイロカネの糸を分解していく。

　その牙で。その爪で。

（そもそも全身に超震動纏まとうから破は綻たんするんだよ）

　先にクフィールが超震動を使ったのは、須美子達の包囲網から抜け出す為――四方八方から押し寄せる斬撃糸を、千里を庇いながら防ぐ為だった。

　いわば『守り』に使ったからこそ彼女は過剰な程の超震動を身に纏わねばならなかったのである。しかも自分の腹側に抱え込んだ千里は傷つけぬようにと、彼に触れる部分の体毛については超震動させない――そんな部分的な使い分けまでしていた。

　逆に言えば、クフィールは任意の部分に絞って超震動を纏うことができるということだ。

　爪や牙といった攻撃する部分だけに限って超震動を纏うような――あるいは、自分に巻き付いた糸の周りだけに超震動を使うような。

（ピンポイントで使えりゃ負担は少ない。たとえ傷を負っても即時に修復してやればクフィは戦い続けることができるって寸法だ――ちょい俺はきっついけどな）

　現在、千里とクフィールの接続同調深度は……実は禁断の『四』だ。

　一度、深度四まで潜ったことで、千里とクフィールの間の『仕切り』は完全に外れてしまっている。これはクフィールの能力をほぼすべて千里側で制御できるのと同時に、暁美のアパートで行ったような『修復』も可能だ。つまり傷つこうが壊れようが千里からの情報転写でクフィールは修復し続けることができる。

　勿論……これは利点ばかりではない。

　そもそも深度『四』の接続同調が通常できないようになっているのは、これが危険だからである。千里は常にクフィールの意識に融合同化してしまう危険を背負うし、苦痛もまた共有することになる。また修復に際しては魔力や体力をクフィールに激しく吸い取られる。

　つまりは千里がどれだけ精神的にも肉体的にも『死』の一歩手前で踏ん張れるか――それが勘所なのである。

（千里様――大丈夫ですか？）

　意識の裏側でクフィールが気遣わしげに尋ねてくる。

　深度『四』に持ち込んだのはスタジオに踏み込んだ直後だが……さすがに超震動を使えば途端に千里の側の負担も倍増する。

　しかし――

（……俺達は……一心同体だ）

　一番接続深度『四』が危険なのは――実はそれが『気持ちが良い』からだ。

　自分以外の誰かと一つになること。

　その快楽は、自我境界を越えて千里を深淵に引きずり込もうとする。だがもしそちら側に落ちてしまえば、恐らく『周防千里』という人格はクフィールのそれと融合して消滅するし、それはクフィールの側も同様だろう。

　だから踏みとどまらねばならない。

　深淵の一歩手前――いや半歩手前で。

『一つになること』と『独りになること』は似て非なるものなのだから。

　外部からの苦痛と内部からの快楽。

　それらが混じり合って千里の意識を揺さぶっている。

（千里……さま）

（いや、変な意味じゃなくて！　つかそっちの意味もあるけど――いやとにかく！）

　慌てて千里は言った。

　少なくとも意識はまだ混じり合っていないようだ。

（お前が大丈夫なら俺は大丈夫だ！）

（は、はい！）

　床を蹴ってさらにクフィールは爪と牙でヒヒイロカネの糸を破壊していく。

　須美子と鋼蜘蛛はこれに糸を吐いて対抗するも――千里達の動きを搦め取るまではいかない。

「だあああああああああああああああああああああああッ!!」

「がうううううううううううううううううううううううッ!!」

　人馬一体ならぬ人獣一体――揃って咆哮をあげながら千里達はスタジオの中を縦横無尽に駆け回った。
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　…………

『なんかおかしなことになってますよおまいら』

『祭のヨカン？』

『東京終了のお知らせ？』

『何がどうなってんの？』

『東京の情弱が暴動起こしてるみたいよ』

『なにそれ？』

『暴動って程じゃねーよ、勝手なこと言うな田舎もん』

『なんかテロリストにどっかの国の王子様が掠さらわれたとか言われてんだけどさ』

『そんな国何処にもないんだよね、ググると』

『なんかの映画じゃねえの？　ラジオかなんかでオーソンウェルズの朗読した『宇宙戦争』が本物のニュースと混同されてパニックになったとか――そーゆー話あったらしいじゃん、昔のアメリカで』

『でも、民法もＮＨＫも全部同じ内容のニュース報じてたんだよなあ』

『テレビで見ただけであっさり洗脳されるアホ共がその誘拐犯捜して大騒ぎって話』

『まずはググれっての。これだからＤＱＮやジジババは』

『テレビ見ないおまいらも大概だけどな』

　電子の網の上で交わされる他愛もないやり取り。

　テレビ放送に――マスメディアに対してそもそも一定の不信感を持っている者達は、早々に今回の『誘拐事件』について疑問を覚えていた。だが彼等はまだ仮想空間の中でデマに踊らされる人々を嘲笑うだけで、何ら具体的な行動を起こしていなかった。

　ただ――

『おまいら。これ見ろ。すげーぞ』

『マジ!?　なにこれ!?』

『ＣＧよくできてんなー』

『ＣＧなのかこれ!?』

『つか、主演してるの『王子様』じゃねえの？』

『誰か比較画像キボン』

　…………

　ネットワーク上に放たれたストリーム放送のデータ。

　リアルタイム――生放送を謳ったその映像は、急速に電子の網の上で視聴者を増やしていった。
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　空気を裂いて幾重にも放たれる真紅の斬撃。

　だがその悉くを蒼い魔獣の爪と牙が断ち切ってゆく。

　ぶつかり合う渾身の攻撃力と攻撃力は互いに相殺し……使い手の動きをも抑え込んでいた。千里とクフィールは斬撃糸をかわし、あるいは破壊するのに手一杯。だが須美子も鋼蜘蛛も千里とクフィールを近づけないようにすることに手一杯。

　もしこれが広い野外であったならば、千里とクフィールが有利であったろう。

　だが此処はスタジオの中――限定空間。

　クフィールの機動力は著しく制限される一方で、既に大量に張り巡らされていたヒヒイロカネの糸は、四方八方から攻撃を仕掛けてくる。人質の一件はあくまで須美子が虚を突かれたからで……クフィールに超震動の力があるとわかれば、彼女の方にも油断はない。またこれだけ大量のヒヒイロカネの糸ならば避雷針としても充分に機能する為、雷撃も拡散されてろくに威力を発揮できない。

　過去数度の戦いに敗北したことで、須美子の側も学習しているのだろう。

　完全な拮きつ抗こう状態だった。

　ほんの少しでも集中力が途切れた方が負ける。

　それはどちらも理解していた。

　故に――

「ちょっとしたことで状況は変わっちゃうのよね」

　にっこりと笑いながら須美子は言う。

　次の瞬間――

「……!?」

　轟、と空気が鳴動する。

　開け放たれたままのスタジオの出入り口――そこから空気を抉えぐりつつ巨大な赤い『拳』が突き入れられていた。

「がぅっ!?」

「――!!」

　目の前の須美子の動きに集中していた千里達は……何の前振りもなく、いきなり背後から飛んできた一撃をかわす余裕はなかった。

　吹っ飛ばされるクフィールと千里。

　二人は床で跳ねて、滑って、そのまま須美子と鋼蜘蛛の足下へと倒れ込んだ。

「だからこちらが二体になったら、あっさりやられちゃう」

　巨大な赤い拳はゆるりと溶けて――いやばらけて輪郭を失う。それは次の瞬間、無数の糸へと分解し、静かに巻き取られていった。

　入り口に立つもう一体の須美子の方へと。

　元より傀儡人形――大量生産した筐きよう体たいに、複製した疑似魂魄を封入インストールすれば彼女等は何体でも増えていく。一人が全員、全員が一人、彼女等は一人残らず滅ぼされなければ本当の意味で『死』にはしないし、自己同一性の問題から、自我や感情は皮相的なレベルに抑え込まれていて、一体や二体、破壊されたとしても彼女等は怯おびえたり狼狽うろたえたりすることもない。

「ぐ……く……」

　千里は呻きながら身を起こす。

　彼のすぐ側ではクフィールも身を起こし――しかし。

「はい、おしまい♪」

　千里の四肢に痛みが走る。

　愕然と自分の身体を見下ろす千里は、両手両脚の付け根に、輪状に血痕が滲にじんでいるのに気付いた。

　既に、斬撃糸が巻き付けられているらしい。

　テジャスを着ていれば話は別だが――今の千里の衣装はごく普通の服だ。斬撃糸を防ぐ機能はない。恐らく、須美子がその気になれば、一瞬で千里は四肢を落とされて芋虫状態になってしまうことだろう。

「……怖い？」

　須美子は興味津々といった様子で尋ねてきた。

「ねえ。怖い？」

「……つまんねえこと聞いてねえで、斬りたければ斬ればいいだろ」

　意識内では『迂闊に動くな』とクフィールに命じつつ、千里は須美子にそう返した。

　須美子が二体。鋼蜘蛛が一体。恐らく鋼蜘蛛は須美子の使い魔――というより『一部』であろうから、見えていないだけでもう一体近くに鋼蜘蛛が潜んでいる可能性が高い。

「御主人様はね」

　須美子は――二人の須美子は声を揃えてステレオのように言った。

「君に棄すてられて、凄く寂しかったんだって」

「…………」

　千里の脳のう裏りに原初の記憶が蘇る。




　――待って。置いていかないで。お兄ちゃん……




「君のこと、恨んでるよ、御主人様は」

　須美子達はまるで嬲なぶるかのような口調で言った。

　だが人形に嗜し虐ぎやくの意識はない。

　それはつまり虚ろな須美子という器に、千里に対する嗜虐を流し込んだ者がいるのだ。

　それは即ち――

「だから、君が、哀しんだり怖がったりすると、御主人様が喜ぶの。とっても喜んでくれるんだよ」

（……万尋）

　千里が見捨てた妹。

　千里が拒んだ創造主。

　全ての――始まり。

「だから周防千里君？　命乞いとかしてくれないかなあ、みっともない感じで」

　ころころと明るい感じで鈴のように笑う須美子。

「……殺さないんじゃなかったのか？」

「あ。そうだね。じゃあ命乞いじゃなくて、手脚乞いかなあ？」

　みちりと音を立てて――あるいはそれは千里の痛覚神経が直接聞いた幻聴の類かもしれないが――斬撃糸が千里の身体の四カ所に食い込む。

　滲む程度だった血は、今、はっきりと雫となって彼の四肢を伝い落ち始めた。

「がぅっ!?」

　咄嗟に動こうとするクフィールだが、千里は彼女に首を振ってみせる。

　今ここでクフィールが動いても、千里が四肢を落とされる方が早い。そして接続同調している以上、クフィールにその痛みが逆流する可能性も高いのだ。

「……ひょっとして」

　首を傾げて須美子達が聞いてくる。

「何か策でも練ってる？」

「…………」

　千里は答えない。

　それをどう思ったか須美子はさらに反対側へ首を傾げて言った。

「でも多分無駄じゃないかなあ？」

　その言葉は……ステレオどころか、あちらこちらから聞こえてきた。

「……！」

　亜藍須美子――達。

　いつの間にか集まってきた傀儡人形達は、既にスタジオのあちこちにいた。

　恐らくは十体以上。これはもう絶望的と言って良い戦力差だった。

　一対一で闘っていても力が拮抗していたのだ。これが十対一となれば多少の策を弄しても、とてもではないが、クフィールと千里には勝てない。

「別に策なんて練ってねえよ。今更」

　痛みを堪こらえながら千里は言った。

「そうなの？」

「人事を尽くして天命を待つってか――そんな感じだな。情けねえけど」

「……？」

　また揃って首を傾げる須美子達。

　そして――次の瞬間。

「――しょうッ!!」

　黒い稲妻が駆け抜ける。

　空中で一回転しながらそれは優雅にスタジオの真ん中へと降り立っていた。

「……え？」

　間の抜けた声が一斉に響く。

　全ての須美子達が呆然とその突然の闖入者を見つめていた。

「魔法ッ！」

　さっと掲げられた右手が空を裂く。

「王子ッ！」

　さらに首に巻いたマフラーが何故かたなびく。

　屋内で風もないのに。

「スオウッ!!」

　――ばぁん。

　てな感じの描き文字が背景に出てきそうな感じでポーズをきめまくるその人物。

　それは……

「周防千里……!?」

　そう。何処からどう見ても周防千里その人だった。

　もっともその格好は普段の彼とは似ても似つかない。黒いゴスロリ風のドレスに身を包み、手脚には鎖付きのブレスレット、どう見てもとち狂って女装したとしか思えない姿になっていた――というか成り果てていた。

「……って」

　悲鳴じみた声が上がる。

「なんなんだそれはっ!?　っていうか誰だそいつ!?」

　その声の主もまた周防千里その人であった。

　というか――須美子の前には周防千里が二人いた。

　一方は先程からヒヒイロカネに縛られたままの千里。

　そしてもう一方はゴスロリドレスを身に纏う『男の娘』千里。

　顔を見る限りどっちも寸分の狂いもない――というかゴスロリ千里の方がちょっと髪が長い感じではあったが。

「僕の名は周防千里！」

　とゴス千里は宣言した。

　微塵の躊躇も羞恥も逡しゆん巡じゆんもなく。でもって何故かさらにポーズをつける。フリル一杯のスカートが揺れて、鎖がちゃりちゃりと音を立て、マフラーがまた無意味になびいた。

　何というか――

「魔法の国からやってきた、魔法の王子様だッ！」

　物凄く痛い感じだった。

「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!?」

　悲鳴じみた声で絶叫する千里（ゴスじゃない方）。












　まあその手の倒錯趣味もないのに、自分の顔と名でゴスゴスロリロリした服を着て人前に出てこられたら、羞恥心で気が狂いそうになるのは当然だろうが。

「つか、テジャスか!?　テジャスだな！　テジャスだろ！」

「――御主人様」

　ゴス千里はふとポーズを止めて言った。

「何事もそんな風に先入観で決めつけるのは良くないですよ？」

「じゃあ違うのかよ」

「いえ。違いませんけど」

「お前なあっ!?」

　思わず怒鳴って立ち上がり――そこで千里は気付いた。

　ヒヒイロカネの糸が切れている。

「……!?」

「陽動、御苦労様です」

　そんな言葉と共に何かがスタジオ内を過よぎる。

　次の瞬間、スタジオ全体に張り巡らされていた糸が残らず断ち切られ、断片となって雪のように降り注いだ。

　声はすれども姿は見えない。

　ただ結果だけがそこに生まれる。

　これは――

「カーティスも御苦労さん」

　そう言って労ねぎらうのは、スタジオの入り口に立っていた少女である。

　斯波桜子。彼女の脇に置かれた照明の反射板に、すっと一人の青年の姿が映り込む。燕尾服に蝶ネクタイに白手袋――といった典型的な執事スタイル。目立つことこの上ないはずのその姿は、しかし反射板の前には存在しなかった。

　見えない執事――カーティス・クリンゲンスミス。

『刃匠』の名の通りそのアジャスタントの操る影は、その薄さを以て如何なる魔剣にも優る切れ味を示す。

「待たせた？」

　そんな言葉と共に銃声が鳴り響き、数体の須美子が――消える。

　まるで何かの渦に巻き込まれるかのように、その姿が歪んで、絞られ、そして黒い一点の中へと吸い込まれていったのだ。

「何とか騎兵隊の到着が間に合ったって感じかな？」

「…………あと一分早ければもっと嬉しかったけどな」

　千里は銃を手にした同級生に――聡に向けてそう言った。

「……どうして」

　残った数体の須美子達が口を揃えてそう問うた。

「ここに？」

「――お前さ」

　血の滲む自分の二の腕に触りながら千里は言った。

「万尋と同じで最近、こっちの世界に戻ってきたんだろ？」

「…………」

「だから詳しくないんじゃないかと思ったけどな。当たりか」

「何の話？」

「今はＵストリーム放送とか、ニコ生とか、インターネットで生放送もできるんだよ。それも機材さえ揃ってれば、パソコン一台とカメラ、それにブロードバンド環境だけでな」

「まさか……」

　須美子が辺りを見回す。

　彼女の視線は――スタジオの入り口の脇で膝をついて小さなカメラを掲げている暁美の姿のところで止まった。そこでようやく須美子は気付いただろう、暁美が持って逃げた『荷物』が、そのパソコンとカメラだったということに。

　人事を尽くして天命を待つ。

　つまり――

「先に散々、お前達が俺の顔を有名にしてくれてたからな。ネットでは『祭』状態にするのに手間かかんなかっただろうな」

　少しネット関係の情報に敏感な者なら、ツイッターや掲示板で、すぐにこのスタジオからの生放送に気付くくらいに。そしてスマートフォンに代表されるような、最近の機能が充実した携帯電話ならば、この手の生放送を出先で見ることもできる――

「正直、来てくれるかどうかは賭かけだったんだけどな」

「ああ。そのことなんだけどね」

　と聡が苦笑して言った。

「実はその放送がなくても千里、君の位置はわかってたんだ。由々子先生の使い魔が君の後をつけてたから」

「……へ？」

　呆気にとられた声を漏らす千里。

　次の瞬間、聡の傍でぽんと小さな爆発が生じたかと思うと、由々子の使い魔のポチを何分の一かの大きさに縮めた感じの人造精霊が現れていた。

「生徒全員分に分割してたみたいだから、あくまで、発信器程度の役にしか立ってなかったみたいだけどね」

「…………」

「あ、でもでも周防君」

　聡の後ろからひょっこり顔を出して由々子が言った。

「勿論、周防君達の放送はね、役に立ったのよ？　予あらかじめスタジオ内の状況がわかってたから素早く突入できた訳だし……ね？」

「…………」

　慰なぐさめるような由々子の言葉を千里はしばし呆然と聞いていたが。

「いやまあどうでもいいです」

　とりあえず結果良ければ途中はどうでも良い。

「――そういう訳で」

　聡は言った。

「亜藍須美子君だっけ。チェックメイトだ。君に勝ち目はない。ちなみに転移系の魔法は外で羽瀬川先生がブロックしてるから、使えないよ」

「くっ……」

　元より惜しむ命など持ち合わせていない傀儡人形。

　せめて千里の腕一本――とでも思ったのだろう。斬撃糸を口から吐き出し、これを鞭のように振り回しながら、千里に向かって突撃する須美子達。

　咄嗟に聡が銃撃すると同時に――クフィールの球電が走る。

　須美子達は次々と撃ち倒されるが、しかし――

「周防千里!!」

　手脚を怪我しているが故に千里の身動きは遅れた。

　銃弾と球電の雨をかいくぐり、残った一体の須美子が彼に迫る。

「させません！」

　とテジャスが投げ掛けられた斬撃糸を、ミスリル銀製の右袖で絡め取るが――それは囮おとり。

　斬撃糸を破棄して跳躍した須美子は、右腕を貫ぬき手ての形に構えながら千里に向かって飛び掛かった。

　そして――




　――がづん。




　次の瞬間……唸りを上げて飛来した一本の槍が須美子の額ひたいを貫いていた。

「かっ…………」

「亜藍須美子」

　聡達を押し退けて前に進み出るのは……褐色の肌の少女だった。

　怜悧な美しさを備えたその容姿は、およそ民族的特徴というものがない。金髪。紫瞳。そして褐色の肌。顔つきや体つきも含め、本来ならば同居するはずのない特徴が一つの身体の上に存在して――奇跡的な均衡を保っている。

「…………周防・ガン・ウーラ」

　大きく仰のけ反ぞりながら須美子が呟く。

　アフリカ産のサムライ戦士にして千里の義理の妹だ。

「残念だ。亜藍須美子」

　呟くように言いながらウーラは千里の脇を通り過ぎて額を貫かれた須美子の前に立つ。

　手を伸ばして槍の柄を摑みながら彼女は続けた。

「謀はかられたとはいえ、一度は友として受け入れた相手を、斬るのはな」

「…………」

「ハッ！」

　気合いと共に槍を介し伽が藍らん堂どう流りゆう兵ひよう法ほう奥おう義ぎの一……〈震しん電でん〉が炸裂。

　次の瞬間、小さな爆発と共に須美子は文字通りの人形へと変化して床に転がった。

「ウーラ……」

「無事か、御兄様」

　ウーラは千里達を振り返って言った。

「お前――」

「大丈夫だ。もう万尋の影響は抜けている」

　とウーラは言った。

「しかし……面めん妖ような」

「……？」

「御兄様が二人とは」

「……あ」

　言われて気付いた。

　何故かテジャスが――普段の赤毛の少女形態ではなく、千里の姿をしていることに。

「つかテジャス！　趣味の悪い真似はよせ！」

　とテジャスに向けて怒鳴る千里。

「ええ!?　お似合いですのに」

「俺に女装趣味はねえつってんだよ！」

「何事も挑戦ですよ千里様！」

　ぐっと拳を握り締めるテジャス。

「自分と同じ顔した奴が眼の前にいるだけでも不気味だってのに、ゴスロリ服まで着せられたら何の拷問だよ!?　いいからその、俺の姿を真似るのをやめろ！」

「……千里様？」

　テジャスが首を傾げる。

　いやまあ傾げているのは千里の首なのだが――

「私、千里様の真似はしてませんけど」

「してるじゃねえかよ現に！」

「――周防、くん、あのね？」

　歩み寄ってきた由々子がおずおずと言った。

「違うの」

「違うって何が？」

「だから――テジャスさんは周防君に変身なんかしてないの。あれも、周防君なのよ」

「……は？」

　意味がわからず固まる千里。

　そんな彼に……

「本物の御兄様の死体から復元された御兄様――だそうだ」

　無表情にウーラが言う。

「本物……？」

　それは偽物があることが前提の言葉で。

　つまり――

「それって」

　呆然とテジャスの『芯』になっているもう一人の自分を見つめる千里。

　イブから生まれたアダム。

　万尋の能力による複製品。

　周防千里の――

「…………俺は……俺の……」

　喘あえぐように呟く千里。

「気持ちはわかるけど――千里」

　廊下の方を振り返って聡が言う

「今は此処から早く離れた方がいい」

「…………」

　さすがに騒ぎになっているのだろう。

　開けっ放しの扉から、人々のざわめきと、そして微かにパトカーのものらしいサイレンの音が近付いてくるのがわかった。





















　光と闇が絡み合いつつも、決して溶け合わぬ場所があった。

　聖と邪。正と負。協調と対立。本来ならば決して相容れぬ二極が同じ場所にあり――しかし決して均質化されることなくそこにある。無視するのではなく。敵視するのでもなく。影響を互いに及ぼしつつも互いの純粋さを冒さない。

　まさしく混こん沌とんを表す空間であった。

　その真ん中に置かれた――球卓。

　惑星を巡る衛星の如くにその周囲に配される十三の座。

　現在その座の多くは空席になっている。埋まっているのは僅わずかに三つのみ。残りの十の席に座るべき者達はそれぞれの視点からこの『世界』を観察すべく出掛けていた。

「……〈詐欺師トリツクスター〉の能力の拡大版」

　そう呟くのは黒衣の青年だった。

　中世風というか――ファンタジー風の衣装に身を包み、腰には剣を差している。長い黒髪を首の後ろで括っている髪型も実に『それっぽい』感じだ。そして小柄な少女がその膝の上に座っているのもまた。

〈終わりの魔獣ドラグーン〉と呼ばれる混沌委員会の一人。

　彼等曰く『二人で一人』――特に少女の『私はあくまで彼の剣であって一人ではない』という主張から便宜的に彼等は一人分として計上されている。

「さすがにそれは危険過ぎる」

　黒衣の青年は物憂げに言った。

「世界の基本原則――根本的な有様を冒す。〈詐欺師〉の能力は時間限定、範囲限定であるからこそ成立していたものだ。それを取っ払ってしまえば、どうなるか」

　混沌委員会。

　アバロン学園都市を運営する上で『完全な第三者』としての立場を期待されたオブザーバー集団。

　委員会は『巨大妹事件』の際に確認され、『始源的神魔創造者』の研究と共に急速に進んだ『平行世界』『異世界』関連の魔法技術と理論を用い、文字通りに『この世ならざる者達』を召喚して構成されている。

　だが……

　彼等は明らかにこの世界における『異物』であるが故に、この世界の事象に対して具体的な干渉をする事は難しい。本来そこに存在しないモノが存在する事で生じる影響は波紋のように世界中に広がり、どんな結果を引き起こすか予測がつかないからだ。

「……だからこそ僕達は観測者でしかなかったはずなんだけど」

〈逆レらベうリもオのン〉は鱗うろこに覆われた黒い頰ほおを、鈎爪でぽりぽりと掻かきながら言った。

　彼は――『彼』なのだろう多分――この混沌委員会の中でも特に異形だ。

　人間以外の姿形をしているという意味では、〈性悪巫女フオクシイ・パイセネス〉や、〈仮想聖女ア　ニ　マ〉等も広い意味で当てはまるが、彼女等の基本形はあくまで人型であるのに対し、〈逆らうもの〉はそもそも人間の輪郭すらしていない。

　端的に言えばそれは神話や伝説に謳うたわれる『竜』の姿をしていた。

　もっとも背中の翼を折り畳み、背中を丸めて椅子に座る姿は、妙に人間臭い感じだったが――

「そろそろそうも言ってられなくなってきた？」

「多分――な」

　と肩を竦すくめてみせるのは黒い革ジャケットに加えて銀のアクセサリをやたらにつけた男だった。全体的に胡う散さん臭くさいというか――格好だけを見ればホストのなり損ないのような雰囲気である。

　この男が件の特殊能力者――混沌委員会の一人〈詐欺師〉である。

「〈終わりの魔獣〉の言う通りだ」

　何ど処こか軽い仕草で〈詐欺師〉は肩を竦めた。

「俺の能力は単に威力って意味なら実はそうでかくない。むしろ〈終わりの魔獣〉や〈偶像破壊者イコノクラスト〉の方が何万倍――あるいは何億倍も強いだろうさ。だが能力の『質』って意味ではまた話が別だ」

「……そうだな」

〈終わりの魔獣〉が頷うなずく。

「『世界の在あり方』の上に乗っかってる強大な力と――『世界の在り方』そのものを変えてしまう力との違いだ。しかも――周す防おう万ま尋ひろだっけか？　コイツの能力は制限がない。しかも使ってるのは知識も覚悟もない子供だ。放置したらこの世界はどうなるかわからんな。俺達が表に出ずに引っ込んでた意味がなくなる」

「〈詐欺師〉――」

　やはり物憂げな様子で〈終わりの魔獣〉が問う。

「お前の方法で、この周防万尋の能力を封じ込めることはできるのか？」

「難しいな。本人が同意すれば――俺と同じ方法が使えるだろうが」

　と〈詐欺師〉はポケットから取り出した携帯電話を振って見せる。

「同意しない場合は？」

「さて。殺すのが一番簡単だろうけどなあ」

　上を仰いで〈詐欺師〉は言う。

　もっともこの空間に上下左右の意味はほとんどないのだが。

「……簡単だろうさ。殺すのはな」

　忌いま々いましげに〈終わりの魔獣〉は言った。

「俺の妹もそういう理由で殺されかけたからな。俺はそういう策には賛成できん」

「それは失礼」

　苦笑を浮かべて〈詐欺師〉は肩を竦める。

「だがそれもこの世界の連中が決めることだぜ？　俺達はオブザーバーに過ぎない。オブザーバー以上のことはできない。明らかな干渉をすれば俺達がこの世界を壊しちまう」

「……そうだな」

〈終わりの魔獣〉は物憂げな表情のまま――長々と溜め息をついた。













　夜空を仰ぎ見ながら少女は微笑ほほえんでいた。

　遙かな虚こ空くうの只中――実に地上六百メートルを超える高さにありながら、彼女は何の不安を覚えている様子もない。普通の人間が落下して地面に叩き付けられれば、死体どころか肉片すら残るかどうかも怪しい程の高さだが、この少女にとって、そんなものは何の脅威にもならない。

　周す防おう万ま尋ひろ。

　墜落死どころか――たとえ核兵器を直撃させようとこの少女を殺すことはできないだろう。

　ありとあらゆるこの世の事象を自分の意のままに『書き換え』られるこの超能力者は、いわば神に等しい存在だ。即死でもない限り、この少女は全ての事象を『なかったこと』にできてしまう――自分の負傷もだ。

　そして……

「駄目だよ。お兄ちゃん」

　ひっそりと笑いながら万尋は言った。

「魔法使いなんて、何人いても私には敵かなわないんだよ」

　指先を楽団指揮者のように緩やかに虚空へと掲げて動かす。

　何に触れている訳でもなく――強いて言えば空気を掻かき回まわしただけとしか思えない動作だった。

　しかし……

「私の力の方が強いんだから」

　少女の微笑みが僅わずかに深まる。

　この瞬間、世界の何ど処こかで何かが確実に変わっていた。





●　●　●






「――千せん里り様ッ」

　びしりと音がするよーな仕草で赤毛の少女が千里に人差し指を突き付けて言った。

　小柄で愛くるしい顔立ちの女の子だ。

　だが、ゴスってロリった感じの黒いドレスと、その襟元から下がっている鎖がどうにも猟奇臭漂うというか、一緒に歩くだけで色々といたたまれないよーな気持ちになりそうな姿である。

　テジャス・ファルチェスク。

　千里のアジャスタントの一人、『喋るミスリル銀糸製ゴスロリドレス』であり、エロトーク専用フルレンジ・スピーカーでもある。

「私に何か隠していられることはありませんか!?」

　いつになく強気な口調でテジャスは言った。

　ちなみにテジャスは現在、『もう一人』の千里から離れて精霊化状態に戻っている。

「私がやんごとなき事情で御側にいられなかった間に何かあったんじゃないですか!?」

　此こ処こは――羽は瀬せ川がわ邸。

　一旦、ヤマトテレビ放送局から撤退した千里達は、『恐らくは都内で最も霊的防御力が高い』と拓たく人と達が言うこの日本家屋に身を寄せていた。

　これからどうするのか。どうするべきなのか。

　万尋のこと。

　連絡と行き来ができなくなったアバロンのこと。

　そしてもう一人の千里のこと。

　考えなければならないことは山積みで――あまり時間的余裕がないのはわかっているが、それでも、無意味に結論を急いで失敗しないよう、じっくりと落ち着いて話し合いができる場所が必要だったからだ。

　ちなみに――千里の『王子様』騒動はとりあえず終息の兆しを見せている。

　インターネットの情報拡散も進み、さらには明らかな情報テロと判断した警視庁がパトカーを巡回させながら『テレビ放送の誘拐事件は根も葉もないもので、現在、電波ジャックされている』と告げて回って、インターネット情報の裏打ちをしているからだ。

　無論それでも『警察や政府はウソツキだ』『信用できない』としてまだ千里を探し回っている者達はいるが……とりあえず『スオウ王国』も『センリ王子』もどれだけ調べても現実に存在しない名前だと気付いた者達は、この馬鹿騒ぎから離れていきつつあった。

　で――

「何かって……何だよ？」

　若干、気圧されるように身を反らしながら千里は問う。

「例えば！」

　テジャスはぐっと拳こぶしを握り締めて言った。

　よく見れば――人差し指と中指の間ににゅっと親指の先が見えていたりするが、まあそれはさておき。

「ちょっと私が眼を離した隙すきに大人の階段を上ってしまわれたとか！」

「いっ……？」

　あからさまに動揺しつつも千里は慌てて叫んだ。

「な、な、何を根拠に！」

「女の勘かんです！」

「お前女じゃないって最初に言ってたろうが!?」

　まあテジャスに関しては元々が『服』なので生物的な性別はなかったりする。

「些さ細さいな過去にこだわっていては明るい未来は開けません！」

　テジャスは強引に言ってからクフィールの方をくるりと振り返った。

「クフィールちゃん！」

「がうっ……は、はい!?」

「正直にカミングアウトするのです！」

「あ……でも、千里様はノーカンって――」

「騙だまされてはいけません！　男の人はみんなそう言うんです！」

「言わねえよ！　つかお前も正直にゲロってんじゃない！」

「がぅっ!?　す、すみません……」

　千里に怒鳴られて思わず背筋を伸ばすクフィール。

　だが一度言っちゃったものはどんだけ悔いても喉のどの奥には戻ってくれない訳で。

「ヤったんですね？　ヤっちゃったんですね!?」

「ヤったとか言うな！」

「じゃあまぐわったんですね!?」

「余計生々しいわ！」

「つまり、a bit of fishで、a bit of how's-your-fatherで、a bit of nobbleで、a bit of roughで、bangingで、bedworkで、beef injectionで、boffで、bonkで、bootyで、bouncy-bouncyで、B and Tで、congressで、copulationで、cuntで、embracementで、ficky-fickで、flesh sessionで、fuckで、fun and gamesで、grindで、horizontal dancingで、humperyで、humpingで……　ハアハアハアハア……　それからin-outで、intercourseで、jing-jangで、leg-overで、lovemakingで、meat injectionで、nattumで、naughtyで、nice bit of skirtで、nobbingで、nookieで、parallel parkingで、pom-pomで、poontangで、push-pushで、rogerしたんですね!?」

「……なにげに凄いな、お前」

　何処かの辞書を丸写ししたかのような英語表現の羅列を前に千里が若干、辟へき易えきした口調でそう評する。

「ちなみにmeat injectionは日本語で『にっくき肉片』と言います！」

「言わねえよ！　さらっと変なネタ混ぜんな！」

「露骨な老骨！」

「意味不明だ！」

　とりあえず常識人の義務としてそう喚わめいてから――千里は改めて言った。

「いやまあ、だから、その、精神世界のイメージで、クフィールを治療する為に、そういう感じの、まあ、なんだ、近いよーな、ナニというか、それは、あったような、その」

「千里様！　それは『中には出してないから大丈夫だ』的な言い訳ですか!?」

「違うわッ！　だから精神世界の」

「プラトニック・ラブ？」

「……なのか？」

　まあ実際の行為には及んでいない――はずなのだが。

　しかしテジャスは尚も畳み掛けるように言ってきた。

「心の浮気は体の浮気より罪が重いんですよ！」

「浮気とちゃうわい！」

　と言ってから――はっとする千里。

　テジャスとミーティアとウーラと暁あけ美みと桜さくら子こがじいいいいいと千里の顔を見つめていることに気付いたからだ。

　ちなみにクフィールは先程からずっと顔面真っ赤で俯うつむいている。

「いや……あの……」

　何やら物凄く追い詰められたような気分になって千里は彼女等から視線を逸らして言った。

「いや、だからそれは」

「本気なのですね？　本気汁が逬ほとばしるのですね!?」

「だからなんでいちいち変にエロい方に話をもってくんだよお前は！」

「だって好きだから！」

「開き直るなっ!!」

「という訳で千里様」

　テジャスは言った。

「いざ！　次のステップ！」

「何だよ次のステップって」

「千里の道も一歩からと申します！」

「……まあ言うけど」

「千人斬りもまず一人目から！」

「…………」

「一人目済んだら次は二人を相手に！　その次は三人相手に！　さらにステップアップする度に人数が増えていけば、十日目くらいには五十五人斬りが首尾良く達成できるという寸法です！　千人斬りまで一年かかりません！　お手軽！」

「達成する前に乾ひ涸からびて死ぬわッ！　つか浮気がどうのとか言っときながらナニを提案してんだお前は！」

　喚きながらも――実は心の何処かで少しほっとしている自分を千里は自覚していた。

　なんだかんだ言ってテジャスのエロトークが日常化しているということなのだろう。まだ万尋の件もアバロンの件も何も解決していない状態だが、自分が落ち着くべき場所に戻ってきたという印象があった。

「とはいえ……」

　千里は改めて和室の隅に布団を敷いて寝かされている人物を振り返った。

　周防千里その人。

　拓人達が言うところの『オリジナルの死体から複製されたもう一人の周防千里』である。

　肉体的には全く何の損傷もない――というか須す美み子ことバトったばかりの千里よりは余程に健康体であるはずなのだが、何な故ぜか目を醒ます様子がない。

「なんつうか……複雑な気分だよ」

　千里は呟つぶやくように言った。

「どっちが『本物か』つったらこっちの方が本物なんだよな」

「千里様……」

　気遣うようにクフィールがそっと千里の横に寄りそう。

　おずおずと彼女の指先が千里の指先に触れた。どうやらまだいきなり手を握ったり抱き締めたりといったことには躊ちゆう躇ちよがあるらしい。まあ――いきなり皆の前でそんなことをされても千里としても困るが。

「大丈夫だ、わかってる。別に『こいつを消して俺が本物』とかそんな血迷ったことは考えてねえよ」

「というか千里様」

　テジャスが首を傾げて言った。

「ここは『自分が二人に増えた』と喜ぶのもアリなのでは」

「はあ？」

「いや。ほら、仕事漬けの漫画家とかラノベ作家とかが『自分がもう一人欲しいくらいだ』とか言うじゃないですか。二人分働けば収入も二倍ですよ！」

「生活費や必要経費も二倍かかるけどな」

　とジト目で応じてから、千里は溜め息をついた。

「とにかく、何をどうするにしても、こいつが起きてくれないことにはどうにもならないんだが……」

　そもそも起きるのかどうかもわからない。

　拓人達によると、ガストン教授が対・万尋用として、わざわざオリジナルの周防千里の遺体を分解し、呪じゆ詛そをフィルタリングして取り除いた上で、これを材料にしてクローン培養のように造り上げた複製体なのだとか。

　複製という意味では同じだが、万尋から造られた千里よりも、同じ材料で出来ている分、『本物』に近いと言える。いや。フィルタリングの後の再構築を『蘇生』と捉えるならば、こちらは本物の周防千里だと言うこともできるかもしれない。

　そもそも『周防千里』をその人たらしめている最大の要素は何か。

　記憶や人格は単なる情報であるから複製できる。

　肉体は人工臓器や移植人体で互換することも可能。

　ならば何処まで何が残っていればそれは『元の本人』だと認定できるのか――

　本人の自覚など何のアテにもならないことは千里自身がよく理解している。

「……目覚めない方が幸せかもしれねーけどな」

　と千里は呟く。

　自己同一性の問題をこんな形で突き付けられるとは千里は思っていなかったし、この『眠れる千里』もそれは同じだろう。

　いずれにせよガストン教授が何を思ってこんな複製体を用意したのかはよくわからない。

　単に千里の姿で万尋の動揺を誘うというのならば、姿形だけそっくりに造った人形でも事足りる。それを本物のように見せる方がずっと手軽なのだ。

　いずれにせよ……現状では何の役にも立たない訳で。

「千里様……」

　ふと――珍しくクフィールが片手を挙げて提言してきた。

「私の時もそうでしたし……」

「うん？　ああ――起きないってのか」

「はい……ひょっとして、その」

　クフィールは少し首を傾げながら言った。

「これは何か『起きない』原因があるのでは……」

「殴って起こすとかでしょうかー？」

　と何処から取り出したのか釘バットみたいなのを掲げるミーティア。

「待て待て待て待て！　そんなので殴ったら永眠するわ！」

「私ならすぐに飛び起きますのに……興奮で」

「お前と一緒にすんな！」

「クフィールちゃんのときはどうして起こしてもらったんですか？」

　テジャスがクフィールに尋たずねる。

「あ……えと」

　途端――クフィールは赤面した。

　何というか物凄くわかり易い。

「まあ、その、なんだ！」

　彼女が余計なことを言う前に千里が割り込んで言った。

「ええと眠れる美女を起こすとなると、まあそういうのが昔からの基本だしな！」

　クフィール起こすのに夢の中で●●●しました、というよりは、まだそっちの方が穏やかというか――まあ説得力もあるだろう。

「……ああ」

　ぽんと手を打ってテジャスは言った。

「相手に意識のないのを良いことに唇を奪うのですね！」

「人聞きの悪いこと言ってんじゃねえ！」

　怒鳴る千里。

「違うんですか？」

「いやまあ……意識ないのは事実なんだろうけどな」

　眠れる森の美女も相手が美形で王子様だから美談というか――美女の方も喜んで受け入れたりする訳で。誰でもいいからキスすりゃいいというものでもあるまい。

「もしその前例に倣うとすれば、この場合、眠っているのは王子様の方ですから、キスするのは女性の役目ということに？」

　とテジャスはこんこんと眠り続ける千里を――その顔の辺りをじっと見つめて言った。

　途端に……

「…………」（←暁美）

「…………」（←ミーティア）

「…………」（←クフィール）

「…………」（←ウーラ）

　羽瀬川邸の一室に緊張が満ちる。

「相わかった。ここはそれがしが」

　ウーラが大きく頷うなずくと眠ったままの方の千里の上に覆い被さ――ろうとしてその動きを止めた。というか止められた。

　いつの間にか、彼女の肩に黒い紐が巻き付けられていたからだ。

「そうはいきませんよリアル義妹！」

　自分の服の――というか自分自身の袖口から伸ばした紐を操りながら勝ち誇ったようにテジャスは言った。

「何をするかボロ雑巾？」

　ぐぐぐぐぐと綱引きならぬ紐引き状態でテジャスを振り返りながらウーラは言った。

「どさくさに紛れて既成事実を作ろうなどと言語同断！」

「ではお前は何だというのか」

「そもそもこちらの千里様は私が先に肌を重ねてるんですからね！」

「誤解を招くよーなことを言うな！」

　と千里は怒鳴るが、最早、誰も聞いてない。

　睨み合うテジャスとウーラの横で――

「ではこの私が……唇と言わず足の爪先からずいっと全部を……」

　と言っていそいそと――何故か舌なめずりなんかしつつ――千里に近付くミーティア。

　だが次の瞬間、彼女はべちゃっと畳の上にすっ転んでいた。何故か絶妙の瞬間に絶妙の角度で伸ばされた暁美の足が、ミーティアの足を引っかけたからである。

「ああん……」

「あ。ごめんなさい」

　と、顔面に畳模様を付けながら気持ちよさげに喘あえぐミーティアと、引ひき攣つった笑顔で謝る暁美。

「あの……千里様、私で良ければ……」

　とクフィールまでもがそう申し出る。

　だが――

「駄目ですよずるいですよ不平等ですよクフィールちゃん！」

　ウーラと互いに引っ張り合いながら言うテジャス。

「そっちの千里様は譲ったんですから、こっちの千里様は私が貰います！」

「猫の子じゃねえんだから譲るとか貰うとか言うんじゃないッ！」

　と千里は抗議するが勿論、やっぱり誰も聞いていない。

　さすがに暁美とクフィールは殊更に強硬手段に出ようという様子はないし、ミーティアはミーティアで畳に顔を打った痛みを嚙かみ締しめてうっとりしているのだが――テジャスとウーラは互いを牽けん制せいするような形で睨み合っていた。

「というかそもそもキスしたら起きるって決まった訳じゃねえだろ」

「……ですね」

　と千里の言葉に頷くクフィール。

　そんな千里達の会話も勿論、睨み合う二人にはまるで届いていない。

「今度という今度は譲れません、リアル義妹を倒して私が！」

「良かろう。良い機会だ。まとめて滅ぼしてくれる」

　そんな最後通牒だか何だかわからない宣言と共に――それぞれ何やら攻撃態勢に入る。

「テジャスちゃん魔法少女絶技！　疾風鬼手サイクロン・ジヨーカー！」

　どういう理屈なのかは心底謎なぞだがテジャスの黒いゴスロリドレスの左半分が急に緑色に変化していく。まあミスリル銀の癖くせに真っ黒なのであるから、色なんぞは元々どーとでも変えられるものなのかもしれないが。

　でもって――

「アフリカ呪術奥義……三獣神降臨！」

　と――何やらウーラは「ライオン！　トラ！　チーター！」とか叫んで奇妙な歌を歌い始め、テジャスも素早く身構える。

「さあ、お前の罪を数えやがれなのです！」

「貴様のパンツは何色だ？」

　何かもう色々――本当に色々――危険な感じだった。












　そこへ――

「何を騒いでるの？」

　障子を開いて拓人が顔を出した。

「あ。羽瀬川先生、いや、こいつらが――」

「言っておくけど」

　まるで竜虎相打つといった感じで今にも互いに飛び掛かりそうなテジャスとウーラを一瞥してから拓人は言った。

「この屋敷の中で迂う闊かつに攻撃魔法とか使ったら魔力が反射してややこしいことになるから気を付けてね」

「へ？」

　と今更告げられる事実に千里が間の抜けた声を漏らしたその時。

「たあああああああああッ！」

「はあああああああああッ！」

　両者は、よしゃいいのに全身から魔力を逬らせつつ激突していた。

　というか――何処かの宇宙人同士の決闘みたいに、互いに空中で蹴りを放つ体勢で交叉するテジャスとウーラ。何がどう魔力攻撃なのか激しく謎だが、彼女等の全身から放たれる魔力は奥義を名乗るだけあって凄まじく――

「ちょっ……！」

　でもってそれは、本格的な指向性を与えられて破壊力に変わる前に、屋敷の防御結界に反射されておかしな具合に濃縮された。

　というか具体的には――

「――っ!?」

　一同の真ん中で爆裂した。

　轟音が空気を揺さぶり、衝撃波が四方八方に雪崩なだれを打つ。

　建物の構造自体はさすがにびくともしないようだったが、部屋の中にあった座布団やら何やらは、吹っ飛ばされてべたんと壁に貼り付いていた。

「うわっとっと!?」

　慌てて拓人が杖を片手に防御結界を展開。

　とりあえず彼と、そして暁美とその傍にいたウェルキンは結界の防御壁によって保護されていた。衝撃波や爆煙は彼等を綺麗によけて障子やら襖ふすまやらに激突し、しかし脆ぜい弱じやくなはずのこれらを突破できないまま渦を巻く。この屋敷はありとあらゆるものに『祝福』が掛けられているせいで、生半可な破壊力では障子紙一枚破ることができないのである。

　しかし……

「うわ……」

　呆あきれた様子で、爆煙の満ちる室内を眺める拓人。

　やがて――荒れ狂っていた破壊力は収まっていき、立ちこめていた爆煙もゆっくりとだが晴れていく。その中からぽつりぽつりと、目を回してひっくり返っているテジャス、片膝をついているウーラ、さらには完全にとばっちりでやっぱりひっくり返っているクフィールとミーティアの姿が露あらわになってきた。

　そして……

「――周防君!?」

　愕然と暁美が叫ぶ。

　千里は――倒れていた。

　千里の上に。

　つまり――

「～～～～～～～～～～～～～ッ!?」

　がばりと身を起こす千里。

「ちょ……な……」

　顔面蒼白になって彼は喘いだ。

　まあ蒼くもなるだろう。

　事故とはいえ男にキスするだけでも、その気がなければかなりきっつい話だが――それが自分と同じ顔の相手となると、最早、何が何だか。

　まあ滅多にできない体験ではあるのだろうが。

「ううう」

「大丈夫です千里様！」

　がばりと起き上がってテジャスが言った。

「舌入れてなければノーカンです！」

「そういう問題か！」

「中和しましょう、中和！　乙女の唇で！」

「やかましいわ！」

　怒鳴ってから千里は口元を腕でぐいと拭ふいて――忌いま々いましげに自分の分身というか、そっくりの『周防千里』へと目をやって……

「…………」

「……!?」

　眼が合った。

　ぱっちりと目を開いたもう一人の『周防千里』と。

「ちょ……マジか!?」

「『周防千里――αアルフア』の存在を確認」

　もう一人の周防千里は虚うつろな口調でそう言った。

「……あ？」

　何処にも焦点を合わせていない瞳が鏡の如くぼんやりと自分自身を映す。

「――魔法術式『ちびくろサ●ボ』起動」

　次の瞬間――

　どん！　と音を立てて千里と千里の間に一本の柱が出現したかと思うと、そこから伸びてきた触手のようなものが二人の千里を捕縛。次の瞬間――触手は、否、その柱そのものが、千里達を捉えたまま、物凄い勢いで回転を始めた。

「な、な、なんですかこれっ!?」

　暁美が叫ぶ。

　だが――

「これは――」

　拓人は呻うめくように言った。

「ヘレナ・バナマンというスコットランド人の女性が書いて人気を博した童話で、後にこれを黒人差別だと主張する市民団体により絶版に――」

「それは『ちび●ろサンボ』――そうじゃなくて！」

　と叫ぶ暁美。

「何なんですかこの有様!?」

「予め複製体の周防千里に仕込まれていた術式みたいだけど……攻撃や破壊の術式じゃないみたいだね」

　それならば先のテジャスやウーラの時と同ように羽瀬川邸の防御術式が反応しているはずだ。

　そうこうしている内に遠心分離器のようにぐるぐる回されていた二人の千里は、残像でどちらがどちらか区別がつかなくなり、やがて――

「――あ」

　暁美が呆然と声を漏らす。

　柱の回転が停止。

　そこには――

「周防君!?」

　そこには何やら最早周防千里ではない物体が――人間ですらなさげな、何か黒い塊かたまりがあるだけだった。

「ま、まさか、トラみたいに溶けて……？」

　童話『ちびく●サンボ』は、トラ達に追いかけられた主人公が木の上にのぼって逃げている内に、トラが主人公から奪った戦利品を取り合い、ぐるぐると木の周りを回りまくり、最終的には溶けてバターになってしまう、というオチである。

　その理屈で言えばこの『柱』が木で、千里達がトラということか。

　つまり――二人の千里は溶け合って一つになってしまったということらしい。

「周防君!!」

　悲鳴じみた声を上げる暁美。

　次の瞬間――




　――ばん！




　と音を立ててその黒い塊は破裂していた。

　まるで卵の殻が割れるかの如く、黒い細片がばらばらに辺りに飛び散ってから――蒸発するように消滅。同じく『柱』もいつの間にか溶け去るようにして消滅している。

　そして後に残ったのは。

「…………」

「…………」

　二人の千里であった。

「――うぉっ!?」

「――うぉっ!?」

「なんだなんだ!?」

「なんだなんだ!?」

　右手を挙げる千里と左手を挙げる千里。

　左手を挙げる千里と右手を挙げる千里。

　首を右に傾げる千里と首を左に傾げる千里。

　…………とまるで実体と連動する鏡の中の虚像のように、何処か間の抜けたパフォーマンスをしている千里達は、やがて救いを求めるように拓人達の方を振り返って言った。

「「なんなんだこれ!?」」

「――多分、だけど」

　拓人は顔をしかめながら言った。

「周防万尋の複製した周防君が持っている、『神隠し以後の記憶』を転写して、不足分を補ったんだろうね。あるいは構成物質の交換もあったのかな。要するに二人の周防千里を『均ならして』から再分割したんだと思う」

「「なんだって？」」

　と振り返って問う声はやっぱり二重ユニゾンである。

「身体は十六歳、中身は十歳、とかじゃ色々と不都合があるだろうし。実際、うちの明あき人とも……かなり色々苦労したしね」

　と拓人は肩を竦すくめる。

「「……はぁ」」

　と頷く二人の千里。

「アバロンにいた方の――というか、契約の首輪やアンクレットをつけている方の周防君を仮に周防君α、今、再起動した方を周防君βベータとすると、周防君αから周防君βへの記憶の転写が終わると同時に、周防君βから、周防君αへの、神隠し以前の記憶も転写されてないかな？」

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる千里α＆β。

「そういえば……」

「そんな感じが……」

　二人の千里は曖あい昧まいに頷く。

　まあいきなりそんな説明をされても実感は湧かなくて当然であるが。

「えっと――テジャス？」

　拓人はやや彼も困惑した表情でテジャスに声を掛ける。

「君の接続同調回路はまだ働いてるよね」

「それは勿論」

「どっちが自分の契約主か判別できる？」

「そりゃアンクレットのついている方――」

　と言いかけて。

　テジャスは首を傾げた。

「あれ？　あれれ？」

「クフィール、ミーティア、君達はどう？」

「…………」

「…………」

　残り二人のアジャスタントも顔を見合わせてから――首を振った。

「どういうことですか？」

　尋ねる暁美に拓人は溜め息をついて言った。

「これがガストン教授の計画だったんだろうね。元々クフィールは対・周防万尋用戦闘精霊として設計されている訳だけど、彼女が周防万尋と戦えるのは、契約で周防千里の一部として認識されているからだ」

　千里には万尋の影響力は及ばない。

　ならば千里の一部と同じ扱いになるクフィールもまた――

「でもその理屈で言えば、元々兄妹とはいえ周防万尋と別人だった、オリジナルの周防千里に関しては、むしろ周防万尋と戦う力はないことになる」

「あ……」

「その一方で、周防万尋を心理的に『揺さぶる』あるいは『驚かせて隙を作る』という意味ではオリジナルの周防千里の方が適切だ。だからオリジナルの周防千里は保存された」

「…………」

「だから、最も望ましいのは、二人共にオリジナルの要素を持っていて、なおかつ、クフィールや他のアジャスタントにもアクセスできる回路を持っていること」

　オリジナルであると同時に、万尋から作られた複製でもあるということが望ましい。

　ならば――

「どちらもがどちらもの予備になれるように、最初から二人が接触したら相互に記憶や構成要素を交換して補完できるように仕込んであったんだろうね」

「…………それって」

「契約の証であるアンクレットや首輪は魔法具だから複製されていないみたいだけど」

　と拓人は二人の千里を見て言う。

　確かにクフィールとの契約の証である首輪、テジャス、ミーティアとの契約の証であるアンクレット等は、片方の千里にしかない。アバロン学園都市に通っていた方の千里はどちらかと言われれば、それはこれらを身に付けている方だろう。

　だが……先の処理によって、二人の千里は、互いが互いの一部として再構成されてしまった。つまりその気になれば片方の千里が何らかの形で死んでも、もう片方が完全な代替として存在できることになる。

　もう一人の千里にも、クフィール達は接続同調できるようになったということだ。

　記憶だけでなく、構成物質や一部霊的構造まで互いに複製されているのだろう。

　双子以上に同一の存在。

　互いが互いの予備足り得る存在。

　しかし――

「人間をそんな、コピーみたいに……安易に……」

　憤ふん慨がいして言う暁美だが、拓人は首を振った。

「少なくともガストン教授は倫理とか道徳とかとは別のところで、ものを考えていたんだろうね。彼にとっては周防千里って人間は、周防万尋を倒す為の兵器でしかないんだろう。どっちにしろガストン教授はもう故人だから文句を言う訳にもいかないよ」

「…………」

　一同は曖昧な表情で黙り込む。

　どう反応して良いのかわからないのだろう。

　結局のところ――余人がどう言おうとこれは周防千里の問題だからだ。

「周防君達は、体調面で、何か問題は？」

「…………」

　首を振る二人の千里――千里α＆β。

「とりあえず、今日は様子を見つつ休んで。明日――これからのことを打ち合わせしよう」

　拓人は改めて一同を見回して言った。
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　戦いは一つの結末を迎えていた。

　遙かな虚空を縦断する一本の道。他に観客もいないこの場所で達人アデプト級魔法使い同士の激闘が繰り広げられ――そして終わった。実に丸一日近い時間を費やしていた訳だが、元より常識の埒らち外がいに住む彼等の戦いでは、それはむしろ短期で決着がついたと言っても過言ではない。三日三晩どころか何年にも渡って戦い続ける魔法使い達もいるからである。

「――佐さ久く間ま榮えい太た郎ろう」

　魔法使いミュセは荒い息をつきながら言った。

「恐ろしい奴――」

　既に彼女の衣装はぼろぼろで半裸どころか四分の三裸、あるいは五分の四裸、とも言うべき状態になっていた。まあ辛うじて真っ裸にならず、衣装の残骸が身体に引っかかっているような状態である。一体どんな戦いが繰り広げられたのか――仔細はともかくこのミュセの格好からその激しさが推し量れようというものである。手にしていた魔法機杖も二本とも折れて彼女の足下に転がっていた。

　だが――

「――ふ」

　榮太郎は口の端に笑みを浮かべて応じた。

　こちらも実はミュセと大差ない状態である。いつもの黒い教師服はぼろぼろ、上半身は裸同然、下半身もズボンの残骸が辛うじて身体にくっついている状態で、肌の露出割合から言えばこちらの方が広いくらいだ。

　しかも――じじじじ、と何か電熱器が過熱しているかのような音が彼の身体の周りで響いており、うっすらとその全身が光っているようにすら見える。

「亜空間に蓄積しておいた魔力を、体内の丹たん田でんを空間転移門シフト・ポータルとして再構築、そこから一気に引き出して全身に帯び、体当たり――一歩、制御を間違えば魔力圧で弾はじけ飛とんでしまうか、押し潰されるか……そんな恐ろしい技を……何処で」

「ふふふ」

　榮太郎は笑った。

「漫画で読んだのだ」

「…………」

　かくんと傾くミュセ。

「ま……漫画か」

「そうだ。お前は漫画に破れたのだ！　具体的には長谷●裕一先生の『マッ●ス』に破れたのだ！」

「…………」

　いや、それちょっと違うだろ？　と突っ込む元気はもうミュセにはない。

「使う度に全裸になってしまう必殺技！　こんな美お味いしい技が他にあるだろうか!?　いやない！　確かにノリとしてはどこぞの科学忍法〈火の車〉あたりと同じだが――」

「…………」

『それは火の鳥だ』と突っ込む元気は勿論、知識もミュセにはない。

「ただ戦闘機が燃えているだけだから、服はそのままなのだ。やはり必殺技という『燃え』と全裸という『萌え』を同時に満たすことのできるこの技には一歩譲る！　素晴らしい！　たとえ何がどーなってるのか細かい部分はイマイチわからない技でもだ！　ありがとう、長谷●先生ありがとう！」

　滂ぼう沱だと涙を流しながら拳を握り締める榮太郎。

「――まあそれはさておき」

　一瞬で表情を切り替えて榮太郎は言った。

「よくわからんのだが、要するにお前は何なんだ？」

「…………」

「この空間接続の妨害はお前の仕業なんだよな、この流れからいくと」

「…………」

「ふむ。『魔法使われ』の一人か」

「随分と屈辱的な名で呼ばれているものだな」

　とミュセは路面に片膝をつきながら苦笑を浮かべる。

「アバロン計画反対派と言ってもらおうか」

「なるほど。反対派ね」

　榮太郎は頷きながら言った。

「要するにアレか。生徒達が早々と戻ってこられないようにした上で、その間に何らかの手を打ってマイナスポイントを増やそうって算段だな」

「…………」

「はてさてどうしたものか。まあこの空間迷宮や妨害術式は強制的にぶっ壊せばいい訳だけども――」

　そこまで榮太郎が言った時。

「――御主人様！」

　空間の歪ゆがみがいきなり榮太郎の背後に生じたかと思うと、そこから一人のメイドさんが飛び出してきた。黒髪で――しかも黒獣耳と黒尻尾付き。ついでに言うと手にはモップだか槍だかよくわからん感じの武器――なのか？　を手にした娘。

『佐久間榮太郎の外付け良心回路』こと使い魔エーネウスである。

「ご無事ですか!?」

　たん、と軽やかな音を立てて路面に降り立つエーネウス。

　片手をきちんとスカートがまくれ上がらないようにと押さえているところがこの良識派魔物らしいといえばらしい。

「おお。エーネ」

　榮太郎は振り返って笑う。

「今大体済んだところだ」

「…………」

　エーネウスは一瞬、目を丸くして。

「……御主人様」

「うん？」

「何がお済みになったのでしょう？」

　ついで目を細めながら彼女は問うた。

「うん？　だから――」

　と言いかけて。

　榮太郎は気付いたらしかった。

　自分がほぼ全裸であるということ。

　でもってミュセもほぼ全裸である上に、何やら疲ひ弊へいして片膝付いた状態であるということ。

　つまり……

「――あ」

「どれだけオタでどれだけ変態でどれだけ好色だろうと、いかにエロゲ好きで、陵りよう辱じよく系ゲームも買ってて、フィギュアを買えばまずはキャストオフできないかどうか確かめちゃうような御主人様でも、そういうことは、そういうことだけは、なさらないと信じておりましたのに……」

　視線を逸らして言うエーネウス。

「いやちょっと待て、お前の中で俺はどんだけ――」

「いえ。御主人様、今はしかしそれどころではありませんでした」

　とエーネウスは改めて榮太郎に向き直って言った。

「あ？　それどころじゃない？」

　デスキンの一撃を脳天に食らうのを覚悟して身構えていた榮太郎は、眉を顰ひそめた。

「はい。混こん沌とん委員会の方から『あちら側』で何か看過できない事態が進行中である可能性が高いとの連絡が。世界の『在ありよう』そのものが侵食されていると。故に観測者原理を無視してでも介入すべきではないかと混沌委員会は――」

「……は？　それって」

　榮太郎はふとミュセを振り返る。

「お前等、一体何を――」

「む？　いや、待て、我等もあんな、混沌委員会の怪物共が動き出すような派手な真似などしていないぞ!?」

　若干慌てた様子で言うミュセ。

「そもそもそんな真似をするくらいなら、ここでお前を足止めしたりしてない！」

「……それもそうか」

　と榮太郎。

　ミュセはあくまで『空間接続術式の不備を調べに来た榮太郎を、足止めして、アバロン学園都市上層部やその上の混沌委員会が、反対派の動きだと察知しないようにする』ことを目もく論ろんでいたのであって。

　そもそも〈チャンドラー計画〉や〈アバロン計画〉のポイントが上がろうが下がろうが、それが恣意的な介入によるものだとすれば、実験の名に値せず、全ては『やり直し』になってしまうのだろうし――

「ってことは――」

　全くの偶然。

　あるいは『魔法使われ』達すら利用されていたのか。

　いずれにせよ――

「ミュセ。空間迷宮を解除しろ。どうせ解除用の術式も用意してんだろ？　今は反対派がどうとか推進派がどうとか言ってる場合じゃないっぽいぞ」

「…………」

　ミュセはしばし躊躇した後――溜め息をついて頷いた。
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　東京スカイツリー頂上付近。

　剝むき出だしの鉄骨に腰掛けながら――〈女神〉と呼ばれた少女は待っていた。

　自分が完全な〈女神〉になる為に、欠けている『一部』が自らやってくるのを。

「今度こそ逃がさないからね、お兄ちゃん」

　楽しげに万尋は呟く。

　その背後には数体の亜あ藍らん須美子が、スカイツリーの構造体に張り巡らせた糸にぶら下がり、あるいはそこに立っている。遠目にはほとんど見えないが、スカイツリーから周辺のビルへは彼女等のヒヒイロカネの糸が張り巡らされ、スカイツリーとその周辺地域は完全に亜藍須美子達の制圧下に入っていた。

　無論、そこに住む人々はこの事実をまだ知らない。

　亜藍須美子達がその気になれば、建物ごと輪切りにされて一瞬で全滅するという事実を――自分達が人質になっているという事実を。

「このツリータウンの人達は私の影響範囲内だから、書き換えることもできるし。魔法使いなんかよりも私の方がずっと強いんだよ」

　少女は遙かな高みから東京を見回す。

　彼女の『力』は日に日に強力さを増している。彼女はその気になれば物理法則すら自分の都合の良いように書き換えることができる。範囲限定とはいえ、ありとあらゆるものが彼女の思いのままだ。

　そんな彼女の唯一の弱点。

　彼女の能力の不安定さ――『基点』が二つに分裂してしまっているが故に、その効果を安定させることができないこと。芯の定まらぬ改変は常に何処かに破は綻たんを生み続け、定着することなく消えてしまう。

　だから彼女には『お兄ちゃん』が必要だった。

　彼女の身体から生まれた――産み直された兄。

　イブから生まれたアダムが。

　彼をもう一度自分の中に取り込むことによって、ようやく周防万尋は完全な〈女神〉として完成する。

「勿論、お兄ちゃんはこの見ず知らずの人達を見捨てて逃げるっていう選択肢もあるんだよ。以前、お兄ちゃんが私を見捨てて逃げた時のように。妹を見捨てたくらいなんだから見ず知らずの他人なんてもっと簡単に見捨てられるよね」

　少女の浮かべる笑顔に亀裂が入る。

　真っ直ぐに一筋――その右目から滑り落ちる雫の跡。

「お兄ちゃん」

　少女は笑いながら泣いていた。

　あるいは自分がどうなっているのか少女自身にももうよくわからないのかもしれない。

「もうすぐね。誰も喧けん嘩かしないし別離わかれたりもしない世界にしてあげる。ありとあらゆる存在を私の内に取り込んで。永遠に。無限に」

　それは文字通りの〈女神〉になるという意味か。

　周防万尋――ありとあらゆる現実事象を書き換え得る超能力者。

　森しん羅ら万ばん象しようをその掌てのひらの上に載せ、万能無限を体現し、全てを統括把握する者。

　しかし……

「それはきっと――素敵なこと」

　右目だけから静かに涙を流しながら少女は夜空に向けて歌うように言った。
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　最初に気付いたのは明人だったという。

　次に気付いたのは拓人と――そしてフランカだった。

「空間系の魔法が使えない？」

　一夜明けての羽瀬川邸。

　とりあえずの仮眠をとった後、千里達は広間に集まっていた。

　それこそ宴会でも催せそうな二十畳余りの部屋には人数分の座布団が敷かれ、関係者一同が車座を成して座っている。まあ座布団の上ではなくウェルキンのように暁美の肩にとまっているような者もいたが……それはさておき。

「「どういうことです？」」

　音声多重で喋ってから互いに顔を見合わせる千里達。

　どうも経験や記憶を相互書き込みしたせいか、二人の千里の言動が被ることが多い。完全に一緒という訳でもないのだが、何かの拍子に、まるで示し合わせたかのようにハモったりするのである。

「どうもこうも」

　と言うのは明人である。

　今はおくるみではなく、赤ん坊用の肌着状態だが、どうもまだ二本足立ちはできないようで、人形のように鈴すず穂ほの膝の上に座らされている。そんな赤ん坊が身振り手振りで喋るのはある意味でかなり奇妙な光景だった。

「空間転移門シフト・ポータルは勿論、空間圧縮や、一部の、空間に干渉する千せん里り眼がん系魔法も使えなくなっている。僕も、拓人兄さんも、そしてそこのアジャスタントの能力もだ」

　と明人は短い手を動かして言った。

　どうも本人的には肩を竦めたつもりらしいが。

「まさか全員同時にスランプという訳でもないだろうしね。だとすると空間の性質が変わったと考える方が正しい」

「――は？」

　と千里達のような知識のない者達はきょとんとするしかない。

　だが――

「ああ。なるほど」

　と頷いたのは聡さとるである。

「それはつまり、光速度とかプランク定数とかそこらの値が変わったとか――そういう？」

「博識だね」

　と頷くのは拓人である。

「まあ細かい話は省くけど。プランク定数とか光速度とかっていうのは、この世界の成り立ちの一部みたいなものだよ。変わることのない絶対の数値。故に定数。この世界は無数の定数で成り立っている訳だけど」

　拓人は天井を振り仰いで言った。

「周防万尋はこれをほんの一部書き換えた――もっと厳密に言えば、少し数字をずらしたみたいだね。結果的に、それらの定数の上に成り立っていた空間性状が微妙に変化して、魔法の幾つかが使えなくなった」

「魔法が、ですか？」

　と尋ねる桜子。

　科学の基礎理論みたいな部分と魔法が影響し合うというのがどうにも違和感があったのだろう。しかし――

「魔法と言っても科学と相反するものじゃない。科学という技術体系が取りこぼした『裏技』の集合体みたいなものだからね」

「はぁ……」

「しかし厄やつ介かいだな」

　と明人が言う。

「魔法の全てが使えなくなっている訳ではないみたいだけど。これではいつどの魔法が使えなくなるかわからない。正直――拓人兄さんや鈴穂姉さんはさておき、僕はかなり不安が大きいね」

　明人は元々赤ん坊である訳だが、魔法の能力によって空中浮遊をしたり、認識加速をしたりして自らを安定させている。千里αとβの記憶相互補完が必要だったのと同じく、本来は赤ん坊の身体に十代後半の意識が入っていることの方が無理があるのだ。

「さらに言えば……もしずらされた定数がわかって術式を設定し直したとしても、またずらされれば同じだし、何より、万が一にも空間移動中にずらされれば、一体どんな結果になるか、想像もつかない」

「……そうだね」

　顔をしかめて拓人も頷く。

「最悪、存在が消えてしまうとか、何処でもない空間に永遠に閉じ込められるなんてこともあり得る。なんだかんだ言っても魔法は、この世界の在り方に由来した力だしね」

「それって……」

　薫かおるが首を傾げて言う。

「魔法使いは千里くんの妹相手だと何もできないってことですか？」

「何もできないとは言わないけどね」

　苦笑する拓人。

「いざという時に魔法がいきなり使えなくなる可能性があるってことだよ。周防万尋がどんな定数をどんな風にいじってくるかもわからない以上、僕達の技術は不安定ってこと。特に魔法は科学技術と違って繊細っていうか――物理法則の隙間を縫うような裏技の集合体だからね。影響を受けやすいんだよ」

「ひょっとしてアバロンと連絡がとれないのも？」

　と暁美が肩の上のウェルキンを指先で撫でながら問う。

「あるいはそうかもしれないね」

「羽瀬川先生。人造精霊とかはどうなるんです？」

　聡が珍しく真剣そのものの表情で尋ねてきた。

「フランカも、カーティスやフルクラム、クフィール、テジャス、ミーティア、皆、言ってしまえば魔法で活動している部分があるんじゃ？」

「影響は出るかもしれないけど」

　拓人は首を傾げながら言った。

「実体化して物質的に安定しているなら、いきなり消滅したりはしないと思う。そんな生物機能の部分にまで影響が出る程に弄いじれば、そもそも、周防万尋本人すら生きてはいられないだろうし……ただ、例えばフランカやクフィールのような、魔力によって質量変換をして変形しているタイプであれば、どちらかの形態に固定されたままになるだろうね」

「接続同調回路はどうなるん？」

　と聞くのは桜子である。

「今のところ、距離が離れていなければ問題なく使えると思う。元々接続同調回路は安全性確保の為に、二重三重の、異なる方法で魔法通信を行っているからね」

　と拓人は額に指を添えて記憶を探るようにしながら言う。

「もっとも二つも三つも定数を変えられたらどんな影響があるかわからない。言ってみれば摂理や物理法則を変えているようなものだから、この世界の存在の上に成り立っている力は科学であれ魔法であれ、影響を受ける可能性は否定できない」

「うーん……」

　一同は唸うなる。

　だが――

「いいさ」

　と言ったのは千里だった――というか千里αの方だった。

「元々妹のことだ。俺が何とかするよ。先生達には迷惑かけられない」

「俺達、だろ」

　と言うのは千里βである。

「どっちにしてもこの事態を解決する方法なんて――『オチ』なんてそう幾つもないんだろうしな」

「――周防君」

　二人の千里の口調から何を悟ったか――表情を強こわ張ばらせて由ゆ々ゆ子こが言う。

「まさかとは思うけど……君は」

「まだ誘拐騒動引きずってる奴もいるかもしれないし、人通りが少なくなった深夜に出掛けます。あいつの居場所はわかってるし」

　由々子の言葉に被せるようにして千里αは言う。

「勝算は？」

　と明人が尋ねる。

「色々考えたんですが。あいつの改変能力が俺に通用しないのは、俺が、あいつの一部であるからでしょう？　作用点が二つあるからとか何とか」

「だったら……即死でない限り、他の誰かがつけた傷はいくらでも治せるかもしれないけど、俺がつけた傷はあいつは治せない可能性が高いんじゃ？」

　千里αの台詞せりふをβがさらに拾ってそう言う。

　つまりそれは……

「……その可能性はある」

　と明人は千里達の推論を肯定した。

「というより、だからこそ、対・周防万尋への最終兵器として周防千里君にこだわったんだろうね、ガストン教授も」

「結局、俺達しかあいつをどうにかはできないのは変わらない」

　と千里αは言った。

「先生達は……それに聡達も、俺達があいつの近くに行くまで、邪魔が入らない程度に手伝ってくれるとありがたい感じかな。後は東京スカイツリー周辺の人払いとか。ひょっとしたら亜藍須美子が人質とってる可能性があるから、その辺の対処も含めて」

「それは問題ないけれど……純然たる戦闘能力という意味では、周防万尋本人は多分、亜藍須美子の比じゃないと思うよ？　やっぱり勝算は低いと思うけど、その点については？」

　何しろ相手は〈女神〉だ。

　戦闘能力どころか――戦いにすらならない可能性が高い。彼女の能力は直接的に千里を『消す』ことはできないが、それだけだ。千里が普通の人間と同じ肉体構造を備えているのは変わらないから、銃弾なり刃物なり火炎なり電撃なり――物理的な方法で千里を殺すことはできるはずである。

「そこは――」

　千里αは微苦笑を浮かべて言った。

「俺とクフィで何とか」

「千里様。鉄壁防御のテジャスちゃんを忘れてもらっては困りますよ？」

　とテジャスは言うが――

「クフィはともかく、テジャス、お前は万尋相手に戦う為に作られた訳でもないだろ？」

「そうですけど」

　テジャスは自信たっぷりに言った。

「私は千里様を守る為にいる訳ですし。ミーティアも同じですよ？　仲間外れにされては困ります」

「テジャス……」

「私も母様と同意見です」

　ミーティアが珍しくしっかりした口調で言った。

「元より、移動力のクフィールさん、防御力の母様、そして攻撃力の私、魔法的な三位一体、あるいはトータルバランスをとる構造として私が配された訳ですから。接続同調回路が存在するという意味では同じですし、御主人様が二人に増えられた以上、アジャスタントも二体以上同行するのが理に適かなうと」

「「それは……」」

　珍しい――とてもとても珍しいミーティアの理詰めの意見に思わずたじろぐ千里×２。

「それがしも同行しよう」

　とさらに言い出したのはウーラである。

「御兄様の露つゆ払ばらい程度はできようし、魔法呪術と違い、武術は純然たる肉体技。むしろボロ雑巾共よりも役立つはず」

「……いや。あのな」

　千里βは呆れた様子でウーラに言った。

「危険だからついてくんなって言ってるんだよ俺は」

「危険だからついていくと申しておるのだそれがしは」

　とウーラは微み塵じんも怯ひるんだ様子もなくそう返してきた。

「正直なところ……」

　拓人は溜め息をついて言った。

「付いていってもらった方が良いと僕も思う。魔法に限らず何が『変えられてしまう』かわからない以上、手数の種類は多い方が良いんだよ」

「…………」

　顔をしかめて黙り込む千里達。

「いずれにせよ――」

　明人が淡々とした口調で言う。

「周防千里。君達が周防万尋をどうにかできなければ、世界そのものが彼女の好きなように書き換えられてしまう。その結果としてどんな現象が生じるのかはわからないけれど、最悪、世界中の人間が死んでしまうことだってあり得るんだ。『安全地帯』はないと思った方がいい」

　その言葉は冷え冷えと広間の中に響いた。
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　何処かの神社仏閣の一部ではないかと錯覚を起こしそうな――日本庭園。

　そこに面した縁側に座りながら千里βはぼんやりと夕暮れの空を見上げていた。

　周りにαや聡達、拓人達の姿はない。彼等は既に偵察と露払いの意味もあって、羽瀬川邸を出ていた。千里β達は羽瀬川鈴穂とその母の作る夕食を食べて、体調を整えてから東京スカイツリーへ挑むということになっており、今は夕食を待っている状況だ。

「――ふむ」

　とすとす……と足音がしたかと思うと、千里βの視界の端に歪いびつな何かが過よぎった。

　つい視線をそちらに向けると目に入ったのは、何やら異様な形をした、剣。

　そしてそれを片手で持ちながら、重さを確かめるように振っているウーラだった。

「ウーラ？」

「うむ」

　頷いてさらにぶんぶんとその異形の剣を振り回すウーラ。

　まるで非対称の音叉のように剣身に切れ込みが入っている上、鐔つばや柄つかの部分には何やら機械装置のような形状が見て取れる。まるでチェーンソウを少しスマートにしたかのような、奇妙な剣だった。

「って。なんなんだそれ!?」

「ハセガワスズホが貸し与えてくれたものだ。何でも呪術や魔法を使わぬカガクヘイキだとかで。〈ワルプルギス〉という名前のようだ」

「……科学兵器って」

「呪術が使えない場合の保険という奴だな。それがしは剣の類も一通り使えるから、ありがたい」

　とウーラは重さを確かめるように再びその〈ワルプルギス〉を振り回す。

　その様子を眺めながら――

「なあ。ウーラ」

「なんだ、御兄様？」

「俺、お前を騙してたんだぜ？」

「……うん？」

　怪け訝げんそうにウーラは動きを止めて千里βを眺める。

「俺はお前が写真で見て、『こいつの子供を産みたい』って思った、周防千里そのものじゃない。本物の周防千里はもう死んでて、俺はその複製品でしかない訳でさ。その辺のことはお前も聞いただろう？」

　自嘲的に笑いながら千里βは言う。

　αとβが均等化されたとはいえ――いやだからこそαの抱えている罪悪感はβにも共通のものとなる。

「ふむ……」

「もう一人――αの方も万尋が造り出した複製品な訳でな。もうお前が最初に選んだ周防千里は何処にもいない。だからお前が――俺達の為に万尋と、つか須美子と戦う必要はないぞ」

「…………」

　ウーラは少し首を傾げて千里を見つめていたが。

「それがしがニッポンに来たばかりならば、『そうか』と頷いていたかもしれないが」

「……え？」

「こう言ってはなんだが御兄様。あまり見くびられても困る」

　ウーラは無表情に言った。

「写真一枚、それが切っ掛けになったのは事実であるが、それが全てでもない。それがしが実際に出会って言葉を交わし、触れ合ったのは、御兄様の言う『複製品』の方であろう？」

「それは――」

「写真すら、そもそも姿形を写し取ったものに過ぎない。ならば元より御兄様の言う『本物』などそれがしは一度も出会っていない。それがしの御兄様は最初から貴方あなただ」

　言ってからウーラは腕を組んだ。

「二人に増えてしまった訳だが。貴方達と言うべきか？」

「…………」

「しかし正直、それがしには――あるふぁ、とべーた、だったか、どちらの御兄様も区別がつかないというか、同じ御兄様に見える。精々、首輪や足輪の有無程度だ」

「まあ、構成物質の交換した上で、記憶の同期とっちまったしな……」

　少なくとも今はαもβもほとんど差はない。

「ま……強いて違いを言えば」

　千里βは苦笑を浮かべた。

「クフィ達に関して言えば、今のところ、接続同調回路が直に繋がっているのはαの方だからな。俺は周防千里ではあっても、あいつらにとって『御主人様』ではないんだろう」

　実際、クフィールやテジャス、ミーティアは千里αの傍に常に侍はべっている。

　接続同調回路は確保されているようだし、勿論、彼女等が殊更に千里βを拒んだりする様子はないが――

　誰が周防千里であって。

　誰が周防千里でないのか。

　こうなればもう誰にもわからない。わからないけれど何もかもが同じという訳にはいかない訳で――

「…………ふむ」

　ウーラは唸った。

「面めん妖ような話だ」

「本当にな。ま――とにかく」

　千里は溜め息をついて言った。

「俺としては、こんな馬鹿馬鹿しくていい加減な状況に、お前が嚙む必要はねえよって言いたかったんだが。特にお前――須美子のこと、一度は『友達』だと思ってたんだろう？」

「…………」

　ウーラは首を傾げる。

　彼女は静かな紫の瞳でじっと千里を見つめていたが――

「御兄様」

「なんだよ」

「なるほど。御兄様の方がサムライなのかもしれんな。あるいは母が御父様についていったのも同じ部分を見いだしたからか」

「……あ？」

　いきなりな台詞に千里は目を瞬かせた。

「何言ってんだ、お前」

「『武士道とは死ぬこととみつけたり』――」

　ウーラは歌うように言った。

「よく言われるサムライの生き方についてだが」

「……まあそれは俺も聞いたことあるけど」

「勿論これは単に死ねば良いという意味ではない。死ぬべき時に死ねるということであり、さらに言えば死ぬべきと判断したら死を恐れぬという意味だ」

「…………」

「死は恐ろしい」

　ウーラは言った。

「生きている以上は当然に恐ろしい。誰もが当然に死を避けようとするし、その為になら何でもする。それが当たり前だ。だがだからこそ自らの意志の力を以もつて、その当たり前から外れることが――尊い。目的を遂げる為。誰かを護る為。何かを得る為。本来なら究極の目的たる『命』のその向こう側を覗のぞけるモノが、サムライ」

「…………」

　千里は言葉に詰まる。

　そんな風に考えたことはなかった。

「御兄様の今の立場ならば、戦力になるもの、己を守ってくれるもの、利用できるものは何でも使いたいと思うのが当然。それだけ万尋は強いし、御兄様自身にはそれと対等に戦う力は、ない」

「……情けねえ話だけどな」

　と苦笑する千里。

　だが――

「なのに御兄様はそれがしの気持ちを慮おもんぱかり、それがしの気持ちを優先しようとする。自らの命を守ることよりも――だ」

「それは……いや、なんていうか、流れっつーか勢いっつーか。俺も平和惚ぼけした日本人だからな。単にこう、命懸けの意味がわかってないだけかも」

「ならばなおのこと」

　ウーラは首を振った。

「それこそが自然体。トラはトラであることを誇らない。覚悟でもなく、強制でもなく、自暴でも自棄でもなく。己の命の瀬戸際で他者を案じる余裕を無自覚に持つ者こそ『己の死を支配する者』――平和惚けだろうと、何だろうと、死を免れる人間はいない以上、自らの意志で死の恐怖への隷れい従じゆうから逃れられたという結果こそが重要」

「褒ほめすぎだよ」

　と千里は首を振る。

「……正直言って」

　ウーラは少し首を傾げた。

「『友達』という考え方が我々の部族ではなかったのでな。須美子に『友達になりましょう』と言われた時には驚いたが。御兄様の敵とわかっても須美子と仲良くしたいとは思わん。その辺りは気を遣ってもらわなくて良いのだ御兄様。元より須美子はそれがしを騙していた訳だしな」

「ウーラ……」

　このアフリカ産妹は、やっぱりどこまでも頑固というか真っ直ぐだ。

　クフィールの献身や健けな気げさとはまた違う。彼女に単に慕われているというだけでなく、改めて認められたという事実は、何処か誇らしい気持ちにすらなれた。

「少しでも好意的に捕らえていた分、それがしとしては騙された怒りの方が大きい。日本語で言うではないか、可愛さ余って袈け裟さまで憎いと」

「お前の日本語知識は色々間違ってる」

「む？　坊主憎けりゃ今朝まで生討論だったか？」

「お前、わざとやってないか？」

　ジト眼でウーラを見上げながら言う千里。

「なにがだ？」

「いやまあいいけど」

　溜め息をつく千里。

「……ありがとうな、ウーラ」

「今一つ礼を言われる理由がわからないが」

　ウーラは言った。

「その調子でそれがしと子作りしても良いと思ってくれるとありがたい」

「お前な……」

　とそこまで言って。

　ふと千里は苦笑を浮かべた。

「ウーラ」

「なんだ」

「どうせだからもう千里βって呼べよ。御兄様、じゃどっちがどっちかわからねーし」

「…………」

　ウーラは少し首を傾げて考えてから。

「センリ……ベータ……」

「ま――おいおい呼び慣れるし呼ばれ慣れるだろ」

　千里は苦笑を深めてそう言った。
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　轟々と風が吹き荒ぶ遙かな高み――東京スカイツリー尖端付近。

　遠景にはいつもと変わらぬように見えるそこは、しかし近付いて見れば、今や、異形の支配する領域と化していた。

　びっしりと、まるで虫の如く鋼鉄の大樹に何十、いや何百とたかる亜藍須美子達と、鋼の蜘く蛛も。さらにそこから縦横無尽に伸びていく無数の糸。蜘蛛は本来、群れることのない生き物であるが――だからこそ幾重にも幾重にも蜘蛛の巣が重なって張られている様子は恐ろしく奇怪で、誰も見たことのない光景であった。

　須美子達は東京スカイツリーの周辺十数キロの一帯にヒヒイロカネの糸の『結界』を張り巡らせていた。

　この『結界』は攻撃用の武器であると同時に、防御用の装備であり、また警戒用の装置でもある。微細な糸は周囲の空気振動は勿論、温度差、気圧差、湿度差にも反応し、さらには魔力偏差まで感知するのだ。どの方向から周防千里や魔法使い達がやってきてもそれと知れる。

　空間転移に関しては万尋の能力がこれを封じている為、いきなり奇襲される可能性は限りなく低い。

　さらに言えば――この『結界』内の住人達は、末いまだそれと知らぬまま、日常生活を送りながら、実際には『人質』として囚われているのだった。須美子達がその気になれば、彼等は即座に建物ごと輪切りにされる。

　無論、千里も魔法使い達も、見ず知らずの他人の生死など、無視する可能性もあるにはあった為――あくまでもこれは『念の為』程度の保険に過ぎなかったが。

「――来た」

　一人の須美子がぴくりと身を震わせてそう呟く。

　それが合図――とばかりに、まるで木の葉が風にざわめくかのように須美子達が口々に告げ始めた。

「来たよ」「来た」「来たね」「来た」「来た」「来た」「来たよ」「来た」「来た」「来たね」「来た」「来た」「来た」「来た」「来た」「来たね」「来たよ」「来たよ」「来たね」「来た」「来た」「来たね」「来た」「来たよ」「来た」「来た」……

　ぞわぞわと動き出す須美子達と――そして鋼蜘蛛。

　鋼蜘蛛はまるで須美子達を襲うかのように大きく脚を広げてのしかかる。

　三メートル近い鋼鉄の蠱むしは、その八本の脚の内、内側四本を折り曲げて須美子の身体をがっちりと固定――残り四本の内の二本を須美子の脚に、二本を須美子の腕に沿わせた。

　まるで須美子を『芯』とした異形の人型のように。

　もしこの場にアニメやらＳＦ映画に通じた者達がいれば思ったことだろう――『まるでパワーローダーかパワードスーツだ』と。それはつまり、鋼蜘蛛という『武器』と『装甲』を須美子達が『纏まとった』状態であるとも言えた。

「千里君じゃないね」「違うね」「千里君じゃない」「誰かな？」「魔法使い？」「それとも生徒とアジャスタント？」「どうかな？」「どうかな？」「近付いてくるよ」「あちこちから」「四方八方から」「来るよ」「来たよ」「来たね」「うふふ」……

「――御主人様」

　須美子の一人が問うた。

「周防千里君以外は殺して良いんですよね？」

「そうだね」

　と平然たる声が降ってくる。

　須美子達の主――女神にして女王たる異能者。

　周防万尋。

　彼女は穏やかに微笑んで人形達に言った。

「殺す必要はないけど邪魔なら殺して良いよ」

「わかりましたあ♪」

　須美子達はそう唱和して――わさわさと動き出した。
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　フルクラム・ニルコーネンはいわば早期警戒機だ。

　彼女自身には戦闘能力らしい戦闘能力もない。攻撃力はほぼ皆無、防御力も低く、どちらもむしろ道具に頼っている状態である。

　アジャスタントとしては特に非力な一体と言える。

　だが、だからこそ彼女は主人が危険に遭遇しないようにと各種感覚器を異様な程に発達させている――普段は眼鏡という抑制器がなければ全身の感覚から入力されてくる情報を処理しきれない程に。

　この『鋭敏な感覚』という受動的な能力が最大の特徴である彼女の、唯一の能動的異能――飛行能力。これも実を言えば、あくまで警戒能力を最大限に引き出す為のものでしかない。言ってみればそれは危険察知能力の為の付随的能力なのだ。状況を見渡したければまずは上から……これが基本だからだった。

　故に……

「――２３７、８１、３３４」

　夜空を飛翔しながらフルクラムは呟く。

　彼女は両腕で薫を胸に抱き、背中には――腰には二頭身化したポチをしがみつかせている。薫を抱いているのは接続同調回路の強化と安定の為、ポチを連れているのは、由々子との連絡の為だ。

「さらに５９１、１１０、７７６」

　彼女が呟いているのは、遙かな高みから俯ふ瞰かんしたヒヒイロカネの『結界』――その要所である。

　いかに亜藍須美子達が多数とはいえ、精々が百体余り。

　十数キロの範囲内の全てに『結界』を敷くには相当量の『糸』が必要になってくる。その数はフルクラムが見る限りおよそ五百万本。さすがに須美子一体につき五万もの糸を操ることはできない。いかに鋼蜘蛛と一体化して強化していてもだ。

　故に『糸』を統合して集中制御する要所が――言ってみれば多方向に張り巡らされた「枝」を束ねる「幹」がスカイツリーの周囲には数百存在する。

　これを複数箇所から同時に叩けば、須美子達の結界は早々に崩壊するだろう……というのが聡の読みだった。

　周防万尋をどうするにせよ、有効な切り札は千里達のみ。

　ならばより確実に、より効果的に千里達が動き回れるように、周囲の状況を整える――具体的には万尋側が確保していた『地の利』と『人質』をひっくり返すことが、聡達にできる『抵抗』だった。

　故に……
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　銃声と共に火花が咲き乱れる。

　全フ自ル動オ連ー射トモードにセットされたモーゼルＭ７１２機関拳銃は、次々と襲い来る斬撃糸を魔法弾ではじき飛ばしてゆく。

　正確無比の精密射撃。

　それは本来――機関拳銃の領域ではない。

　機関砲から機関銃、短機関銃、機関拳銃に至るまで、全自動射撃型の銃器に求められるのは、銃弾の雨による『面』制圧能力であって、一発一発の射撃精度はあまり重要視されない。まして一秒間に数発から十数発という超高速稼働する機関銃は、その反動によって激しく跳ね回る為、たとえ銃そのものに精度があったとしても、全自動射撃状態での精密射撃は不可能――

「――次ッ！」

　――のはずだった。

　常識的には。

　だが……

「――！」

　ひゅんと音を立てて襲いかかる斬撃糸。

　物陰から、あるいは頭上から、あるいは足下から、触れれば如い何かなる刃物よりも鋭く対象を切断する超金属の糸は、街中を駆け抜ける少年に向けて振るわれる。

　しかし……

「こいつは爽快だね！」

　跳躍する逆さか崎ざき聡は空中で身をひねり、まるでベリーロールする高飛び選手の如く、空中で糸と糸の間をすり抜けていた。

「『マトリックス』のネオになった気分だよ！」

　普通の人間にはあり得ない速度。

　普通の人間にはあり得ない脚力。

　それは――勿論、聡本人のものではない。

　接続同調回路を逆転させて、フランカが聡の肉体を活性化――制御しているのだ。聡は大まかな行動を決めるだけで、それを実現する為の細かな動きは全てフランカが担当しているのである。

　今の聡は『魔銃に乗っ取られた』状態とも言える。

（申し訳ございません、御主人様）

　フランカが接続同調回路越しにそう告げてくる。

（主を操るなど不ふ遜そんの極み――）

「気にしない」

　聡はにやりと笑いながら言った。

「女に振り回されるのも、男の甲斐性だよ」

　元より――銃としての魔法具であるフランカは、如何に強大な魔法の力を持っていても、『使い手の力量・技量によってその効果が倍増も半減もする』という性質を備えている。

　使用者あってこその道具だ。

　では銃としての魔法具の機能を、その安定性を極限まで求めた場合――その『使い手に左右される』部分をどう解決するか。

　その一つの答えがフランカのこの機能だ。

　フランカは使用者を自らを使用するに相応ふさわしい存在に最適化する。感覚の鋭敏化と筋力の強化、反射速度の向上――さらにはそれらを統合制御すること。

　今の聡の肉体はフランカ・モーゼルという存在を最高効率で使いこなす為の付属品に過ぎない。勿論、主導権そのものは聡にある訳だが。

「そこかっ!!」

　壁を蹴って空中で一回転――着地する前に空中で聡が放った一撃は、とあるビルの屋上にあった『要所』、つまり糸の集中する部分に命中。弾丸に込められていた魔法術式〈シュバルツ・ロッホ〉の局所的超重力が、これを破壊して切断、さらにはその断片までもを亜空間に吸い込んで消滅した。

「主人公になった気分だよ」

　ワイヤーアクションやＣＧばりの、異様な動きを平然としつつ、聡は糸の攻撃をかいくぐり、次の『要所』の場所へと向かう。

　そんな彼の背中には、やっぱり二頭身ポチがしがみついていた。

　上空でフルクラムが発見した『要所』の位置を、由々子を介して伝えてくるのだ。

（御主人様、でも、こんな動きをいきなりしたら、後で大変なことに）

　とフランカが心配そうにそう言ってくる。

　そう。筋力強化だの何だのは魔法の術式でどうとでもなるが――実際に動いているのは聡の肉体である。当然、超一流スポーツ選手並み、いやそれ以上の動きを強いられれば、準備体操なしにいきなり全力で動き回るのと同じく、『脚が攣つる』。

　良くて全身筋肉痛、悪くて靭じん帯たい破損、いずれにせよ、ことが終わればしばらくは聡は身動きできまい。

　だが……

「フランカが世話してくれるだろ？」

　猛烈な速度で連射されるモーゼルを完全に制御し、一発ごとに別々の目標に対して命中させながら――つまり狙撃銃並みの精密射撃を機関銃の連射速度でこなしながら、聡は楽しげに言った。

（それは勿論ですけど――）

「食事もトイレも……」

（……それは……はい……）

「赤ちゃんプレイだね」

（……あの……御主人様？）

「うふふふふ。楽しみだなあ」

（…………）

「楽しみでちゅ！　ばぶう！」

（…………わ、わかりました）

　辟へき易えきするフランカの反応を愉しみつつ、聡はさらに次の『要所』に向けて走った。
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　同時に――桜子とカーティスもまた『要所』破壊に奔走していた。

　ただし桜子とカーティスの場合、聡とフランカのような、肉体制御による超人的な行動はない。カーティスはあくまで『見えない執事』――光と影、それらを操る鏡とレンズの精霊であるからだ。

　つまり……

「うわっ……!!」

　ひゅんと音を立てて飛んでくる斬撃糸。

　それは桜子の首に食い込み――そして抜けた。

　本来であれば彼女の首はそこで落ち、頭部を失った猟奇な死体が地面に転がる…………

「ああびっくりした!?」

　……はずなのだが。

　首を斬られたはずの桜子は、しかし血を噴くこともなく、まるで幻影のように消えてしまう。

　そして……

「びっくりした!?」「びっくりした!?」「びっくりした!?」「びっくりした!?」「びっくりした!?」「びっくりした!?」「びっくりした!?」「びっくりした!?」「びっくりした!?」「びっくりした!?」

　と言う桜子が――十人。

　ちなみに桜子の背中にしがみついている二頭身ポチも十体に増えていた。

「洒落しやれにならへんわ」

　その十人が次の瞬間には九人まで消滅。

　一人の桜子に戻ったかと思うと――次の瞬間にはまた十人に増えて駆け出していた。

「いくら分身の術使えるいうたかて、結構、命懸けやな」

　これは言うまでもなくカーティスの能力である。

　合わせ鏡は虚像を無限に生み続ける。レンズを使えば拡大縮小も思いのまま。

　しかもカーティスの生み出す虚像は――『実体』がある。光を曲げる、あるいは反射するための力場を応用し、これを、人型の形に重ねて動かすからだ。

　いわば大量の影武者を生み出す能力――

「ひょっ!?」

　再び別の斬撃糸が桜子の脳天から股間までを一気に両断。

　だがこれも次の瞬間には揺らいで消える。

「はっずれー♪」

　増えては減り、増えては減り、十人の桜子達が街の中を駆け抜ける。

　対して――斬撃糸の動きは鈍っていた。

　さすがに視認して攻撃を仕掛けてきているのではないだろうが、力場による実体を持つ十人の桜子の存在は、動体反応となって斬撃糸に伝わり、制御者たる須美子を混乱させているのだろう。

　そして――

「そこやな！」

　桜子が指差すその瞬間、彼女の足下の影が異様な形に伸張したかと思うと――『要所』を切断していた。

　物理的実体の鋭さではなく、影の形で制御される力場挿入によって分子間引力を切断する――コレもまたカーティスの能力であった。

「他の面メン子ツも上う手まいことやっとるやろか？」

（恐らくは大丈夫でしょう）

　カーティスが接続同調回路越しにそう告げてくる。

　ちなみに、この先遣攻撃には、生徒とアジャスタント三組に加え、拓人とタナロット、由々子も加わっている。もっとも薫とフルクラムは要所を発見する役目、由々子はこれをポチを介して攻撃役の聡や桜子や拓人に伝える役目だが。

「そろそろ千里達もスカイツリーに近付いてる頃やけど――」

　そこまで言って。

「……？」

　思わず十人の桜子は揃そろって立ち止まる。

　斬撃糸がその内の三人を切り裂いて消滅させるが、残り七人がこれを回避――次の瞬間には十四人に増えていた。

「なんや!?」

　突如……何かが変わった。

　その実感が桜子にはあった。

　だが何が変わったのかわからない。

「なんや……これ？」

（御主……様）

　カーティスが接続同調回路を通じて言ってくる。

　だが本来、耳元で囁ささやかれるくらいにはっきりしているはずのそれが、何かひどく雑音混じりのような感じすらする。現状、接続同調回路に大きな問題は生じていないようだが――

（後……い……を）

「え？」

（近づき……ると……周防万……取り込ま……）

「――！」

　十四人の桜子の姿がぶれたかと思うと、一人に集束する。

　次の瞬間、四方八方から襲いかかる切断糸――はしかし、桜子の周囲に走る影が弾き飛ばした。虚空に咲く火花と影が薄ぼんやりとカーティスの姿を浮かび上がらせるが、彼自身はやはり見えないままだ。

「そやけど、羽瀬川先生に言われた範囲は守ってるで？」

　桜子は走って逃げながら、言った。

　実は予あらかじめフルクラムの観測データ――周防邸でのものだ――から、拓人と明人が『これ以上万尋に近付いたら影響を受けるだろう』という最低範囲を予測していた。桜子も聡もこれを守り、スカイツリーに対しては一定以上近付かないようにしていたのだが。

（周防千里……近づ……能力……範……増大する可能性……）

「――あ」

　桜子も気付いた。

　万尋の能力が千里に効かないのは、『能力行使の主体』であるからだ。

　周防万尋の『書き換え』能力を行使する上で必要となる基点には能力が作用しない。どんな力持ちも足場なくして自分を持ち上げられないのと同じだ。

　また行使主体である万尋の一部が複数存在し、その距離が常に変化することで、『行使主体を中心に発動する能力』の影響範囲が不安定になる。

　千里が『切り札』たる所以ゆえんはその辺りにある訳だが。

　千里と万尋の距離が縮まれば縮まる程に、万尋の能力は安定する。

　それはつまり、より広範囲に、より精密に、より多重に、万尋は世界の在り方を描き変え得るようになっていくということだ。

「――ひゃっ!?」

　ここぞとばかりに襲いかかる斬撃糸。

　だが桜子は『分身』することなく――カーティスの影がこれを弾く。ほとんどの斬撃糸はこれであらぬ方向に飛び去ったが、カーティスの迎撃をかいくぐった一本が、桜子の髪の一部を、ほんの数センチだが切断して抜けた。

　眼の前に舞う髪の断片を見て桜子は顔色を変えた。

「り、離脱するで、先生！」

　桜子は背中にしがみついている二頭身ポチにそう告げる。

「もうちょい時間稼ぎたかったけどな――聡にも連絡を！」

「…………」

　二頭身ポチが頷くのを気配で察しつつ、桜子はスカイツリーに背を向けて全力疾走を開始した。





●　●　●






　それは玉ぎよく座ざとも言えた。

　東京スカイツリーの頂上に設しつらえられた席。周防万尋が自身の座るための場所として造り上げたものだ。現実を書き換えることができる彼女にとって、座席を一つ生み出すなど、造作もないことだった。レカロのシートだろうが、アーロンチェアだろうが、あるいは職人手作りのソファだろうが認識力の及ぶ限りに何でも彼女は作り出せる。

　だが……それは見た目としては必ずしも豪ごう奢しやなものではなかった。

　むしろ安っぽいとさえ言えただろう。

　一見すればそれはよくある学習机に――それも安い大量生産品の――附属する椅子そのものであったからだ。肘掛けもなければ分厚いクッションもない。木製の、最低限の機能しか持たないものだ。

　周防万尋がどうしてそんな椅子を自らの玉座として選んだのか。

　余人にはわかるまい。

　あるいは――椅子の背の部分に落書きされた名前『すおうせんり』ならばわかったのかもしれないが。

「来たね。お兄ちゃん」

　うっすらと笑みを浮かべながら呟く万尋。

「私に近付かないと私を倒せない。でも私に近付けば近付く程、私は能力を安定させて拡大させることになるよ？　つまりお兄ちゃんはともかく……お兄ちゃんの周りの魔法使いは役立たずになっていくってこと。特に私とお兄ちゃんの近くではね」

　愉たのしげな口調だ。

　だが――何処か仄ほの暗ぐらい。

「お友達はみんな脱落して、最後はお兄ちゃん一人で私の前に立たないといけない。寂しいでしょ？　一人はね。私も寂しかったよ？　お兄ちゃんが私を置き去りにしたから」

　椅子が小さく軋きしみをあげる。

　ほんのわずか身を乗り出しながら万尋は言った。

「でも大丈夫。もう一人じゃなくなるよ？　お兄ちゃんは私の中に還かえるの。そしたらね。お兄ちゃんだけじゃない。世界中の人を私の一部にするんだよ。そうしたらね。誰も喧嘩もしないし別れ別れになったりもしなくなるよ。右手と左手が喧嘩するなんてことはないでしょ？　世界平和。人類皆兄妹。なんて――ね」

　愉しげに楽しげに。

　孤独な女神は――歌うようにそう呟いた。
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「――いやまあ確かに」

　千里は呻くように言った。

　ばたばたと彼の着るシャツがはためき髪が乱れて舞い踊る。まるで嵐の只中にいるかの如く千里の周囲では風が吹き荒れていた。

「ちまちまスカイツリーまで走って近付いて、上まで昇ってなんてのは面倒だとは言ったけどな……」

　千里は――空中を飛んでいた。

　ただし羽根を使ってでも、ロケットパックを使ってでもなく、プロペラを使ってでもなく、ついでに言うと空中浮遊ですらない。あくまで物理の範はん疇ちゆう内において――常識的に彼は虚空にあった。

　即ち……

「こんな乱暴な飛び方させられるとはな……」

　……大おお凧だこに乗って。

「いきなり墜落したりしねえだろうな、これ……」

「大丈ー夫！」

　と――何故か自分の鼻のある辺りに右手をつけてひねる、という奇妙なポーズを示しつつ太鼓判を押してくるのは、千里の肩に乗っかっている縫いぐるみテジャスである。

　ちなみに何故か今は忍者っぽい衣装になっていて、首には蒼いマフラーなんぞを巻いていたりするのだが。

「ああん、指のない手では再現性が今一つ……」

「何の話だよ」

「音がしない、魔法を使わないので探知される可能性が低いベストな選択ですよ？」

　現在……千里は一辺がおよそ五メートル余りというやたらにでっかい凧に乗って、空中にいるのだった。

「白マフラーの忍者から伝わる由緒正しいステルス飛行方法なのです！　熱源探知にも引っかからないという点では、アメリカのステルス戦闘機Ｆ２２ラプターよりもさらに高い隠おん密みつ性せいを備えた飛行法ですよ？」

　何が不満なんですかと言わんばかりの口調である。

　しかし――

「由緒正しいかどうかはさておき、隠密性つったか、今、お前？」

　ジト目でテジャス人形を睨んで言う千里。

「言いましたよ？」

「隠密って言葉の意味わかってるか？」

「勿論ですよ！」

　テジャスは言った。

「隠密に関しては私ちょっとうるさいですよ？」

「どううるさいんだよ」

「死して屍しかばね拾うものなし！」

「それは『隠●同心』だ！」

「……千里様も割と色々御存知ですよね。古い時代劇とか」

「引きこもってる時にケーブルテレビで観たんだよ。つかお前がどうして知ってるのかの方が謎だけどそれはさておき」

　と千里は顔をしかめて言う。

「隠密だ何だっつーんなら、まずこの絵柄を何とかしろよ！」

　怒鳴りながら己の背後を指差す千里。

　そこには――巨大なテジャスの姿があった。

　身長にしておよそ三メートル余り。しかも何というか『それってお前自己否定じゃねえの？』と思わず突っ込みたくなるくらいにあられもないというか、まあほとんど真っ裸と大差ない格好でシーツの上に寝そべる彼女の姿。

　つまり――抱き枕をそのまま数倍に拡大した感じの絵柄を描き込まれた巨大な凧が。

　痛車、痛チャリに続く新たなる萌えの新境地。

　痛大凧！

「こいつぁ流は行やる！」

「流行ってたまるかッ!!」

　自信満々で叫ぶテジャスに千里は喚いた。

　はっきり言って目立つことこの上ない。

　ちなみにこの痛大凧、勿論紙ではなく布製――というか実質的にテジャス製である。この大凧をあげる際の凧糸も同様だ。

　でもって竹たけ籤ひごに相当する骨組み部分はミーティア製。なので裏側に回ると、ボールギャグ咥くわえて複雑な感じに縛られたミーティアの絵柄になっていたりする。

　クフィールと千里はこの凧の上に乗っているのだ。

　正確に言えばクフィールがまず凧に乗り、さらに自分の胸に千里を抱きかかえている状態。

　まあいずれにせよこんな痛大凧に乗って空を飛ぶなど、途方もない羞しゆう恥ちプレイである。

「御主人様」

「なんだよ」

「そのうち気持ち良くなってきますから」

「変な目覚め方したくねえよ！」

　怒鳴る千里。

　はっきり言ってとても『こっそりスカイツリーに近付く』などという状況では既にない。

　まあ千里としても気付かれずに近づけるなどとはちっとも思っていなかったが。

　実際……

「――ああくそ、来たぜ」

　千里は夜空にそびえる尖塔の方を見つめながら言った。

　空中に浮かび上がる――無数の異形。

　浮遊するそれは、鋼鉄の蜘蛛を『纏った』須美子達だった。

　本物の蜘蛛も、糸を長く伸ばしてこれを羽根のように使い、風に乗るという現象が確認されているが――恐らくはそれと同じだろう。まるで空から誰かが操っているかの如く、ヒヒイロカネの糸を長く長く天空に伸ばしつつ、それをまるで帆船の『帆』のように使い、須美子達はこちらに向かって漂ってくる。

「接続同調、あげるぞ」

「はいな！」

「御ぎよ意いに」

「がぅっ」

　千里の言葉と同時に三名のアジャスタントが応じる。

　接続同調深度を調整することにより、クフィール同様、千里との一体性を――つまりは『千里の一部』であることを強調できる。それはつまり、万尋の影響を受けにくいということにも繋がる訳だ。

　そして――

「蹴散らすぞ。雑ぞう兵ひよう構ってる場合じゃねえんだ」

「「「御意！」」」

　少女達の声と同時に――変化が始まった。

　凧糸を巻き取ったかと思うと、自らを折り畳みながら変形するテジャスとミーティア。千里を覆う鎧よろいとなり、同時に、クフィールをも覆う鎧となり、さらには翼を生み出し、形を変え、形を変え……

（――要するに）

　千里は荒れ狂う意識の奔ほん流りゆうの手た綱づなを取りながら考える。

（これは正しく『魔法』だってことだ。固定観念に縛られるな。道具に使われるな。欲望に流されるな。状況に押さえ付けられるな。何をしたっていい。何になったっていい。自らが御している限り、限界はない――そういうことだ）

　子供の頃に思い描いた魔法のように。

　ただただ『何でもあり』と思うこと。

　めざすは万能無限。

　ならば――想像力の及ぶ限りに自由であるべきだ。

　自由奔放たることを御せれば、それはそのまま自分自身にとって力になる。

　ありとあらゆる状況を打開する為の。

「――いくぜ」

　呟く千里は。

　それは……巨大な翼を持ち、巨大な槍を持ち、人間に倍する身の丈の巨人と化していた。

　二人羽織のような形で千里の背後に位置するクフィールの肉体を筋肉として駆動し。

　テジャスの布地を皮膚装甲や超震動する翼として備え。

　更にはミーティアの筐きよう体たいを一部外骨格と――そしてそこに直結した武器として持つ、異形の存在。

　あるいはこの場に佐久間榮太郎がいればニヤリと笑ったかもしれない。

　それは――大きさこそ数分の一に縮んでいるが、かつて、榮太郎がお遊びで千里の脳裏に吹き込んだ『猫姫～殴り愛・宇そ宙ら編～』に出てきた魔導機兵〈クフィール〉そのままの姿だった。

「機動兵器モビルスーツってゆーより、装甲強化服パワードスーツだけどな」

　呟く千里。

　次の瞬間、戦闘形態の千里達は、襲いかかる須美子達の群れに突っ込んで行った。
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「人質がいることを忘れてるよ――周防千里君？」

　須美子達の一人――スカイツリーで万尋の傍に残った須美子が微笑しながら言った。

「何人か輪切りにしておけば大人しくなってくれるかな？」

　そう言って須美子は万尋の方を振り返る。

　だが〈女神〉は特に何も言わない――というかすぐ傍の須美子の方を見てもいない。呟きは聞こえていたであろうが、まるで興味がないといった様子だ。

　好きにして良いということだろう。

　なので――

「じゃあ試しに十人ばかりバラバラにしちゃうね」

　言って須美子は小指の先をわずかに引く。

　既に半分以上の『要所』を聡や桜子、薫達に潰つぶされていたとはいえ、逆に言えばまだ数万人分に巻き付けた斬撃糸は残っている。また建物を丸ごと輪切りにすれば、その倒壊に巻き込まれる人間も一人や二人ではなかろう。十人やそこら見せしめに殺してみせるくらいは、文字通り指先一つで可能な行為だった。

　無作為に選んだ十人の身体を切り刻むべく、須美子の指から発せられた力が、ヒヒイロカネによって増幅されながら走っていく。

　やがてそれは、柔らかな肉を切り刻む斬撃となって、何も知らぬ哀れな犠牲者の身体に食い込――…………

「……あれ？」

　返ってくる反応に須美子は首を傾げた。

　肉を切り裂く感触が――ない。

　多少食い込みはしたようだが、切断までに至らない。元より距離が離れている、何百何千にも糸が分岐しているせいで、直接振るう程の威力がないのは事実だが……それにしても人体を切断する程度の威力は充分にあるはずだ。

　なのに……伝わってくる感触が硬い。

　まるで金属の塊に巻き付けたかの如くに。

「なに？　どうして？」

　須美子は他の人質に向けて、同じく指先から力を送る。

　剃刀以上の鋭さで犠牲者を切り刻むはずの斬撃糸は、しかし同じくやたらに硬い反応を返してくるばかりだった。

　一体これはどうしたことか？

「人質が……硬化してる？」

　そんなことがあり得るのか？

　しかし――
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「何とか上手く行った感じね」

　雑居ビルの屋上で街並みを見下ろしながら――由々子は安あん堵どの溜め息をついた。

　ポケットからハンカチを取り出して額ひたいの汗を拭く由々子。その際に……ころんと彼女のポケットから落ちて転がったものがあった。

　アンプルだ。それも首の折れた。

　まるで『今その中身を使いましたよ』と言わんばかりの――

「まさか自分で使うことになるとは思わなかったけど」

　アンプルを拾って苦笑する由々子。

　振り返ると――同じ雑居ビルの屋上に二人ばかり、人影らしきものが転がっている。制服を着ているところをみると、恐らくこのビルの警備員か何かだろう。

　彼等は……しかし微動だにしない。

　まるで引き倒された銅像の如く、寝転ぶには不自然な体勢のまま彼等は固まっていた。

　そう。まさに銅像だ。その表皮や衣服は、明らかな金属質の表面を示している。

　ついでに言えばその背中にはいかにも『刺しました』って感じでナイフか何かの柄が生えている。

　由々子の生徒や……あるいは、魔法使い佐久間榮太郎の関係者ならばその様子を見て『あ！』と納得の声を上げたかもしれない。

　同じような状態の人間を見たことがあるからだ。

　災害時非常救命用錬金細菌――〈ヒナミザワβ〉改め〈象が踏んでも壊れない〉。

　それは佐久間榮太郎がアバロン学園上層部の依頼を受けて、試験的に造っていた特殊な細菌――というより微細機械ナノマシンレベルの魔法具であり、金属化した者達はそれに感染・発症した姿なのだった。

　この細菌型魔法具は、高い増殖速度と共に、遺伝子内に封じ込められた錬金術の術式により、感染した人間を高密度金属に変換する。

　元々は、緊急時――特に被害予想地域の避難が間に合わないような災害時に、住民を保護する為に撒布するものとして開発された。微細な肉体構造はそのままに完全硬化した――つまりは生命活動を一時的に凍結された人間達は、焼け死んだり溺れ死んだり窒息したりすることもなく、衝撃や圧力を受けても肉体構造が破壊されにくい。

　救助活動が終わるまでその状態で保護しておいて――救助されてからその背中の『解除キー』を引き抜いてやれば、還元術式によって被害者は元に戻る。

　その効果はかつて由々子自身が――不本意ながら――体験している。

　ただこの〈象が踏んでも壊れない〉は、感染から術式発動・効果発生までにかなりの個人差があるということで――実質的に数分から48時間――まだ完成の域には達していないと判断されていた代物だ。何しろ緊急救援用と銘打っているのに、二日も発動までに時間がかかるようでは使い物にならない。

　故に術式の改良が求められており、貴重な魔法使いの感染例として、由々子は榮太郎に協力を依頼されていた。そしてその際にサンプルとして〈象が踏んでも壊れない〉のバージョン３・３を渡されていた。

　今回使ったのはそのサンプルだ。

　効果発生までの時間を可能な限り短縮した代物だが、それでも感染者全員が硬化するのには数時間かかる。

　ちなみに……由々子達は今回、相殺術式を予め自らに掛けている為、〈象が踏んでも壊れない〉の影響はない。そしてこれは聡や桜子、薫達も同様である。

　つまり彼等の行動は――可能なら全ての人質を解放することにあったが――この〈象が踏んでも壊れない〉が集団発症するまでの時間を稼ぐという意味もあったのである。

「後は――周防君達が上手くやってくれれば」

　由々子はそう呟き……彼女自身も退却する為に屋上を後にした。
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　戦闘機と戦闘機の戦いをしばしば『格闘戦ドツグフアイト』と呼ぶ。

　互いに輪を描くようにして相手の背後を取り合う様子が、相手とにらみ合いながらぐるぐる回る犬同士の喧嘩によく似ているからだと言われる。特に高速移動をする際には左右や背後に気を配る余裕は勿論、攻撃をする余裕もないからだ。

　相手の背後にとりついて撃つ、これが空中戦の基本である。

　だが……

「があああああああああああああああああッ!!」

　獣じみた咆哮と共に千里は――彼を『核』にして構築された魔法機動兵器は、同じく鋼蜘蛛と合体した須美子達の群れに突っ込んだ。

　千里達と、そして須美子達。

　同じ空中にありながら、その戦い方は『格闘戦』などではなかった。

　速度としては圧倒的に千里達の方が速い。

　元よりその翼で揚力を得ている――グライダー同様に――上、クフィールの雷電を扱う能力をそのまま応用した電磁場推進イオノクラフト効果で、高い機動性を確保しているからだ。

　一方で須美子達のそれは、飛行船や気球に近い。

　糸による体積と質量バランスの調整で空中に浮いているに過ぎず、彼女等の移動は相互に繋いだ糸による引っ張り合いが基本だ。瞬間的な機動力は確保できるにしても、高速飛行はさすがに望むべくもない。

　だが……

「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」「千里くん」――

　須美子達が笑いながら呼び掛ける。

　圧倒的に機動性では不利だというのに。

　――例えば蝶と蜘蛛。

　圧倒的に機動力に優れるのは飛翔能力を誇る蝶だろう。

　だが蝶は蜘蛛に捕食される。

　限定空間内においては――機動性よりも空間そのものを支配することの方が強い。

　現に須美子達は、既に広大な空間をヒヒイロカネの糸によって支配していた。互いに投げ合い構築された、文字通りの蜘蛛の巣。それも本物の蜘蛛の巣と異なり、幾重にも立体的に構築されたそれは、千里達を絡め取ろうと蠢き、包囲を狭めてくる。

「邪魔すんじゃねえッ!!」

　千里の怒声と同時に魔導機兵は脇に抱えた主砲を構える。

　ミーティアを主体に造り上げられたそれは、千里の望む形に自由自在に変形する。ナノマシンレベルでの構成素材がミーティア内に記憶された、多数の魔法及び科学兵器の中から選択して機構を構築するのだ。

　轟音と共に閃光が走る。

　多銃身式機関砲――俗にバルカン砲などと呼ばれる形状に成形された主砲は、回転しながら大出力のレーザーを乱射したのだ。この手の光学兵器は何らかの対策を講じなければ極めて射程が短い――気圏域においては距離に反比例して急速に減衰する――が、むしろそれが今は利点として働いていた。

　流れ弾ならぬ流れレーザーを気にしなくても良いからだ。

「があああああああッ！」

　空中で独こ楽まのように回転しながら、押し寄せてくるヒヒイロカネの網をレーザーで切り裂いていく。主砲が強引に開いたその空隙に自らをねじ込みながら、さらに千里達はスカイツリーに向けて前進した。

「万尋――ッ！」

　千里は須美子達を蹴散らしながら怒鳴る。

　彼が見据えているのはスカイツリーの『玉座』に座る妹のみ。

　須美子達の数は多いとはいえ、完全に三名のアジャスタントを使いこなし始めている千里にとって、それは『囲まれない限りは恐れるに足らない』相手であり、機動性や飛行速度の面において包囲されてしまうことはまずなかった。

　だが……

「――!?」

　いきなり何かが変わった。

　何が？　咄とつ嗟さに千里達にはわからなかったが――

「なんだ――これ!?」

　叫ぶ千里の声すら何やら普段と違って聞こえる。

　まるで――まるで水の中にいるかのような。

「くっ!?」

　千里達が――魔導機兵が姿勢を崩す。

　まるで、溺おぼれているかのように……

（動きが……！）

　クフィールが接続同調回路内で叫ぶ。

　そう。思うように動けない。いやそれどころか呼吸すら――ただ息を吸って吐くというそれだけの行為すらやたらに力を要する。

　これは……

（この一帯の空気の粘ねん性せいが変わったのかと。密度が変わったのか性質が変わったのかは現状では判断しがたいですが）

　とミーティアが言う。

「――万尋か！」

　千里は唸るように言う。

　万尋は千里を直接消したりすることはできない。だが千里が近付けば近付くだけ彼女の能力は増大するし、一定範囲内においてはありとあらゆる事象を、認識力の及ぶ限りに書き換えることができる。

　つまり……空気を、まるで水のような性質に変えてしまうことも可能だ。

　そもそも空気も水も流体であり、高速移動すればする程にその抵抗は増して粘性を帯び、最終的には固体のようにすら感じられる。例えばプールで歩くくらいならばあまり水の抵抗を感じないが、水の中で素早く走ろうとすると、途端に身体全体になれぬ抵抗が掛かって転んでしまう。

　これと同じだ。

　高速機動する千里達にこの空間は不利だ。

　急激に空気抵抗や摩擦係数が変わった為に、自らの姿勢を制御することすらままならない状態になっているのだ。

　逆に――元より移動速度が遅い須美子達にとってはあまり悪影響はなく――魚を捕らえる猟師の如く、投網状態で千里達を攻撃できて、有利となる。

「くっそ……！」

　千里は数百メートル彼方の万尋を睨み据える。

　神の如き異能を誇る妹は――ただ静かに笑っていた。

　急速に姿勢を崩しゆっくりと落下、いや沈降していく千里達に、須美子達が放った糸が次々と絡み付いてゆく。咄嗟に何十本かは破壊できたものの、それを何倍も上回る数が投げ掛けられ、一本、二本、三本と絡み付く糸が増えていき――数秒後には、千里達は全身をヒヒイロカネの糸に縛り上げられてしまった。

　そして――

『お兄ちゃん？』

　千里達の耳元に万尋の声が響いた。

　恐らくは糸電話のようにヒヒイロカネの斬撃糸を介して聞こえてくるのだろう。

『無駄なことをしない方がいいよ。あくまで私の力はお兄ちゃんがいるから安定しないというだけで、ありとあらゆることを好きに変えられるのは変わらないんだから』

「……だったら」

　千里は薄い笑いを含んだ声で応じた。

「今すぐ邪魔な要素を全て消した世界にしてしまえばいいだろ？」

『…………』

「言ってやろうか。何でもかんでも好き勝手に変えてしまうと、どんな影響が出るか自分でもわからないんだろう？　魔法だってそうだ。魔法の全てを消してしまえば、細かな物理法則やら何やらまで将棋倒しに変わって、どうなるかわからない」

　世界とは無数の縦糸横糸によって織り成される織物のようなものだ。

　全てが互いに影響を及ぼしていて……例えばその内の一本が切れたらどうなるのかは、切ってみないとわからないような部分がある。例えば水の沸点を一度上げ下げするだけでありとあらゆる事象に影響が出るし――その結果として、途端に万尋自身が生きていけないような環境になってしまうこともあり得る。

「魔法と科学はよく反対のものみたいに言われるけどな、単に技術としての系統が違うだけでお互いに影響はあるんだってな。確かにどっちもこの世にあって、人間が使うもんだしな。だから『魔法だけ』をなくしてしまうのはできない。やるなら、魔法がどんな原理や現象をどんな風に干渉しているかについて細かく理解しなきゃいけない」

『…………』

　万尋は無言。

　恐らく千里の言葉は正せい鵠こくを射ているはずだ。

「お前の力は、核兵器みたいなもんだ。強力無比な最終兵器だけど、だからこそ迂闊に使うと自分までやばい。違うか？　おっかなびっくり、少しずつ試してるだけなんだ」

『それがわかったとして』

　万尋の声に動揺はない。

　彼女の声はあくまで明るく無邪気にすら聞こえた。

『お兄ちゃんに今この状態をどうにかできるの？』

「…………」

　今度は千里が黙り込む番だった。

『それとね？』

　万尋は愉しげに言った。

『確かに法則とか時間とか空間とか、そういうものをいじるのは難しいよ。何処にどんな影響が波及するか、わからないものね。でも、そういった『決まり事』の枠の中のものをいじるのは――人間の記憶をいじったり、普通にあるものを複製して二倍三倍に増やすのとかは、全然問題ないよ？』

「…………！」

　強化されている千里の視覚だからこそそれははっきりと見えた。

　万尋の周りにいる須美子が物凄い勢いで増えていくのが。

　一人が二人。二人が四人。倍々ゲーム並みの異様な増え方である。

　これでは何体倒そうが終わりがない――

『それにね。万が一に何かまずいところまでいじっちゃっても、私が死にさえしなければ、後からいくらでも修正がきくよ。この力ならね。死んだお兄ちゃんを、復活させたのと同じにね』

「……万尋……」

『今度は上手くやるよ。だからお兄ちゃん、私の中に戻ってきて？』

　あくまでもそれが当然と言わんばかりの口調である。

　同時に須美子達の糸が動き――捕縛したままの千里達をゆっくりと東京スカイツリーの方へと運んでいく。

　距離が近くなればなるだけ万尋の能力は強さを増し、手に負えなくなる可能性は高い。そして万尋の言う通り千里と彼女が一つになれば、恐らく、彼女を止めることができる人間は、一人もいなくなるだろう。

　いや。それどころか……

『さもないとね。もう面倒だから私以外の全ての生命を殺しちゃうよ？　直接死なせるのができないだけで、やり方は色々あるしね？』

　永続しなくてもいい。

　範囲限定でもいい。

　物理法則を変える必要すらない。

　例えば猛毒を――致死率の高い化学兵器を大量生産し続ければ、いずれはそれがこの地球上を覆い尽くす。あくまで彼女の能力は『猛毒の化学物質を造る』ところまでで、それが拡散していくのは彼女の能力とは関係がない。

　何も複雑な化学知識などなくても良い。

　例えばオゾン――三つの酸素原子からなる酸素の同素体。

　殺菌にも使われ、長時間触れればゴムや樹脂すら劣化させてしまうこの物質は、当然、強い毒性を持つ。高濃度のオゾンに一定時間晒さらされれば、人間は呼吸困難や神経麻痺を引き起こして死んでしまうのだ。

　須美子などという複雑な存在を大量生産することに比べれば、大量のオゾンを造り出すことなど造作もないだろう。

　成長しきらぬ少女の、いや、幼女の精神。

　世界を統べるのも滅ぼすのも気分次第の能力がそれに加われば――一体どうなるか。

「本気でそんなことをするつもりなのか、お前は？」

『だってしょうがないじゃない』

　万尋は言った。

「お兄ちゃんが私に協力してくれないんだもん。私はね。お兄ちゃんとかお父さんお母さんみたいに、喧嘩したり、別れたり、誰もしなくていい世界を創りたいの。なのに、お兄ちゃんが私の一部に戻ってくれないんだもん」

　既に万尋の声が直接聞こえる程の距離にまで千里達は近付いていた。

　まずい。もう余裕がない。

　彼女は今の状態でも世界を滅ぼしかねない――

「さあお兄ちゃん。私の中に来て」

　万尋が椅子から立ち上がって両手を広げる。

　愛しい恋人を迎える乙女の如く。

　だが――

「…………？」

　ふと。

「なぁに？　これ？」

　万尋は怪訝の表情を浮かべて空を見上げる。

　月と無数の星が貼り付けられたそこに奇妙な色が広がったのは――次の瞬間だった。

「……!?」

　さすがの万尋も驚きの様子で硬直する。

　空の色が変わっていく。

　夜明け――では無論ない。

　闇が分解されていく。

　幾つもの絵の具を混ぜ続けていけば、最終的にそれは深淵の如き黒に落ち込んでいくが、これはその逆だった。夜空の闇色が解体されて無数の色彩に分離されていくのだ。

　赤。青。黄。緑。紫。その他諸々の色彩に分離してそれらが極光のような変へん遷せんを描いていく。だが明らかに虹や極光と異なるのは、その色彩が層を為すのではなく、複雑に色と色とが混在する、混沌状態になっていることだった。

　油絵を描く際に絵の具を載せたパレットの上のような――色彩の氾濫。

「これは……」

「――間に合ったか」

　千里は縛られたまま薄く笑った。

「間に合った？　何のこと？」

「お前は世界を書き換えてしまう」

　千里は頭上に広がる極彩色の混沌を見上げながら言った。

「お前がもしヤケになって好き勝手に世界をいじれば、お前も俺達も皆死んでしまうだろうし、そうなったらお前を止める止めないどころの話じゃねえだろ」

「…………」

　万尋は目を細めて千里を見つめる。

「だからな」

　千里は言った。

「場所を変えた」

「……え？」

「俺とお前を含むこの空間を、元の世界から切り離して、別の世界に取り込んだ」

「別の――別の世界？　そんなものが簡単に」

「三位一体」

　千里は呟くように言った。

「三人の始源的神魔創造者による、世界構築だとさ」
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　それは全てを俯瞰する神の視点だった。

　いや。正しくは『神をも造り出す者達』の視点と言うべきか。

「――間に合った」

　何処でもない空間の上に立ちながら溜め息をつくのは拓人である。

　彼の傍にはタナロットと――そして彼の魔法機杖の精霊化した緑の髪の少女、ファルチェの姿もある。

「現在、『新世界』は安定中です」

　ファルチェが静かに告げた。

「お三方の能力同調は順調。召喚術式一番から九百九十九番まで、全て破綻なく機能しています」

「やれやれ」

　と呆れた様子で言うのは拓人から少し離れた位置に浮かぶ明人だ。

　拓人の傍にタナロットとファルチェがいるのと同様――彼の傍には彼を守るように、あるいは支えるように、アレフとタウ、二柱の人造精霊が寄り添っている。

「アバロン以来、久し振りだが……問題なくできたね」

「でも気を抜いちゃ駄目よ、アキちゃん」

　さらに――拓人、明人と、正三角形の頂点を成す等距離にいるのは鈴穂だ。

　彼女の傍には、彼女とそっくりの、しかし明らかに違う少女が――蒼い髪で、何処か気の強そうな表情の少女がいる。鈴穂の複製にして同じく人造精霊、鈴すず果かだ。

「やってることそのものは凄く危険なんだし」

「わかってるよ。鈴穂姉さんは心配性だね」

　少し明人がその短い手脚を動かす。

　恐らく肩でも竦めたつもりなのだろう。

「これで何とか周防万尋を『新世界』に封じ込めることはできたけど――僕達はこの術式の維持と、元の世界への影響を排除するのに手一杯だ」

　羽瀬川拓人。

　羽瀬川鈴穂。

　羽瀬川明人。

　この三人が揃えば――そして神魔召喚術式を流用して神や魔を一定数造り出せば、新たに別の『世界』を生み出すことができる。亜空間のような『層をずらした紛まがい物』ではない。別個独立の、完全に完結した世界だ。

　それ故に――そこで万尋が何をしようと元の世界には関係がない。

　いや。それどころか、造り出されたばかりの、最低限の『設定』しか存在しないこの世界では、万尋が『書き換え』られるような要素すらほとんどないはずだ。むしろ空白の部分に千里達や万尋が存在することで、彼等の存在を肯定する最低限の『設定』だけが書き込まれることになる。

　だがこの強引な『裏技』は実際にはひどく繊細な術式と均衡の上に成り立っている。拓人の言葉通り拓人、明人、鈴穂の三名は術式が暴走しないように維持するだけで手一杯、千里達の手助けをすることはできない。

「問題は周防君達だけで、本当に周防万尋と、亜藍須美子の集団を倒せるかどうかだけれどね……」

　明人の言葉に――しかし拓人も鈴穂も、そして他の者達も、無言だった。
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　極彩色の……虚きよ無む。

　気が付けば千里達も万尋も須美子達も、虚空にただあるだけだった。上下左右前後の区別すらない。浮かんでいる訳でもなくましてや立っている訳でもなく。ただあるとしか表現できない――そんな状態だった。

　勿論、東京スカイツリーもその周囲の街並みもない。

　彼等だけが全くの異世界――出来たばかりの新世界に隔離されてしまったのである。

　しかし……

「……ふぅん？」

　万尋は首を傾げた。

　予想外の状況に陥っているはずなのだが、少しも慌てた様子はない。むしろ彼女は薄い笑みを浮かべながら千里を見つめてきた。

「確かに思ってもみなかったことだけど……でもお兄ちゃん？　お兄ちゃんが私の前では無力だってことは変わらないよね？」

「かもな」

　と――千里が認めたその瞬間。




　…………ぅをんッ!!




　羽虫のような音と共に虚空を何かが通り抜け――次の瞬間、彼を拘束するヒヒイロカネの糸がまとめて一気に切断されていた。

「――!?」

　ざわめく須美子達。

　彼女等は反射的に身構えて――

「なるほど。これは便利だ」

　低い唸りを上げる不可視の――まるで水か氷で出来ているかのように、存在自体は何とか感知できるが――刃が旋回し、須美子達の数体を切断。

　まるで熱したナイフを食い込まされたバターの塊の如く、ほとんど抵抗らしい抵抗も示すことなく、人形少女や、彼女等の『着込む』鋼蜘蛛は胴体部で輪切りにされていた。

「――!!」

　切断されたことで魔力の制御が失われたのだろう、短い悲鳴のようなものを発して、須美子や鋼蜘蛛は爆発を起こすと――後は細かな破片となって極彩色の虚空に散っていった。

「誰……!?」

　残った須美子達が一斉に振り返る。

　巨大な『刃』の根元。

　そこに――

「――周防・ガン・ウーラ」

　揃って須美子達がざわめく。

「…………」

　羽瀬川鈴穂から貸し与えられた機剣〈ワルプルギス〉を、両手で真っ直ぐと――剣術で言うところの正眼に構えてそこにいるのは、アフリカ産呪術戦士であった。












　そして――

「ああ。偽物の妹ね」

　と――万尋がつまらなそうに言う。

「私の留守中に私の家に紛れ込んでちゃっかり妹の位置に納まる泥棒猫」

　周防邸では一応、猫を被っていたようだが――やはり万尋はウーラに対してはあまり良い感情を持っていなかったらしい。実の妹と義理の妹。血の繋がりのあるなしはあっても、同じ周防千里の妹という立ち位置からすれば、ウーラに千里を、あるいは居場所を、『盗られた』と思っても不思議はあるまい。

　だが――

「泥棒猫だけに、こっそり近付いて不意打ちとか、やっぱり得意なんだね」

　そう言って万尋はウーラの方を振り返り……そして。

「……え？」

　そこで目を丸くした。

　正しくはウーラの隣にいる人物を見て――だ。

「お兄ちゃん……？」

「偽物？　偽物ね」

　ヒヒイロカネの糸から解放され、改めて魔導機兵の姿勢を整えながら千里は――千里αは苦笑して言った。

「それがどうしたよ？」

「…………」

「本物だからなんだって？」

　ウーラの横の千里βが言った。

「偽物だからどうだって？」

　千里αがさらに言い添える。

　二人の千里は万尋を挟むようにして言った。

「「誰が決めるんだ？　そんなこと？　誰が測るんだ？　その価値をさ」」

「…………」

　万尋は言葉に詰まったかのように黙り込む。

　恐らく――どちらの千里が『本物』であるのかわからずに困惑しているのだろう。

「俺は俺で」

「俺は俺だ」

　千里αと千里βがそれぞれに言った。

「他人にとやかく言われる筋合いはない」

「見分けがつかないって言うなら、αだのβだのつけて自分達で分けるさ」

「…………」

　万尋はしばらく、呆然と千里達を見つめていたが。

「わかったよ」

　彼女は小さく微笑んで言った。

　妙に静かな――静かすぎる、声で。

「お兄ちゃんはそんなに私のことが嫌いなんだね」

「……あ？」

　唐突な万尋の言葉に千里達は眉を顰める。

　だが既に万尋は誰に向けて喋っている訳でもないようだった。彼女は自分自身で理屈を完結させているのか――千里達の反応には構わず、ぶつぶつと呟くように言った。

「いいよ。仕方ないね。私のことが嫌いだからお兄ちゃんは私のところから逃げたんだもんね。私のことが好きじゃないから私と一つになるのは嫌なんだよね」

「何を言ってるんだ、お前は」

　千里βが言った。

「俺が――俺達がお前から逃げたのは、それは」

「『所詮違う人間だから、憎み合ったりいがみ合ったりするんだ』ってお兄ちゃん言ってたものね。そうだね。そうだよ。違う人間だから駄目なんだよね」

　やはり千里達の言葉など万尋の耳には届いていない。

　何か突き抜けたような――あるいは何か決定的に壊れたような笑顔で万尋は言った。

「お兄ちゃん。優しく一つにしてあげようって思ったけど、もういいよ。ちょっと痛いけど、確実な方法をとってあげるね」

「なに？」

「食べてあげるね」

　万尋は言った。

　薄い、可憐な唇を、左右に――きゅっと吊り上げて。

　こともなげに――

「死んだら駄目だから、生きたままね」

「…………」

「須美子。お兄ちゃん達の手脚を切り落として連れてきて。ううん、私が食べやすいように、脳と心臓以外はとりあえず除いて良いからね」

　とんでもないことを須美子に命じる万尋。

　その目は――血走っていて既に正気の人間のそれではない。

　いや。彼女はとっくに狂っていたのかもしれない。

　白い虚無の中で、最愛にして唯一の存在、『お兄ちゃん』に拒否されたあの瞬間から。

「「万尋ッ！」」

　二人の千里が同時に怒鳴る。

　だが――

「無理だよ。須美子達は無限に増えるからね」

　万尋は艶然と微笑む。

　瞳の焦点は――既に何処にも合っていなかった。

「お兄ちゃん達だけじゃ、須美子の群れには勝てないよ」

「――!!」

　愕然と千里達は辺りを見回した。

　それは一瞬、残像か何かのようにすら見えた。

　須美子達の姿が、右に左に、上に下にとぶれたかと思うと、それが瞬間的に大きくなって――分離した。

　一人の須美子から二人の須美子に。

「分裂増殖……！」

　元々この大量の須美子はこうして万尋が造り出したのだろう。

　この『新世界』においても万尋の力で須美子を複製することは可能なのだろう。新しい『設定』を付け加える訳でも削り外す訳でもなく、また書き換える訳でもない。既に『ある』ものを二つに、あるいは四つに、八つに、増やすだけのこと――

「かけ算、お兄ちゃんが教えてくれたよね」

　何処か夢見るような表情で万尋は言う。

「ににんがし、にしがはち、にはちじゅうろく……あはははは」

　万尋の言葉通り、倍に、倍に、と須美子達は増えていく。

　一体が二体、二体が四体、四体が八体、八体が十六体――

「やばい!!」

　千里αが魔導機兵の全攻撃力を解放。

（片っ端からぶっつぶせ！）

（がぅっ!!）

　コマのように激しく回転しながら魔導機兵が無数の球電を放ち、さらに抱えていた主砲を撃ちまくる。一切の制限を外されたクフィールの球電、一撃で須美子を、あるいは鋼蜘蛛を破壊し、ミーティアの主砲に至っては一撃で数体の須美子を破壊する。

　だが――

「くそっ!?」

　千里αは悲鳴じみた声を上げた。

　間に合わない。

　千里が破壊する速度よりも、須美子達の増殖する速度の方が速い。しかもそれは加速度的に――否、等比級数的に上がっていく。文字通りの倍々ゲーム。一体の須美子が十回分裂するだけで千体にも増えるのだ。

「ウーラ!!」

「承知！」

　千里βに促されてウーラも〈ワルプルギス〉を振り回すが、やはりそれでも須美子の増殖速度の方が速い。

（千里様！）

　テジャスが接続同調回路越しに言ってくる。

（リアル妹の方を――）

　無論、須美子の増殖は万尋の力であるから、彼女を殺せば当然にこれは止まる。

　だが、既に万尋の周りにも千体以上の須美子達が存在し、さらにそれが増えていく。それはもう万尋を守る『壁』となっていた。

「くっそ……！」

　千里αが呻く間にも、さらに須美子達は増えていく。

　一体もうどれくらいの数になっているのか、千里達にもわからない。万か。億か。あるいはそれ以上の単位なのか。虹色の虚無を埋め尽くさんとする勢いで、須美子達は増えていく。

　とてもではないが千里達の力では倒しきれない。

　須美子達の増殖速度を抑え込むならば、桁違いの破壊力が必要だった。

「うふふ」

　万尋は嬉しそうに笑う。

「なんだか元の世界と違って、むしろ力が使いやすい感じだよ、お兄ちゃん？」

　複雑な『設定』がないだけこの世界はいじれる部分が少ないが――それはつまり、因果の絡み具合がより単純で、万尋の能力に対する抵抗がより少ないということでもある。恐らく元の世界よりも万尋は数倍、あるいは数十倍の速度で須美子を増やすことができるのだろう。

「むしろ自分の首を絞めた感じだね？」

「…………」

　千里達は無言。

　だが――

「――そうか？」

　声は――万尋の頭上から降ってきた。

　いや。この虚無の領域で上も下もないが――それでも遙か彼方とわかる何処かから。

　聞き覚えのない声だ。

　だが一体、この、『新世界』に千里達の他に誰がいる？

　誰がこんな場所にまで入ってくることができるというのか？

「元の世界ではないからこそ好き勝手に戦えるのは、お前だけではないぞ」

　声と共に降り注ぐ――真紅の閃光。

　まるで雷の如く、しかし血のように紅いそれは、一瞬にして広範囲を薙なぎ払はらい、数十体の須美子達を粉こな微み塵じんに破壊していた。

「――誰!?」

　愕然と頭上を振り仰ぐ万尋。

「誰でもない」

〈女神〉に対してそう告げたのは……一人の女性だった。

　紅い髪。紅い瞳。紅い衣。悠然と虚空に佇たたずむその姿は女王然としており、まさしく他者を睥へい睨げいするその姿が実に自然だ。むしろ万尋とこの女性、どちらが『女神』かと問われれば大多数の者がこの紅い女性を指差すはずだ。

　勿論、普通の人間ではないのだろう。

　その証拠に――女性は、まるで紋章のような、羽根のような、光り輝く複雑な何かを背負っていた。

「観測者原理によって我々は名を禁じられているのでな」

　じろりと万尋を見据えながら紅い女性は言った。

「強いて呼びたければ〈紅の殲滅姫クリムゾン・アニヒレイタ〉と呼べ」

　傲ごう然ぜんとそう告げる女性。

　さらに、次の瞬間――〈紅の殲滅姫〉の背後の混沌が揺らいだかと思うと、そこに幾つもの影が姿を現していた。

　それは一見ただの青年であったり。

　それは厚みのない女性の虚像であったり。

　あるいはそれは巨大なロボットらしき存在であったり。

　あるいは黒い巨大なドラゴンの姿であったり。

　あるいは――

（〈混沌委員会〉……！）

　千里αの接続同調回路でクフィールが呟く。

（なんだ？）

（『完全なる第三者』としてアバロン計画の為に異世界から招聘されてきた存在です。私達の世界とは異なる法則と原理の支配する世界の住人ですから、迂闊に私達の世界に干渉できず、普段は傍観者に徹していますが――）

（……まさか）

　改めて始源的神魔創造者、三人の力によって作られた隔離世界。

　それ故にこそ……異世界の者達、〈混沌委員会〉の面々も、世界への影響を考慮することなく現れることができたということか。

「私の邪魔を――しないでよっ！」

　悲鳴じみた声で万尋が叫ぶ。

　同時に数千、数万の須美子達が、一斉にヒヒイロカネの糸を用いて攻撃を仕掛ける。

　それは糸の群れというよりも、まるで巨大な布だった。線ではなく面。紅い平面が相手を包み込むかのように閉じようとして――

「――悪いね」

　巨大な……棘のような突起を幾つも装備した人型が前に出たかと思うと、これらをまとめて受け止める。糸はその装甲の上に幾重にも巻き付き、これを切断しようとするが――

「そういう訳にはいかないんだよ」

　物憂げな声が先の――巨人の後を継ぐ。

　黒い巨大な竜がさらに前に出ると、手にした長剣を振った。超震動か。あるいはもっと別の力か。全長二十メートルを超えるそれが触れた途端、数億本のヒヒイロカネの糸は一気に切断されて虚空に躍った。

「…………」

　魂たましいなき人形であるはずの須美子達も唖あ然ぜんとして束の間動きを止める。

　クフィールや他のアジャスタント達もヒヒイロカネの糸を切断する能力は確かに持っている。ヒヒイロカネはアモルファス繊維並みに強靭だが、その最大の特性は魔力伝導性と加工性であって、『決して切れない』ようなものではない。

　だが……それでも束ねればその強度は飛躍的に向上する。

　逆にいえばクフィール達の超震動やその他の能力を以てしても、億の単位で束ねられたヒヒイロカネの斬撃糸を一撃で切り裂くなど絶対に不可能。

　それをする為には――

「空間ごと……斬った？」

　空間を斬るという行為そのものは魔法使い達にも可能だが、問題は、今の黒い竜が技を繰り出す際に、一切、魔力の集中も、術式が起動する様子も、見られなかったことだ。

　須美子達の呟きに、しかし剣を手にした黒い竜は答えない。

　代わりに――

「〈偶像破壊者イコノクラスト〉、〈終わりの魔獣ドラグーン〉、〈賛美歌の娘キヤロルズ・ドーター〉、〈二重虚言フエイク・フエイク〉〈逆レらベうリもオのン〉、〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉、〈性悪巫女フオクシイ・パイセネス〉、〈虚ろなる幻想エンプテイ・デキユージヨン〉、〈仮想聖女ア　ニ　マ〉、〈獣耳の使徒ケモノミミスト〉、〈詐欺師トリツクスター〉――」

　自ら〈紅の殲滅姫〉と名乗った女性が言った。

「我等は雑兵を蹴散らすぞ。我等の破壊力を以てすれば奴等の増殖速度にも拮きつ抗こう、あるいは凌りよう駕ができよう」

「――承知」

　十一の影が頷くのを確認すると〈紅の殲滅姫〉は千里達を見下ろして言った。

「露払いはしてやる。だが事を収めるのはお前の力だ、〈マクガフィン〉周防千里」

「……マクガフィン？」

　千里αは呆然とその言葉を呟く。

　聞いたことがないのだが――どうもそれは彼等〈混沌委員会〉にとって周防千里を示す言葉であるらしい。この期に及んで新しい言葉やら何やらを持ち込まれても、正直言って対応に困るのだが……

「他ではなく己で己を定義し得る者よ」

〈紅の殲滅姫〉が目を細めて言った。

「己の脚で己の居場所に立ちしものよ。今よりお前は〈マクガフィン〉たることをやめる。見事我等の前に示せ――お前が、他の誰でもないお前であることで手に入れ得る、お前の『大団円』をな」

「俺が俺であること……？」

　ある意味でそれはひどく皮肉な話だろう。

　今や周防千里のオリジナルはこの世に存在せず、複製の千里達ですらαとβが存在し、自己同一性アイデンテイテイすら不安定な有様である。

　己は一体何者であるのか。

　周防千里の周辺事情に自信を持ってこれを定義できる要素など何もない。

　だが――

（『マクガフィン』というのは）

　意識内でテジャスが言った。

（物語構造上、登場人物の動機モチベーシヨン付けや、話を展開する為に用いられる仕掛けガジエツトの一つです。ただし物語の上では重要なのですが、一歩引いた視点で見れば、それは『別に何でもいい』もので。さらに言えば『何でもない』『語る必要すらない』『正確な定義すら要らない』ものである――と）

　例えば主人公達と敵対勢力が何かを奪い合う、という物語構造である場合。

　物語としては『奪い合って戦う』ことが重要なのであって、実は、その奪い合うものが宝石だろうが機密文書だろうがナスのヘタだろうが、物語そのものは変わらない。他のものに置き換えても成立する以上――『それがそれである理由がない』、それがマクガフィンのマクガフィンたる所以ゆえんである。

　つまり……

（俺が――俺である理由。俺でなければならない理由。俺でなくてもよかった理由）

「我等は所詮、仮初めの客」

　と〈紅の殲滅姫〉は言う。

　その言葉の間にも、巨大ロボットが砲撃し、ドラゴンは火炎を放ち、無数の奇妙な生物が舞い踊って空間が歪み、光が交叉する。蹴散らされていく須美子達は、攻撃をすると同時に自ら増殖を続けるが――〈混沌委員会〉のもたらす膨大な破壊力に彼女等の増殖力も押されてゆく。

「この世界の物語を閉じるのはお前の役目だ、周防千里」

「――へっ」

　千里αは獰どう猛もうな笑みを浮かべると――魔導機兵を改めて姿勢制御。

　この世界の中心に立つ万尋に向かって再び突撃を開始した。
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　アバロン学園――上層部。

　本来ならば混沌委員会の会議場に繋がる細い空間迷宮の片隅。

　そこに今……三つの人影が佇んでいた。

「なるほど」

　腕を組んでにやりと笑うのは佐久間榮太郎である。

「異世界に隔離すればそこで起こることは全てそこでのこと。ついでに言えば混沌委員会のお歴々も気兼ねなく力を使えると」

「そういうことだな」

　相対して同じく腕を組んでいるのは寒さ河が江み教授である。

　二人の間には混沌委員会の面々が残した『手紙』が浮かんでいる。

　実際にはそれは情報の塊として存在する光でしかないが。

　そして――

「で――これは貴方の望んだ通りの展開なのか？」

　寒河江教授は頭上を見上げる。

　許可された者しか立ち入ることができないはずのそこに、悠然と――空間しかない処に腰掛けて二人を見下ろしているのは、見るからに胡散臭い雰囲気の男だった。

　サングラスに黒の革ジャケット。

　チンピラかさもなくばヤバい薬の販売人かといった印象だが――そういう外見的な俗っぽさが故に、この超常空間にいることの違和感は半端なかった。

「いや。別に」

　と男は肩を竦めた。

「俺は望まへん。種まきはするし、途中の雑草取りや、支柱立てたり程度、枯れへんようには、するけどな。どんなものに育ってどんな花が咲くのかはそれぞれや。途中俺が何か望んだらむしろそっちに傾いてまうからな。俺は何も望まへんようにせんといかん。だからこその〈マクガフィン〉やし、だからこその〈アラン・スミシー〉や」

「……それもまた観測者原理かね？」

　と尋ねる寒河江教授。

　彼にも、そして榮太郎にも、今やこの不審者に対する敵意はない。

　そういう次元の存在でないのだと――そもそも敵対などという常識的な関係性が成り立つような相手ではないと、わかっている。これもまた混沌委員会の『手紙』に書かれていたことである。

「まあ似たようなもんやね」

　男は――ＳＫと名乗るその者は頷いた。

「何か勘違いされとるようやけどな。俺等もまた万能無限には程遠い。俺等には俺等の制約があるねん」

「道は遠いか」

　寒河江教授の口調には苦笑めいた響きがあった。

「終わりがあると思うことの方が傲ごう慢まんやで？」

「……確かにそうかもしれんな」

　寒河江教授は肩を竦めた。

「ま……周防万尋がどうなるにせよ、今回の〈マクガフィン〉周防千里のゴタゴタはこれで一段落つくやろ。そやけどあんたらのアバロン計画、チャンドラー計画とやらは、これで振り出しに戻る。元々〈マクガフィン〉でなくなった以上、周防千里は、計画の要素から外れるやろうしな」

「まあ一般人、とは言いにくいかもなー」

　と苦笑するのは榮太郎である。

　あくまでこのアバロン計画――『魔法使い達と一般人が共存できるかについての実験』におけるサンプルは、『一般人』であるべきなのだ。だが既にガストン教授の計画に組み込まれていた時点で千里は一般人とは言い難いし、万尋とのことも含めて考えれば、既に一般常識の埒外の存在である。

「俺はこれを一つのデータとして、次の種まきをするだけや。まあ厳密に言えば既に次の種まきは一杯仕込んどるけどな」

　ぽんと手を合わせて広げると、そこにはまるでカードが羅列されるかのように、幾つもの四角く切り取られた映像が浮かび上がる。

　恐らくその映像の数だけ新たな世界が存在し、新たな〈マクガフィン〉が物語の渦の中に放り込まれているのだろう。

「何故、と問うことに意味などないのだろうな」

　溜め息混じりに寒河江教授が言う。

「ないな」

　へらへらと笑いながらＳＫは応じた。

「俺等はそういう存在や。そう考えると俺等の上にも多分、俺等みたいなのがおるんやろ。フラクタル構造ってやつ？」

「きりがないな」

「だからこそ面白いんやけどな」

　言ってＳＫは虚空の上に立ち上がる。

「さて。俺はとりあえず此処での結末を見てくるわ」

　次の瞬間――その胡散臭いチンピラ姿は煙のように消滅していた。

　魔力の変動もなければ空気も動かない。

　最初から全てが幻であったかのように彼の存在は消えている。

「どうします？」

「どうもこうもあるまい」

　寒河江教授は首を振った。

「我々にどうこうできる存在でもあるまいしな。そもそも敵味方という概念からもずれる。利害関係が同じ次元に存在しない。放っておくしかないだろう」

「概念的には一神教の絶対神に近いですかね」

「むしろ原始宗教の神に近いだろうがね」

　ひたすら『余計なことはしてくれるな』と祈るだけの対象という意味で。

「いずれにせよ、拓人君達に加えて混沌委員会の面々まで出張っているのだ。我々は迂闊な手出しをしないのもまた英断だろう」

「ちょっとつまらないんですがねえ」

　にやにやと笑う榮太郎。

「ま――戻ってきたら、色々ネタにして遊んでやりますよ」

「そうしてくれ」

　溜め息と苦笑を交えて寒河江教授は言った。





●　●　●






　最早そこは『虚空』などとは言えない場所になっていた。

　無数の――増殖を続ける須美子達によって空間は消費され『虚ろ』な場所など何処にもないからだ。千里の駆る魔導機兵は、それらの隙間を縫い、あるいはこじ開けて、前に進んでいく。側方や後方から大量の斬撃糸が投げ掛けられてくるのを、テジャスのミスリル銀装甲と、クフィールの超震動でしのぎ、前方にはミーティアの放つ主砲で穴を開けながら、まるで強引に――千里達がいわば一個のドリルであるかのように自らをねじ込む。

「だあああああああああああああッ！」

　焦燥に怒鳴る千里。

　進んでも進んでも万尋に届かない。

　次から次へと膨れ上がる須美子達の壁は、いつ果てるとも知れず――一本、二本、と魔導機兵に絡み付く糸が増えていく。それらは当然、超震動によって分解され、すぐに切れていくが――当然、所用時間は零ゼロではない。九本を分解切断する内に、十本が絡み付けば、当然、糸は増えていく。

「ぬぐぐぐぐぐ……」

　次第に魔導機兵の速度が落ちていく。

「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」「駄目だよ」――

　須美子達はにっこりと笑って糸を放ち続ける。

　そして遂に……

「――届かなかったね。お兄ちゃん」

　距離にしておよそ三メートル。

　魔導機兵の速度ならば一瞬にも満たない時間で詰めることのできる間合いで、しかしもう一ミリも前に進めず千里達は万尋と対峙した。

（御主人様!!）

　テジャスの――初めて聞く悲鳴じみた声。

　同時に魔導機兵はまるで卵の殻を剝くようにその装甲を剝はがされていた。絡み付いた糸が装甲の隙間に入り込み、これを四方八方から引いたのである。

　テジャスとミーティアが引き剝がされ――空中で小爆発を起こしながら、それぞれの精霊形態や人型形態に戻る。

「御主人様!!」

　じたばたと暴れるテジャスとミーティアだが、さすがに何千という糸で拘束されてはもう動けない。

　そして――

「何のつもり？　それは？」

　万尋は目を細めて千里を見る。

　いや――正しくは千里を背後から抱き締めるようにして守っているクフィールを。

　元より魔導機兵の中でクフィールは二人羽織のような形で千里の背後にいた。彼女の手脚を接続同調で操ることで、千里は魔導機兵を制御していた訳だが――勿論、糸はクフィールにも絡み付いている。そして彼女の身体を四方八方に引いている。

　刃物同然の糸が食い込んだ彼女の身体は、あちらこちらから血を流し――凄惨な斑模様をその皮膚の上に描き出していた。

「千里様は、私が、命に換えても――いえ」

　まるで濡れた獣のように、ぷるぷると頭を振ってクフィールは言った。

　涙のように、汗のように、血の雫が辺りに飛び散っていく。

「私は千里様と一緒です。何処でも。何処までも」

　生きるのも死ぬのも。

　千里が――言ったから。言ってくれたから。




『お前のことを好きな俺を守る為に、お前自身も守れ』




　クフィールが死んで自分だけが助かるのは嫌だと千里は言った。

　ならばそれはそのままクフィールも千里に返す。

　千里を守れず自分だけが生き残るなど――我慢ならない。ならば、生まれた時は違っても、死ぬ時は同じなのだと……クフィールはそう決めていた。

「…………」

　万尋の目が細められる。

　妬ねたましげに――

「お兄ちゃんは私のものよ」

　万尋は言った。

「お兄ちゃんと一緒なのは私だけでいいわ」

「…………」

　クフィールはしかし万尋の狂気すら孕はらんだ視線を受けて、なお怯む様子はない。

　頑固に――今にも四肢を、いや全身をばらばらに分断される寸前ながら、千里を背中から抱き締めて放さない。

「貴女あなたは余計よ。削ぎ落として、須美子」

「はぁい」

　ぎちりと糸が鳴く。

　そして――次の瞬間。

「――天あつ晴ぱれ」

　呟くような声と共に放たれる斬撃。

　ヒヒイロカネの糸が何十本とまとめて切断されたのは次の瞬間だった。

「――！」

「忘れてもらっては困る」

　ずるり――と。

　須美子達の『壁』が横滑りする。

　斬撃線に沿って。

「こちらの御兄様もな」

　続けて放たれる斬撃が須美子達の壁をくりぬいて、さらにその間かん隙げきを何かが――力場らしきものが押し広げて固定する。

　強制的に穿たれた隙間の向こうにいるのは……言うまでもないことだが、千里βと、そしてウーラだった。ウーラが右手に持っているのは〈ワルプルギス〉。そして千里βが持っているのが力場楯〈アイギス〉だ。〈ワルプルギス〉で切り裂いた間隙に〈アイギス〉を差し込んで押し広げることで、『道』を造ったのだろう。

「…………」

　万尋は無言で二人の千里を――千里αと千里β、そしてそれぞれに寄り添って立つクフィールとウーラを見据えた。

　迂闊に動けば千里達の攻撃が万尋を即死させる……それを危惧してか、須美子達は動きを止めていた。それに合わせて混沌委員会の者達も攻撃の手を止める。

　だが――

「――万尋」

　千里αは妹を見据えて言った。

　迂闊なことができないのは千里達も同じである。

　それこそ万尋がヤケになれば自爆的にこの世界を致命的な『設定』に書き換えることだってできるはずだ。そうなれば、元より異世界の存在である〈混沌委員会〉の面々はさておき、千里達やウーラは間違いなく死ぬ。クフィール達ですらどうなるかはわからない。魔法生物や魔法具の精霊ですら、物理法則と無縁という訳ではなかろう。

　それを防ぐには能力を使う隙を許さず万尋を――




『〈女神〉を殺せ。それがお前の存在理由である』




　ガストン教授の――正確にはその複製の言葉が脳裏を過よぎる。

　記憶同期をとっている以上、同じことは千里βも考えているだろう。

　千里達の生み出された存在理由。

　万尋を――殺すこと。

　その為の『力』は千里達の処にある。

　クフィール達や。

　ウーラが。

　だが――

「お兄ちゃん達はずるいよね」

　やがて……万尋は呟くように言った。

　まるで憑つき物ものが落ちたかのように彼女の表情は緩んでいた。

「私を棄てて逃げた癖に。人間なんてみんな他人の中で生きてるんだって言った癖に」

「…………」

「そうやって他人じゃない人、一杯連れて、私を殺しに来たんだね」

　万尋は溜め息をついた。

「どうして？」

「万尋……」

「お前……」

　今更のようにそんなことを尋ねてくる妹に千里達は――溜め息をついた。

「他人ばっかりで。違う人ばっかりで。自分以外の人は自分を裏切るかもしれないし。わかり合うことなんてできっこないし。だって自分じゃないのに」

「…………」

「皆、私の一部になれば幸せなのに。幸せじゃない世界を、いつか敵になるかもしれない人達の居場所を、お兄ちゃん達は守ろうとするんだね」

「…………」

　クフィールも。ウーラも。テジャスやミーティアも。

　そして須美子達も。

　混沌委員会ですらも。

〈女神〉の泣き言に対して無言だった。

　彼女に対して何かを言う資格がある人間は一人――いや二人だけだ。

　だから……

「あのな。万尋」

　千里αはがりがりと後頭部を掻いた。

「訳わかんねえこと言ってんじゃねーよ」

「――え？」

　きょとんと目を瞬かせる万尋。

　そんな彼女に――

「帰るぞ、ほら」

　言って千里αは手を伸ばした。

「…………」

　クフィールがそっと腕を開いて千里αを放す。

　手を伸ばす自らの動きに引かれるようにして、千里αは虚空を漂い万尋に向かって近付いていく。同時に千里βも小さくウーラに頷いてから千里αの後を追った。

　そして――

「お兄ちゃん……？」

「俺が間違ってた」

　千里αははっきりそう言った。

「お前に『人間なんて所詮』とかわかりきったようなことを訳知り顔で言ったことも」

「お前の処から逃げちまったこともな」

　千里αの斜め後ろで千里βが続けてそう言う。

「俺が悪かった」

「ごめん。万尋」

　千里達は言った。

「今度はお前を」

「置いてはいかない」

「……お兄ちゃん」

　万尋は、しかし困惑の表情で呟く。

「でも人間は所詮――他人はいつか――」

　それは呪い。

　幼い少女に千里が与えてしまった――呪詛だ。

　人間は二人いれば争いが起きる。

　人間はいつか必ず誰かを裏切る。

　自分は他人ではなく他人は自分ではなく。

　だからこそたとえ愛し合おうと、慈しみ合おうと、それは絶対でもなければ永遠でもなく、必ず別れはいつか訪れる。

　それを恐れて万尋は世界を一つにしようとした。

　自分の中に全てを取り込もうと。

　勝手に逃げ出したり、勝手に裏切ったりできないように。自分という存在を軸に全ての人々を取り込んで制御しようとした。誰も争わない世界。誰も憎まない世界。誰もいがみ合わない世界。何故ならばみんな繋がっていて、結局はただ一人の人間がいるだけなのと変わらないから。

　ただ――

「一人でいることは傷つかないし敵も作らないけどな」

　千里αは溜め息混じりに言った。

「それじゃ枯れちまうんだよ、色々とな」

「…………」

　目を瞬かせる万尋。

「違うから理解できない。まあそれはそうだろうさ」

　千里βも言った。

「だから理解できたら凄いことだと思わないか？　違う奴等と」

　千里βが視線を向けるのは、ウーラであり、クフィール、テジャス、ミーティアである。

　違う価値観で育った者達。

　違う存在として生まれた者達。

　差異は軋あつ轢れきとなり騒乱とも成り得るが――

「雨降って地固まるとか言うしな」

　だからこそその向こう側にある結びつきは、より強いのではないかと。

　だからこそその向こう側にある可能性は、遙かに広いのではないかと。

　中途半端な絶望で悟りきった気持ちになっては、到達できない領域。

　善いも悪いもない。

　是非などではない。

『一は零ゼロよりも確実に多い』――ただそれだけのことだ。

　選択肢は一つでも多い方が良いという、本当にただそれだけの。

　だからこそ……

「俺は道具じゃねえし。お前も女神じゃねえよ。単に俺は周防千里だし、お前は周防万尋で。それだけわかってれば充分だろ。大体お前な」

「…………」

「世界を変えるとか何とか、中二病も大たい概がいにしとけ。そんな面倒臭いことしなくても、充分、面白ぇよ。俺達の世界はな」

「…………でも」

　万尋は玉座の如く座っていた椅子からわずかに身を浮かし――しかし。

「そんなの駄目だよ」

　呟くように……駄々をこねるように万尋は言った。

「だって結局、お兄ちゃんは私じゃないその人達を選んで」

　万尋は縋すがり付つくかのように右手を伸ばす。

　千里αの胸に向けて。

「私のところから離れていくんでしょう……？」

　白く細い指先が千里の胸に触れて。

　さらに――

「…………！」

　ずぶりと突き刺さる。

　少女の――否〈女神〉の繊手が。

　千里の心臓のある辺りに、まるで水に沈むかのように。

「ぐっ――」

「千里様!?」

　クフィール達が思わず身構え、ウーラが〈ワルプルギス〉を振ろうとするが――首を振ってこれを止めたのは千里βだった。

　元々は同じ人間。元々はお互いにバックアップ。

　共に覚悟の上だった。

　だが――

「ぐっがっ……」

　千里αの口から大量の血が溢あふれ出る。

　明らかに死相の浮かんだ兄の顔を愛おしげに見ながら――

「二人いるなら片方を私にくれてもいいよね？」

　万尋は泣き笑いのような表情でそう言った。

　静かに抜かれる――血に濡れた万尋の右手には赤黒い塊が握られていた。

　白目を剝いて痙けい攣れんする千里α。

　そして――

「お兄ちゃん」

　万尋は愛おしげに己の手が握り締めているそれを見下ろして言った。

「私はね。何だってできるんだよ……何だってね」

　まだ僅かに痙攣する――心臓を。





















　周す防おう家の朝は今日もいつも通りに始まった。

「お兄ちゃん！」

　今日も今日とて遠慮など一切なく妹はベッドの上に飛び乗ってくる。

　小柄だとはいっても相手はもう中学生である。油断しきって寝こけていると妹の体重分の強烈なボディブローを喰らうことになる。一度それで悶もん絶ぜつしてから千せん里りは腹の上にもう一つ枕を置いて眠ることにしていた。

「ほら！　朝だよ！　起きて！　起きないと！」

　千里の上に跨またがって万ま尋ひろは叫んだ。

「起きない！　起きつつ！　起きる！　起きる！　起きれば！　起きろ！」

「活用形かっ！」

　卓ちや袱ぶ台だいを返すノリで布団ごと妹をひっくり返す千里。

　ころんと布団に巻かれて千里のベッドから落ちつつも、万尋は何な故ぜか嬉しそうである。

「えへー。簀す巻まき簀巻き」

「なんでそんなに嬉しそうなんだよお前は」

　と言いつつ千里は溜め息をつく。

「つかそもそも……お前な……なんでそんな元気なんだよ……？」

　千里は腕に巻きっぱなしのＧ－ＳＨＯＣＫで時間を確認。

　現在時刻は朝の七時。部活の朝練でもない限りまだ半時間は寝ていられるのだが。

「昨日、寝たの四時だぞ……？」

　千里は万尋に付き合わされて昨晩――というかほとんど今朝までゲームをしていた。

　ちなみに万尋が昨日買ってきた格闘ゲームなのだが、この手の反射神経が問われるゲームは千里の方が上う手まい為、最初から万尋は延々と連敗……結局『勝つまでやめない』と意固地になった万尋によって二人は総計百戦近くを繰り返し、眠気で千里の集中力が途切れたところでようやく万尋が勝った――という塩あん梅ばいである。

「そんなの気合いだよ！」

「無茶苦茶言うな……」

「いいから起きて！」

「まだ時間に余裕は――」

「早くしないと星ほし塚づかさん迎えに来ちゃうよ！」

「だから星塚が迎えに来るのはもうちょい後――」

　転校生の星塚暁あけ美み――いつも肩に何故かペットのスズメを乗っけている不思議な少女は、何がどう気に入ったのか、いつも朝に千里を迎えに来て一緒に登校する。

「だからそれまでに家でないと！」

「なんでだよ」

「なんででも！　お兄ちゃんは私と学校行くの！」

「お前、中学生だろが」

　高校生の千里と中学生の万尋では通学路が違う訳で。

「いいから起きてってば！」

　布団の中から出てきて万尋は言う。

　でもって――

「……あ！」

　万尋は目を丸くして言った。

「お兄ちゃん」

「なんだよ」

「溜まってるの？」

　千里の股間を遠慮なく指差して万尋は言った。

「…………」

「…………」

　突如として横たわる沈黙の中、時計の針がちくたくと半周する。

　でもって――

「んな訳あるかッ!!　これは、普通の生理現象だよ！」

　がばりと起き上がると腹の上の枕で股間を隠しながら喚わめく千里。

「そっか。また万尋があんまり可愛いから、お兄ちゃんが変な気を起こしたのかと思っちゃった」

　えへへと笑いながら万尋は言う。

「ねえよ。それは」

「そうなの？」

「兄妹だぞ」

「でも結婚の約束したよね？」

　目をぱちくりさせて万尋は首を傾げる。

「え？　噓うそ!?　いつだよ？」

「お父さんと、前のお母さんが離婚する前」

「へ？」

「病気の時も、元気な時も、嬉しい時も、哀しい時も、お金があっても、貧しくても――何があっても、ずっと一緒にいてくれるって言ったよね？」

「……ってあれは」

　まあ確かにそんなことを言った覚えはあるが。

　それは、万尋があんまり怯おびえて寂しがるので、『どんな時でも一緒にいてやる』と言って千里が慰なぐさめていたのだ。『万尋が病気の時も？』『ああ』『万尋が元気な時も？』『ああ』『万尋が嬉しい時も？』『ああ』――とまあこんな具合に。

「あれってそういう意味じゃねえだろ？」

「そういう意味だよ？」

　何を今更、という風に万尋は笑う。

「約束げんまん、噓吐ついたら針十三本飲ますって言ったよね？」

「なんなんだよその妙にリアルで怖い数字は」

「ところでお兄ちゃん」

「なんだよ」

「約束げんまんのげんまんってなんだろうね？」

「しらねえよ」

「あげまんの親戚かな？」

「多分、微み塵じんも関係ねえ」

　そんな毎朝好例の馬鹿な兄妹の会話なぞしつつ。

「ま…………その内お前の方から御破算にしたいって言い出すだろ。そん時はお前こそ針千本飲む覚悟しとけよ」

　千里は苦笑しながらそう言った。

　確かに千里達の父と母は別れてしまった。

　永遠の愛なんて誓ったって、離婚する時はする。気持ちが変わって。環境が変わって。あるいはもっと何かが変わって。常に人間は、そしてその周りは変わり続けていくのだから、それは別に不思議でも何でもなくて。

　しかし――だからこそ寂しいままであるはずもなく。

　父は新しい妻を見つけてきたし、母もまた別の伴侶を見つけて第二の人生を歩み始めているのだと聞いた。むしろ夫婦という関係を解消したことで、二人は互いの思い込みやこだわりから解放され、父と母は友人として良い関係を築きつつあるようだった。

　永遠はなく。絶対もなく。

　だがだからこそ不幸も悲劇も覆すことはできる――それがどんなに絶対に見えても。

「そうかなあ」

　万尋は首を傾げる。

「そうだよ」

　確信を以もつて千里は言った。

「そういうもんだよ」
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　黒と白――光と闇。

　相反するはずの両者が溶け合うことなく、しかし絡み付くように混じり合う混こん沌とんの空間。

〈混沌委員会〉の議事室の真ん中に置かれた『球卓』は――珍しくアバロン学園都市以外の風景を映し出していた。

　即ち――周防邸の朝を。

「結局こうなったか」

　と呆あきれたように言うのは〈紅の殲滅姫クリムゾン・アニヒレイタ〉である。

「まさかああいう真似に出るとはな」

「確かに不可能ではないが」

　と腕を組みながら言うのは〈終わりの魔獣ドラグーン〉を名乗る青年と少女である。

「人体も分子レベルで見れば機械と大差ない。単にそっくり同じ肉体を造るというだけなら俺達でもできる。ましてやあの少女には経験があるしな。だが我々はつい見過ごしてしまう可能性だ。というより無意識の内に否定しているのか」

「自己同一性アイデンテイテイというものは難しい問題ですしね」

　と〈仮想聖女ア　ニ　マ〉が苦笑を浮かべる。

「複製可能な自我は果たして自我と呼べるのか……とか」

「貴女あなたがそれを言いますか？」

　と苦笑するのは〈偶像破壊者イコノクラスト〉である。

〈仮想聖女〉は穏やかに笑って答えた。

「私だからですよ」

「いずれにしろ本人等が納得しているのならば、それで良いとは思いますがね」

　と〈虚ろなる幻想エンプテイ・デキユージヨン〉がのんびり言った。

「現在のところ、不都合は出ていないようですし。まあ魔法使い達は辻褄合わせに大分苦労したみたいですけどね。記憶操作に、記録改かい竄ざん――」

「肝心の、彼女の能力についてはどうなりました？」

〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉が〈詐欺師トリツクスター〉の方を振り向いて尋たずねる。

「何か封印の条件付けをしなくてはいけないのではなかったでしたか？」

「ああ。それについては解決済みというか……結局、彼女自身が『やり直し』を求めたからな。自分自身で記憶を改竄してしまった結果、能力の自覚もなくなった」

〈詐欺師〉は肩を竦すくめる。

　周防万尋の根源は、両親の不和に端を発する寂寥感であり、誰かから嫌われることの恐怖、誰かから憎まれることの恐怖、そして孤独への恐怖だ。

　逆にいえば『傍にいてくれるお兄ちゃん』さえいれば、彼女は満たされているので、能力を使う必要がない。むしろそんな怪物じみた能力などない方が都合が良いのだろう。だからこそ彼女は――自らそのことを忘れた。

「考えてみれば『知らない』『認識してない』ってのは最強の封印だよ。自覚がなければ力なんて使いようがない。無論、この後何かの弾みで能力を自覚することはあるかもしれないが――ね。念の為にその自覚をしないようにってことで、安全装置は置かれてる」

　と〈詐欺師〉が指差すのは――周防邸の廊下。

　ばたばたと兄妹が通り過ぎるその廊下の片隅、出窓の処に、人形が一つ置かれていた。

　ふわふわの髪の、可愛らしい人形が。

　亜あ藍らん須す美み子この――依より代しろである。

「元々使い魔としての契約関係があったので、その魔法回路を流用したとか何とか。万が一にも自覚が生じれば亜藍須美子が起動して、記憶操作の術式を流し込むようになっているんだとさ」

「とりあえずは一件落着、だね」

〈性悪巫女フオクシイ・パイセネス〉が言う。

「良かった良かった」

「マルチエンド・ゲームのようというか――どうにも裏技っぽいが」

　と〈獣耳の使徒ケモノミミスト〉が苦笑する。

「まあこういう解決法もあって良かろうさ。常識や条理に囚とらわれないのが魔法使いだ」

「本人等が納得しているのなら――幸せならばそれで良い」

〈二重虚言フエイク・フエイク〉が頷うなずいた。

「条理も常識も本来はその為の道具なのだろうし」

「幸せの追求――ね」

　背伸びして肩の凝りをほぐすかの如く――長い首を伸ばしながら〈逆レらベうリもオのン〉が言った。

「結局あのＳＫという存在が何だったのかは、わからないままだけど」

「幸せの追求者……」

〈賛美歌の娘キヤロルズ・ドーター〉が呟つぶやく。

「――ともあれ」

　まとめるように一同を見回し、寒さ河が江み教授は言った。

「周防万尋の一件はこれで終わったと思って良いだろう。だが〈アバロン計画〉にも〈チャンドラー計画〉にもまだ結論は出ていない。我等の楽園、我等の理想郷、全ての共存共栄は可能か――不可能か」

『球卓』の中の映像がアバロン学園都市の俯ふ瞰かん図ずに切り替わる。

「今日も貴方あなた達のご意見を伺いたい」

　寒河江教授はそう言って携えた紙束を掲げる。

「ではまず第一案件から――」
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　アバロン学園都市――学生寮。

　今日も今日とて生徒達が登校の為にぞろぞろと部屋を出る。

　各人各様の適合補助者アジヤスタント達を連れて――

「しかし……」

　その様子を上から見下ろしながら榮えい太た郎ろうは腕を組んで唸うなった。

「返す返すも残念だ。そーゆー派手なドタバタがあったんなら、無理矢理にでもそっちに加わるんだったなあ」

「いや……」

　と榮太郎の隣で苦笑を浮かべるのは拓たく人とである。

　それぞれの脇には、使い魔であるエーネウス、タナロットの姿もある。

「先輩が加わってるとむしろややこしいことになった可能性が……」

　現在――拓人達もまた学園に向かう途中である。

　ただし生徒達と違って徒歩ではない。見るからに萌え萌えな少女のキャラ絵が織り込まれた空飛ぶ絨じゆう毯たん――痛絨毯とでも言うべきものの上に乗っている。

「正直……」

　ふと拓人は表情を真顔に戻して言った。

「まさかあの土壇場で周防万尋があんな行為に出るとは思いませんでした」

「それな……」

　榮太郎は空を――本物の空ではないが――見上げながら言った。

「結局のところ、その周防万尋って子は子供のまま大きくなってしまったんだろうな」

「……ですね」

「それも、両親の不和を嫌という程見せつけられた上で、兄を殺され、さらには他に誰もいない世界に閉じ込められて――な。そりゃ歪ゆがむわな。というより壊れきってなかったことの方が奇跡だ」

「僕もそう思います」

　拓人は溜め息をついた。

「僕も両親が離婚してますからね。彼女の気持ちの一部はわからないでもないです。僕には鈴すず穂ほや叔父さん叔母さんがいたけど――もしあの人たちをいきなり奪われた上で、何ど処こかに閉じ込められたら、どうなっていたことか」

「まあ『もし』を論じても意味はないだろ」

　榮太郎は少しからかうような口調で言った。

「お前は周防万尋のようにならなかったしガストン教授のようにもならなかった。なってたら、正直、世界なんてもっと早くに滅亡してたろうよ――〈聖母〉羽は瀬せ川がわ拓人？」

「それはそうですが」

　拓人は人差し指で頰ほおを掻かく。

　そして――
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　周防千里の――正しくは千里βベータの朝は妹の声と共に始まる。

「朝だ。起きてくれ御兄様」

「…………お前な」

　千里βはジト目で妹――周防・ガン・ウーラを睨みながら言った。

「他に起こし方はないのか？」

「これが最善と母様に教わったのだが」

　と言うウーラは、千里βの上にいた。

　というか正しくは千里βの上、千里の布団の下。要するに猫や犬が飼い主のベッドに潜り込むような感じで、足下からごそごそと千里の寝床に侵入してきたのである。

　ちなみにウーラは元々下着姿のような格好が基本デフオルトで――今も同じだ。なのでもし此こ処こに他人の目があれば、誤解しかされそうにない。

　というか……朝だということも勿論あるが、自分の腹の上辺りでむにゅっと潰つぶれるウーラの胸が、どうにもこうにも千里の男の子な部分を刺激してやまない訳で。しかもこの体勢だと上目遣いが基本なので余計に――何というか、エロい。

「勿論ここから即座に子作りに移ることも可能だ」

「得意げに言ってんじゃねえ！」

　自ら布団を剝ぎ取って投げ捨てながら千里は言った。

「むう。せっかく同どう棲せいを了承してくれたというのに、そのつれない態度は何事か」

「つか同室だ！　同居だよ！　兄妹なんだから！　つか――それに」

　千里は尚も自分の上に乗っかったままのウーラから視線を逸らしながら言った。

「こっちの部屋に来たのは、あいつらの邪魔は、したくないしってのも理由だし」

「むう……」

　ウーラは千里βの上で身を起こした。

　ちょうど千里βの上に跨がる形で――これはこれで結局エロい眺めだったりする。

「あちらの御兄様は既に子作りに入っているというのに」

「つか子作りとか言うな」

　首が折れんじゃないかというくらいに視線を逸らしつつ千里βは言った。

「御兄様は何が不満なのだ？　まさか『子供はいらない』派なのか!?」

「単にこの歳でまだ父親になんざなりたくねえんだよ！」

　と千里βは言った。

「むう……」

「それとな」

　長々と一つ溜め息をついて――そして千里βは付け加える。

「言ったろ。御兄様と呼ぶな」

「……む。しかしだな」

　何かこだわりでもあるのか、若干、難色を示すウーラに――千里はさらに言った。

「兄妹は結婚とかしねーものなの。つか一部の趣味の連中はともかく、『御兄様』とか『お兄ちゃん』とか言われると萎なえるんだよ」

「萎えていないぞ？」

「触んなッ！」

　と悲鳴じみた声を上げる千里。

「とにかく『お兄ちゃん』とか『御兄様』とか呼んでるうちは子作りなんざしねーからそう思え！」

「御兄様は――センリベータは、わがままだ」

「お前に言われたくない」

「相わかった。センリベータ。そう呼ぼう」

　大きく頷いてウーラは言った。

「では子作りを」

「だから少しは遠慮とか恥ずかしがるとかしろよお前は!?　つかこんなことしてる場合じゃねえだろが!?　何の為に起こしに来たんだよ？」

　手に巻いたＧ－ＳＨＯＣＫを指差して千里は言った。

　そろそろ登校の支度を整えねば遅刻してしまう。

「無論」

　ウーラは言った。

「寝起きを襲う為なのだが」

「堂々と言うなっ！」

　ベッドを殴りながら千里βは喚いた。
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　アバロン学園高等部一年Ａ組。

　教室の中には概おおむねいつもと変わらない情景があった。

　始業前の短い時間。いつもの面々がいつもの席に座っている。生徒達と彼等に付き従うアジャスタント達。普通の学級の半分以下の生徒数しかいないはずだが、教室が閑散とした雰囲気にならないのはこの為である。

「なるほどね」

　聡さとるは感心した様子で頷いた。

「僕達が離脱した後――そんな風になってたのか」

「正直、いきなり千里等が消えた時は何事か思たけどな」

　と笑うのは桜さくら子こである。

「でも結局――」

　薫かおるがのんびりとした笑顔で言う。

「世界がどうのとか言う以前に、これって兄妹喧げん嘩かみたいなものだよね」

「そやな。しかし――」

　桜子は改めて傍らを振り返って言った。

「よう生還できたな――自分」

「自分でもそう思う」

　長々と溜め息をついて言うのは……千里だった。

　正確には周防千里αと言うべきか。

「マジに死ぬかと思ったよ」

　そう――万尋に心臓を摑つかみ出だされた方の千里である。

　人間の『死』をどう定義するのかは立場や価値観によって異なるが、それが脳の働きという面に限って言えば、人間は心臓が停止しても――あるいは心臓を胸から抜き出されたとしても、その瞬間に死ぬのではない。

　ＡＥＤなどという機械が近年、あちらこちらに配置されるようになったことからもわかるように、たとえ心臓の機能が失われても、しばらくの間、脳は生きている。心停止から数分以内ならば再び心臓が動けば、問題なく人間は『生き返る』こともできるのだ。

　千里αに関しても同じだった。

　万尋は――あの場で千里を殺したかったのでは、実はなかった。

　あくまで彼女は『ずっとずっと自分の傍にいてくれる千里』が欲しかっただけだ。

　だからこそ自分の能力を使って、千里から千里を複製した。

　即ち……千里αからさらに千里γガンマを造ったということになる。具体的には千里αから奪った心臓を取っ掛かりとして千里γを造り出すと同時に、千里αの心臓を再構築してのけたのである。

　結果……生み出された千里γは、同じ過ちを繰り返さないよう、予あらかじめ記憶調整をされて万尋と共に一般社会に送り返された。同時にアバロン学園の魔法使い達――というか主に羽瀬川拓人教師だが――は、周防家周りの関係者について記憶を調整した。

　周防千里と周防万尋は神隠しにあったが、二人共、戻ってきたのだと。

　だが……

「しかし千里」

　聡が首を傾げる。

「そうなると、君は帰省できなくなるんじゃ？」

　既に周防家には千里と万尋がいることになる訳で。

「君達――αとβは共に一般社会に居場所がなくなっちゃうことにならないかい」

「まあβとウーラはともかく」

　千里は頰を指先で掻きながら言った。

「俺は、元々……一般社会との接点はあるような、ないような、微妙なもんだしな。万尋によって生み出されたレプリカな訳だし、その意味じゃ俺の親父は本物の親父でもない訳だろ」

「そういうことに――なるの？」

　不思議そうに首を傾げる薫。

「まあ後から記憶操作して適当に誤魔化すこともできるらしいからな。少し考えるさ」

　戸籍や記録は勿論、関係者の記憶操作をすれば、どうにでもなる。

　極論――周防千里という存在を『実は一卵性の三つ子』という形で、関係者全員に記憶操作をする、という案も出ている。さすがにそこまで無茶な『事実』を造ろうとすると、記憶操作する人間の数、改竄すべき記録の数が膨大になる為、羽瀬川拓人教師一人では対処できず――現在はまだ保留中だが。

「しかし……」

　聡はにやにやと何やら意地悪そうな笑みを浮かべて言った。

「ハーレムものってのはよくあるし、ハーレムエンドもよくあるけれど。さすがに『ヒロインの数に合わせて主人公が増える』ってのはまずないね」

「そんなのがほいほいあってたまるか」

　千里αはうんざりした口調で言う。

　だが――

「はいはいはいはい！」

　と片手を挙げて会話に割り込むのはテジャスである。

「私も専用の千里様欲しいです！」

「お前な……」

「テジャス専用千里様！　通常の三倍早いのです！」

「なにがだよ」

「ナニが！」

「却下だ!!」

　千里は机を叩いて喚いた。

「じゃあ量産型でもいいですから……」

「お前は俺を何だと思ってるんだ！」

「あ……その際には私も。できれば二十四時間私を踏み続けて下さるような千里様を」

「既にそれは俺じゃねえよ！」

　と――物欲しげに指をくわえて言うミーティアに千里は怒鳴った。

「大体、ウーラとβ見てるだけでもこう、なんか妙な気分になるんだぞ」

　千里は辟へき易えきした声で――呟くように付け加える。

「なんつーか、自分が浮気しながら同時に浮気されてるよーな……」

「あははははは」

　薫と桜子が声を上げて笑う。

　まあ確かに――自分の眼の前で自分が、自分の恋人以外といちゃいちゃしているのを見れば、それは確かに混乱するというか、妙な気分になりもするだろう。

　ただ――

「浮気ねえ」

　にやにやとやはり笑いながら聡は言った。

「つまりはクフィールのことはもう認める訳だ？」

「ま…………まあ」

　赤面する千里。

　その隣では――

「……がぅ」

　同じくクフィールも赤面してその長身を縮こめている。

「これはポイントに加算されるのかな、やっぱり」

「どうやろなー」

　顔を見合わせて笑う聡と桜子。

　そんな彼等に――

「ポイント？」

　怪け訝げんの表情で千里αが尋ねる。

「何の話だよ？」

「アバロン計画、それにチャンドラー計画のことさ」

　と聡は両手を広げて言った。

「魔法使いと一般人、『常識的な世界』と『そうでない世界』。本来は相容れない両者を完全に分けて、魔法使いとか、神族とか魔族とか、精霊とか、そういう『不確かなもの』『違うもの』はこの世界から完全に去ってしまう――『長いお別れ』をしようってのがチャンドラー計画。その前段階として、本当に一般人と魔法使いは相容れないのか、検証し直そうってのがアバロン計画……だそうだよ」

　本来は実験対象である生徒達には殊更に知らせることのない話だ。

　だが今回は周防万尋のこともあり、実験としてはかなり特異要素イレギユラーが混じってしまった為、学園上層部でもこの二つの計画の内容を隠さなくなったらしい。

「……つまり」

　薫が後を継いで言った。

「実験対象である僕達が、アジャスタントと上う手まくいかなかったり、魔法やこの学園都市の存在そのものにストレスを感じて学園生活が破綻したりしたら、計画は自動的にチャンドラー計画へと移行していたことになるんだってさ。その境目を測る為のポイントだよ」

「…………なるほど」

　千里αは――呆れたように言った。

「そんな馬鹿なこと考えてたのかよ」

「――お？」

　面白そうに聡は首を傾げる。

「随分と上から目線ですな、周防千里君？」

「からかうな」

　と千里は言ってから――ふと口調を変えた。

「――違ってても」

　静かな口調で喋りながら千里はクフィールの方を見る。

「時には争っても、やっぱり隣に誰かがいてくれるのは、良いことだと思う」

「千里様……」

　クフィールが嬉しそうに千里の手を握る。

　千里はその手をそっと握り返しながら、言った。

「いつかわかり合って手を取り合えるその時がくる可能性を――棄すてちゃ駄目だ」

「…………」

　聡達は顔を見合わせる。

「それ、後で先生達に意見として提出した方がいいと思うよ」

「そ……そうか？」

　照れたように頭を掻きながら千里は首を傾げる。

「いずれにせよ、千里は――千里αは、自分がまだこの実験学園都市の生徒として、貴重な意見を提出できる存在だってこと、アピールしておいた方がいいね。『もうサンプルとして意味がないから』って学籍剝はく奪だつされた上で、星ほし塚づか君みたいに一般社会に帰されても辛つらいだろ？　ヘタしたらクフィール君とも離ればなれになるしね」

「…………それは、困るな」

　苦笑しながら頷く千里。

　だが――

「ああ、その心配はないんじゃないかな」

　そんな意見が意外なところから出た。

　薫――である。

「千里くんとクフィールちゃんの、アジャスタント契約が万が一に解消されたとしても、それで無関係、になったりはしないと思うよ」

「そうなのか？」

「そりゃそうだよ」

　と何やら自信ありげに頷く薫。

「その辺は一般社会だって一緒だし。それこそ貴重なサンプルでもある訳だし」

「一緒って。何が？　貴重なサンプル？」

「いやだから」

　薫は指差した。

　クフィールを――正確にはその下腹部を。

「きちんと子供は認知しないとね」

「…………へ？」

「………がぅ？」

　目を点にして固まる千里とクフィール。












　千里達の周りに――いや、それどころか教室中に静寂が満ちる。

　意味がわからないといった様子で、薫とフルクラムを除く全員が凍り付いていたが――

「ちょ……………………まさか」

「ああ。ひょっとしてクフィールちゃん自身、まだ気付いてなかったの？」

　朗らかにとんでもないことを言う薫。

「ごめんねー。勝手に公表しちゃって」

「待て待て待て待て待て待て待て！　それは――」

「ツバメちゃんの探知能力ってば下へ手たな妊娠検査薬より正確だから――」

「ツバメちゃんではありません」

「――待てつってんだよ！」

　ばん！　と机を叩いて千里は喚いた。

「何言ってんだお前!?」

「だから」

　薫はあくまでもにこやかに言った。

「おめでとう、千里くん」

「え――で、でも」

　とあくまでクフィール本人はまだ困惑中である。

「まだ、現実世界では二度くらいしかしてな――」

「お前は黙ってろ!?」

「が、がぅっ!?　す、すみませ――」

　千里αに怒鳴られて首を竦めるクフィール。

　だが――

「ちょっとなんですか千里様、いつの間にそんな!?」

「ああ、千里様、そんな内緒の内に――」

　物凄い勢いで詰め寄るテジャスとミーティア。

　でもって……

「そうか。千里もとうとうパパか！」

「というかそこは『もう』やろ」

「ねえねえ千里くん、出産祝いは何がいい？」

「千里様、かくなる上は、かくなる上は――ええとええと」

「これって放置プレイですか……放置プレイなんですね、はうはう」

　とかなんとかそれぞれが好き勝手なことをほざきまくる中。

「お前等全員、ちょっと待てええええええええええええええええええええええええ!?」

　悲鳴じみた千里αの声が逬ほとばしる。

　だがそれさえも恐らくは『いつものこと』と内包しつつ。

　アバロン学園都市の一日が、今日もまた始まろうとしていた。





終劇










　あとがき




　どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。

『まかでみックス』最終巻『王子様と呼ぶんじゃねえッ！』をお届け致しまする。




　とりあえず本巻にて『まかでみックス』は終了にございます。正確に言えば、幾つかの実験を含んだ周す防おう千せん里り（達）の物語は一旦、幕――と。愉しんでいただけたら幸い。




　割とラノベとしては掟破りなことをやっとりますが（特にオチ辺り）、まあその辺も含めて実験ということで（笑）。




　個人的にはクフィールとテジャスが書けたのが本作の最大の収穫だったり。

　クフィールは元々書きたかったけれども書く機会のなかったタイプのキャラ。

　逆にテジャスは元々書こうとも思っていなかったけれども、必要に迫られて書いてみたら愉しかったタイプのキャラ。

　共に終盤はドタバタして掛け合いが減りましたが、私にとってはこの二人こそが『まかでみックス』の象徴だったりしまする（千里の立場がねえな／笑）。




「はあい！　テジャス＆クフィールの、実は処女の方、テジャスです」

「て、テジャスさん……」

「なんですかクフィールちゃん」

「あの、その言い方だと、その、私が」

「私がなんですかクフィールちゃん。いえ、クフィールさん、なにかご不満が、私におありあらせられるのでしょうかクフィール様！」

「な、なぜに敬語っていうか……あの……」

「あんだけ好き好きアピールしていた私よりも先に御主人様と●●●なことをしてしまわれるなんてもう先輩とお呼びするしか！」

「…………いえ、そのテジャスさんの場合単にエロトーク……」

「しかも速攻●●●●とかどんだけ！」

「…………じ、実はテジャスさん、すごく怒ってます？」

　……閑話休題。




　元々『まかでみックス』は連載用のプロットとして組んでいた為に、少し流れを変更せざるを得なくなった訳ですが、紆う余よ曲きよく折せつはあったにせよ、いざ、終点まで辿り着いてみるとあっという間だったような気もしまする。




　なんだかんだで『まかでみ』から数えれば、始めてから八年余り、アニメ化も経て、小説だけで数えても二十五冊、関連書籍まで数えると三十冊を越える大所帯と相成りました。

　ここまでやれたのは、絵師のＢＬＡＤＥさんのご尽力は勿論、初代担当のＫ原さんと二代目担当のＫ[image: ]さん、そしてコミック版の仲なか尾おひとみさん、アニメ版のスタッフ、そして何より買い支えてくださった読者さん達のお陰。

　一人一人にお礼を言って回る訳にもいかんのでここでまずは感謝を。




　考えてみればまだラノベ書きとしてのスタイルを確立する前、ドタバタと色々模索していた最中、先に出していた『ストレイト・ジャケット』や『戦魔』シリーズのような「重くシリアス」な話の反対、つまりは「基本的に明るくおバカ」な方向性を追求しようとして始まったのが『まかでみ』でありました。




　結果として読者の皆さんの御支持を得て、先の「重くシリアスな話」よりも勢いづいて伸びていき、今の私にとっては、自分自身の歩いてきた道を振り返るにあたり、転機でもあり、とても重要な作品群となりました。




　実際、ＢＬＡＤＥ師の絵――というより作風が与えた影響は、単に本作のイメージだけに留まらず、私の仕事のスタイルにまで及んでいますし（ライトノベルの絵というものの在り方について色々学ばせてもらった）、平行して全く違うスタイルの作品を描いていくという仕事の動かし方も、『まかでみ』で覚えたと言っても過言ではない訳で。




　だからこそ逆に今後、『まかでみ』タイプの「明るくお馬鹿で何でもあり」な話をやろうとすると、むしろ自分自身でにっちもさっちもいかなくなるという問題も出てきている訳ですが（やれそうな事は『まかでみ』で全部やってしまったというか／笑）。




　なんだかんだで、自分自身で次回作のハードルを上げちゃったような気分です。




　さて。

　とりあえず『まかでみ』は本巻で終了ですが、その流れを（何らかの形で）くんだ作品は、今後もファミ通文庫を含めあちこちで書かせていただくことになるかと思いまする。




　よろしければまた、その本でお会い致しましょう。




　ではでは！




　二〇一一／七／四

　ＢＧＭ：ＴＩＧＥＲ＆ＢＵＮＮＹ第十四話（録画）

　ＭＡＣＨＩＮＥ：LIFETOUCH　NOTE
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一九九八年『ドラゴンズ・ウィル』でデビュー以来いくつものヒットシリーズを生み出している人気作家。代表作に『スクラップド・プリンセス』『棺姫のチャイカ』（富士見ファンタジア文庫）、『ストラグル・フィールド』（ファミ通文庫）『神曲奏界ポリフォニカ』（ＧＡ文庫）などがある。
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東京のはずれに生息するマンガ家兼イラストレーター。永遠の夢狩人兼チャムラヴューンを自称する、自他ともに認める「チャム」好き。今作も、榊先生と趣味全開？　がっぷり四つで強力タッグ結成＆大爆走は継続中。そして、そんなケモ耳スキーなＢＬＡＤＥ先生ですが電撃ホビーマガジン誌上『武装神姫２０３６』も好評連載中ですよ。
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